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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　三と七の邂かい逅こう






　吾わが輩はいは首長竜りゆうである。

　名前はまだない。

　胴どうに当たる部分が欠落している不完全な体と朦もう朧ろうとした意識、そして『完成』するという本能を携たずさえて今日この場所へやってきた。

　とはいっても、この場所のことは吾輩よく分かっておらん。分かっているのは、この濁にごった『おーろら』のようなものに包まれた景観のねじくれた場所が、吾輩が──吾輩たちが完成するのに避さけては通れん道であるということだけだ。

　吾輩はそれを本能的に知っている。

　しかし──それを邪じや魔まする者がいるというのは、ここへきて初めて知ったのだが。

「はっ……はぁっ……！」

　破は壊かいされた町並みの中、吾輩を見上げる、武器を構えた生き物。

　それは、吾輩から見れば酷ひどく小さな生き物だった。

　青みがかった黒い毛を頭部から生やし、白を基調とした衣装を身に纏まとう、二足歩行の生物──そして吾輩と違ちがって、全てを備えた完全なる体。

　初めて見たその生物のことを、しかし吾輩は知っている。

　あれは、吾輩たちを生み出した母にして神にも等しい生物──人間であるということを。

　とはいえ、神とは絶対的な力を持つもののことを指す。その点、あの人間は神には到とう底てい及およばんだろう。

　吾輩の攻こう撃げきを避けるので手て一いつ杯ぱい、それも、回かい避ひしたところで体を投げ出すような方法ゆえに、細かい傷は数え切れない。

　しかしこの人間、なぜここまで粘ねばるのか──先ほど逃にげた三人のように、さっさと逃げてしまえばいいものを。

　吾輩の最優先事じ項こうは完成することであって戦うことではない。逃げる敵の背中を追うほど、吾輩暇ひまではないのである。

　しかし向かってくるというなら、安易に背を向けることなどできはしない──こやつらには、吾輩と同じように知性がある。それは時として、研とぎ澄すませた刃やいばよりも鋭するどく敵を抉えぐるものだ。

　つまり、この人間は排はい除じよしなくてはならない。

　吾輩は人間を打うち倒たおすべく、骨のような翼つばさを広げた。

　　　　◆◆◆

──骨みたいな翼が来る！

　すだれのように垂れ下がっている、翼よく竜りゆうの翼から肉をすべて削そぎ落としたような骨の翼が、触しよく手しゆのように蠢うごめきだした。あたしに狙ねらいを定さだめて、それらが一いつ斉せいに素早く伸のびてくる。

　あたしはその動きを見落とさないように目を見張り、着ちやく弾だん地点を予想して後ろに跳とびはねる。これで、距きよ離りは稼かせげたはず……っ！

　ほどなくして前方から真っ赤な閃せん光こう──そして、しゅぉっ！　と水が蒸発するような音がした。

　首長竜の攻撃の余波に顔をしかめながらも、その攻撃の跡あとにぞっとする──翼が着弾した場所を中心として、直径三メートルほどの範はん囲いが、黒こく煙えんを吹ふきあげる焦しよう土どと化していた。

　超ちようが付くほどの強きよう烈れつな熱波──あたしが喰くらえば、致ち命めい傷しようどころか即そく死し確定だ。

　幸い、範囲がやや狭せまいからあたしでもまだ生きのびられてるけど──この化物相手に、それもいつまで続くか……。

　ネッシーみたいな首長竜に、骨のような翼をくっつけた怪かい物ぶつ。体長は約十メートル──ただし、生物として明らかに不自然な場所がある。

　首の付け根、翼の付け根、そして鰭ひれの付け根に無くてはいけない胴体が、あの怪物には存在しない──それだけじゃなく、体の部分部分が薄うすい。色、厚み、両方の面で。水すい墨ぼく画がに水を垂らしたようにぼやけた輪りん郭かくが、かろうじて首長竜の全形を示している。

　生物ではありえない体の構造を持つ、異次元ならぬ『二次元』より襲しゆう来らいする怪物。

　人の想像力の成れの果て。

　その名は『グラフ』。

　この異空間──災さい厄やくの卵などとも呼ばれる『セカンドハーフ』を通り、三次元へ向かうことで完成しようと暴れまわる怪物たち。

　……っていっても、こんなあからさまな怪物とぶつかるなんて……あたしのグラフィティじゃ太刀たち打ちなんてできないし……！

　もっと、強い力があったなら。心の底からそう思う。

　ほんっとにもう、

「ついてないよ……っ！」

　呻うめくような呟つぶやきがあたしの口から漏もれた。同時、再び首長竜の翼が蠢き、あたしを狙って伸びてくる。

　さっきと同じだ。着弾点を予想して、思いっきりバックステップ。

　ごろごろと地面を無ぶ様ざまに転がるけど、死んじゃうよりはいい。

　直後に蒸発音──簡易兵装の剣を構え直しながら顔を上げると、やはりそこには焦土が出来上がっていた。

　もしも巻き込まれたら──そう思うと、つぅっ、と汗あせが頰ほおを撫なでた。

　次の瞬しゆん間かん。

　ぼこっ、という音と共に、あたしの目の前に何かが現れた。

「────っ!?」

　声にならない悲鳴を上げる。あたしの目の前に現れたそれは、首長竜の翼だったからだ。

　視線を下にずらす。コンクリートを突つき抜ぬけて骨のような翼が生えていた。まさか──地面を通って!?

　あたしが状じよう況きようを理解すると同時に、翼の先せん端たんが光り始める。さっきから何度も見ているこの現象は、首長竜の熱波放射の前兆。

　このタイミングじゃ、逃げられない──！

　暖簾のれんに腕うで押おしとは思いつつも、地面を蹴けって体を投げ出しながら、あたしは苦し紛まぎれに自らのグラフィティを使用する。

　睨にらみつけた瓦が礫れきが、ほんのちょっと、翼へ向かって飛んだ。

　その距離──たったの、三センチ。

　あたしのグラフィティじゃ、攻撃を届けることすらできない……っ！

　もちろん、首長竜がそれで止まってくれるはずもなく。

　あたしの抵てい抗こうも意に介かいさず、首長竜は熱波を放射した。

　そして、あたしは、死──

　発光を強めた翼の眩まぶしさに、思わず目を閉じるその直前。

　銀色に閃ひらめいた何かが、あたしと翼の間に割って入って──何かと思う間もなく、体を抱だき上げられる感覚。少し離はなれた場所から、蒸発音が耳に届いた。

　一体、何が起きたの？　あたしはゆっくりと、閉じた瞼まぶたを開いていく。

「……ふぃー。間に合ったか……にしても、防げるもんだな」

「え、……っ!?」

　あたしを抱かかえて、恐おそらくさっきまであたしがいたであろう場所を見てそう呟いたのは、予想もしなかった人物だった。

　目の前の胸きよう章しようには、数字ではなく星の紋。つまり、この人は──

「悪いな、いきなり抱えちまって。大だい丈じよう夫ぶか？」

　そう訊たずねてくるけど、あたしは驚きよう愕がくに頷うなずくことしかできない。

「ほんとに大丈夫かよ……よっと」
















　両手に持った剣けんの刀身に触ふれないようにゆっくりと下ろしてくれたけど、どうやらあたしは腰こしが抜けていたらしい。体が言うことを聞かずにその場でへたり込んでしまった。

「ダメじゃねーか……ああ、いや、まあいいか」

　そう言って、白いコートの裾すそを翻ひるがえし──彼は、右手に日本刀、左手にレイピアを握にぎり、首長竜へと構えた。加えて背後には、付き従うように四本の剣が浮ういている。その後ろ姿を見て、あたしが感じたのは、首長竜どころじゃない圧あつ倒とう的てきな威い圧あつ感かん。

「しばらく、そこでへたり込んでろ──すぐ終わらせる」

　言った瞬間、銀色の軌き跡せきだけを残して、彼の姿が消え失せた。

　──余談ではあるんだけど、ここから首長竜までの距離は約三十メートルある。

　だというのに。

「……ぅぇっ？」

　あんまりにあんまりなその光景に、喉のどの奥から変な声が出た。

　白いコートが、離れた首長竜の背後に現れたその直後。

　いつの間にか斬きられていたらしい首長竜の首が、ずるりと地面に落ちたから。

　　　　◆◆◆

　瞬しゆん迅じん剣けん──特に銘めいがあるわけじゃないけど、今握っているこの日本刀のことを俺はそう呼んでいる。俺のグラフィティの能力の一いつ端たんだ。超高こう速そく移動に伴ともなう居い合あいの斬撃。刃はの届く範囲に入ったものを端はしから斬り捨てる滅め茶ちや苦く茶ちやな刀。

　三十メートルの距離を一瞬で詰つめて、首を斬り落とすぐらいわけはない。

　……っていっても、グラフって連中は首落としたぐらいじゃくたばってくれないんだよな……事実、落とした首の眼球が、ぎょろりと動いて俺を睨む。

「ま、今回は封ふう印いん班も置いてきたし」

　ちゃき、と日本刀を構え、反対の手で細身の刀身を持つレイピアを握る。

　どう見ても打ち合いに向かないこのレイピアの名前は結けつ界かい剣。文字通り、振ふるった軌跡から透とう明めいの防ぼう壁へきを出現させる防ぼう御ぎよの剣だ。

「撃げき退たいしちまおう」

　余計な行動を取られる前に、俺は足を踏ふみ出し、距離を詰め、斬る。鰭を斬ったと同時に地面を踏みつけ、今度は斜ななめ上の翼を狙う。すれ違いざまに斬りつけた直後に、宙へ向けてレイピアを振るう。その軌跡から半透明の壁かべが現れ、それを足場にして、今度は斜め下へ跳ぶ。そしてすれ違いざまに斬りつけ、足場に結界を作って次の場所へ──

　縦じゆう横おう無む尽じんに跳びはねる俺の動きに、首長竜りゆうが付いてこられるはずもないし──全身から熱波を放つ機会も与あたえない。

　ゴリ押しとも取れるけど、これが一番手っ取り早い。あんまりこれを繰くり返すと、ちょっと酔よいそうになるけど。

　程なくして、首長竜の鰭と骨みたいな翼、切断した頭から下の首が、無数の斬撃によって細こま切ぎれになった。ちなみにこの間、約二秒。翼なんかぶつ切りにしたそうめんみてーになってる。マズそうだ。

　そう思っていると──動きを止めた俺の目の前に、ぼこっ、と翼が地面から生えてきた。ありゃ、まだ翼残ってたのか。失敗した。

「けど、その手はさっき見た」

　呟く間にも刀が閃き、あっという間に翼が微み塵じんになる。

　が、次の瞬間──俺を取り囲むように、そこかしこからぼここっ、という音がする。計六か所で、翼が鎌首をもたげていた。

　そう来たか、と俺は内心舌を巻く。一本目はフェイントで、俺を包囲するこの六本が本命。しかも既すでにほぼ発光してやがる。……案外斬れてないもんだな、と少し反省。

　化物じみた外見してるけど、こいつにはどうやら、それなりに知能があるらしいことは分かった。

　確かに、振り向きざまに斬れるほど近くはないし、数も多い。かと言って、高速移動で逃げようにも包囲されてるから逃げ場もない。

　なるほど、詰んだな。

　相手が俺じゃなければ、な。

「さっき見たっつっただろ」

　左手に握ったレイピア。それを地面へ、俺の周りに円を描えがくように斬りつける。

　赤い光が俺の視界を塗ぬりつぶしたのと、振るったレイピアの軌跡から、無色の防壁が現れたのは同時だった。

　さっきは距離を取ったけど、その必要がなかったことを俺は確認している。

　十中八九防げるだろうとは思ってたけど、あの時は女子もいたからな……万が一、結界透とう過かみたいな特性を持ってたらまずかったし。

　初見の攻こう撃げきを結界だけで絶対に防げると思うほど、俺は自信家じゃない。

　俺を囲った透明な壁が、灼しやく熱ねつの波を遮しや断だんする。そして結界を解除、瞬迅剣で周囲の翼を根こそぎ切り刻み──未だに茫ぼう然ぜんとしている女子の近くへ戻もどった。

「──来たな」

　あちらもこちらも切り刻まれ、落ちた首を除く体の全てがぼやけた輪郭のみになったことで、奴やつの背後から音もなく近づく、汚よごれた虹にじ色いろみたいな楕だ円えん。

『窓』と俺たちは呼んでいる──物理的にも能力的にも触れることができない、何か。

　とりあえず分かっているのは、あれはグラフがセカンドハーフへやってくるための入口であると同時に、奴らを二次元側へ強制送そう還かんさせるためのレッドカードでもあること。

　グラフがダメージを受けるにしたがって、窓はグラフへと近づくこと。

　そして──

「終わらせるか」

　両手に握っていた剣を手放す。浮ふ遊ゆうしたそれらは背後の剣の輪へ加わる。そして伸のばした右手に、別の剣を摑つかんだ。短い柄つかに、幅はば広ひろで薄い刀身を持つ片かた刃ばの剣。ゲームなどでよく見る中国刀──正しくは柳りゆう葉よう刀とうらしいけど──のようなその剣を、振りかぶる。

　この剣の名は飛ひ翔しよう剣。

　まあ、それだけでどんな能力を持っているのかは大体予想がつくだろう。

　──話は戻るけど、グラフがダメージの限界に達した場合、一体窓はどうなるのか。

　こうなる。

　俺は、グラフの頭めがけて、右手の剣を振り下ろした。

　振るった剣の軌跡が、淡あわい光を伴って──飛んだ。

　　　　◆◆◆

　吾わが輩はいの首へ迫せまる、三日月のような何か──おそらくは、斬撃を飛ばしたのだろう。

　……やれやれ、今回は駄だ目めだったか。

　まあよい、吾輩にはまだ次がある。ここで消されるということは、向こう側へ押し返されるというだけのこと。また、必ず現れる。

　しかし、あの後から現れたほうの人間──力は青毛の人間とは比べ物にならんな。あれこそまさに、神と呼んでも差さし支つかえないのではないか。

　あれに比べれば青毛の人間は蟻ありのようなものだ──いや、蟻は言い過ぎか？　せめて鼠ねずみにしておいてやろう。どのみち雲うん泥でいの差には違ちがいないが。

　三日月が、吾輩の頭を真っ二つにした。

　背後より迫っていた楕円の『口』が、『だめーじ』の限界を察して吾輩の体を吞のみ込んだ。

　向こう側へ引きずり戻される感覚。

　混こん濁だくする意識の中、たとえ神が相手でも牙きばを剝むこう、と吾輩自身を奮ふるい立たせる。

　完成するためならば、何度でも。

　　　　◆◆◆

　首長竜があっという間に撃退されてしまった。

　にわかには信じがたい光景を、口を開けてぽかんと見ていると、彼は握っていた中国刀と背後に浮かぶ五本の剣を消して、白いコートの裾を翻し、

「おーい、大丈夫かー？」

　そう声をかけて、未だにへたり込んだままのあたしに手を差し伸べてくれた。余よ裕ゆうすら感じさせるその笑顔が、今のあたしにはちょっと辛つらい。

「……大、丈夫です」

　手を摑んで立ち上がらせてもらい、助けてもらったのだから、と続きを口にする。

「あの、ありがとう……ございます。だけど、なんで……？」

「なんでってそりゃ、ＳＯＳ入ったからな。先に出てきた奴らから」

　なるほど、と納得したのが半分。あの三人、あたしを見捨てたくせにＳＯＳは出してくれたんだ。それには素直に感謝したけど、だからといって許すつもりにはなれなかった。というか、あたしが訊ききたいのはそういうことじゃなくて。

「いや、その……なんで、笹ささ宮みや室長がここにいるんですか？」

「……あ、やっぱ知ってるんだ、俺のこと」

　照れたように頭を搔かきながら、この人は何を言いだすのだろうか。自分の立場、分かってないのかな？

　──ホワイトキャンバス防衛室『室長』、笹宮銀しろがね。

　いま組織全体でも四人しかいない、特級イレイザーの一角を担になう人物。

　正式にイレイザーになってから、たったの三日でその座を任されたというエピソードも含ふくめて、あなたの名前を知らない人なんて、きっと一人だっていやしないのに。

「まあ、なんでって言われると、俺が動くのが一番早そうだったからかな。実際、結構危ないトコだったじゃん」

「それは……そう、ですけど」

　ちら、とあたしの制服の胸きよう章しようを見て、へえ、と彼は感心したように声を上げた。

「逆に、よく凌しのいだもんだ。まだ三級だってのに……将来有望だな」

　まだ三級。

　将来有望。

　その言葉が、あたしの胸にグサリと刺ささる。

　正式にイレイザーになってから二か月が経たった今でも、最底辺の三級のあたしにとって、そんなに辛い言葉はない。

「……っ」

　思わず泣きそうになり、あたしは足早にその場を後にする。

「あ、おい？」

　室長の言葉に返事もできず、あたしは逃げた。

　あたしにできたことなんて、瓦が礫れきを三センチ動かしただけ。しかも首長竜に届きもしなかった。それに引き換かえ、笹宮室長はあっという間にあの首長竜を押し返してしまった。

　比べれば比べるほどに、あたしが惨みじめになっていく。

　あたしにも、あんな強い力があったら、もう少し堂々としていられたのかな──なんて。

『物質を三センチ動かすだけ』というどうしようもないグラフィティを得たあたしなんかは、そう思ってしまうのを止められなかった。

　　　　◆◆◆

「んー……なんかまずいこと言っちまったかな」

　サイドテールを揺ゆらしながら、逃げるように歩き去ってしまった彼女を見て、残された俺は反省した。褒ほめたつもりだったんだけど、もしかして地じ雷らいを踏ふんじまったのかもしれない。

「……ま、それは仕方がないにしても」

　視線を、さっき首長竜の頭があった場所へ向ける。とどめの一いち撃げき。首長竜を斬るにとどまらず、後ろにまで飛んだその結果。地面には、落ちれば怪け我がじゃ済まないレベルの深い深い溝みぞが刻まれていた。

　ただ一撃の斬撃で、これである。

「……やっぱ強すぎるよなぁ、このグラフィティ」

　内心げっそりしながら俺は呟つぶやいた。いやまあ強力なのはいいんだけど……なぁ。

　正直、もっと弱い力が欲しかった。

　……ってのがどんだけ罰ばち当あたりなのかは分かってるつもりだけど、それでもため息つかずにはいられなかった。

　もっとこう、弱い力をうまく使って大逆転！　みたいなのがやりたかったんだけど……と、言ったところで周りに理解されないのは訓練生時代に経験済みだから口には出さない。

　口には出せない。

「はぁーあ……」

　まあ、今はあの首長竜を完成させずに済んでよかったと纏まとめておこうか。

「……この惨さん状じようを、外に持ち出すわけにはいかないもんなあ……」

　町があったであろう場所を眺ながめる。

　建物はほとんどが瓦が解かいし、首長竜の放っていた熱波でそこかしこから火の手と黒こく煙えんが立ち上っている。こうして眺めている今でも、あちらこちらから建物の焼け崩くずれる音が聞こえてくる。

　見み渡わたす限りが揺らめく赤と蠢うごめく黒で埋うめ尽つくされるその光景に背を向けて。

「ここが三次元だったらと思うと、ぞっとするな。次元災害とはよく言ったもんだ」

　二・五次元の世界セカンドハーフから抜ぬけ出すべく、俺は先に出て行った彼女を追──

「……っ！」

　閃ひらめいた。

　俺の中で、過去最高と言っても差支えない名案が。

「そうか──そうだよ。この際、俺じゃなくてもいいんだ」

　にやりと、その内容に独り笑いを浮うかべる。

「じゃあ、まずは支部に戻って調べないとな……」

　心の内から湧わき上がるわくわくと、高ぶったテンションを抑おさえきれずに、俺は小走りにサイドテールの女子を追う。

　ちょうどその時、セカンドハーフに限界が来たらしく、濁にごったオーロラのようなドームが消しよう滅めつ。そして背後で、何事もなかったかのような、破は壊かいされる前の町並みが──三次元の世界が現れた。

　けど、俺の関心はそんな当然のことにもはや向いてなかった。

　──さぁ、面白くなってきたぞ？








第一章　特級イレイザー・笹ささ宮みや銀しろがねの天てん啓けい






　四年前の七月七日、日本に大きな異変が起こった。

　日本全国八か所──秋田・埼さい玉たま・富山・滋し賀が・和歌山・鳥取・愛え媛ひめ・鹿か児ご島しまの上空に、濁にごったオーロラのような外観を持つ巨きよ大だいな球体が現れ、それらが徐じよ々じよに降下を始めるという事態が発生した。

　しかし、球体が落下してもすり抜けただけで、町や人に被ひ害がいはなかった。人々は喜ぶ以前に、その理解不能な状じよう況きように混乱していた。

　その混乱が収まる間もなく、さらなる事態が人々を襲おそう。

　地上で、ドーム状にとどまった異空間の内部に、のっぺりとした影かげのようなものが現れた。街を壊こわしながら動くそれは、こちらへ近づくにしたがってだんだんと、立体化していくように厚みを増していく。

　その事態を伝えようとした数人の勇気ある人物が、異空間の中へと脚あしを踏ふみ入れるも──彼らは驚きよう愕がくに脚を止めることになった。

　異空間の中に、影はおろか、街への被害も見受けられなかったのだ。

　錯さつ覚かくだったかと外へ出て確認すると、依い然ぜんとして影は中で暴れていた。

　人々が混乱を極きわめる中、その怪かい物ぶつたちは、とうとうこちら側へと脚を踏み出した。

　ある場所では王おう冠かんの中心に浮うかぶ杖つえ。ある場所では異い形ぎようの修道女。ある場所では無数の武器を携たずさえる蜘蛛くも。

　どれもが生物としてあり得ない、欠落部位と異形を持つ化物──のちにグラフと呼ばれる怪物が、初めて日本に出現した。

　そして始まる、グラフたちの大侵しん攻こう。

　当然自衛隊も出動したが、各々に特異な能力を持つグラフに兵器は大して効果を発揮せず、むしろ返り討うちに遭あって被害は拡大する一方だった。

　唯ゆい一いつ──和歌山県を、除いては。

　和歌山県に現れたグラフがとんでもない気まぐれを起こし、最初に目を付けた少年に──つまり、人類に味方したのだ。

　そのグラフは少年にグラフとの戦い方、グラフを封ふう印いんする方法などを教え、アドバイスに従って少年は死ぬ気で戦った。

　結果、他の七体のグラフを封印または撃げき滅めつし、一いつ旦たん被ひ害がいを食い止めることに成功した。

　その意味不明・原因不明の大災さい厄やくから約半年が経たち。

　あの七月七日を境に、各地で発生し始めた異空間──通つう称しようセカンドハーフに対処するための組織が、日本を救った英えい雄ゆうとまで祭り上げられた少年と、その周りの人物たちの手によって設立された。

　その名も、次元狭きよう界かい管理機構。

　ホワイトキャンバス。

　──その設立から、さらに四年ちょっと。

　ほとんどのセカンドハーフがグラフ出現の前に消されるようになり、人々はセカンドハーフが発生しても慌あわてない程度には、脅きよう威いを感じなくなっていた──

　　　　◆◆◆

　ホワイトキャンバス富山支部は、呉くれ羽は山やまの隅すみっこに建っている。

　ここはかつて県立図書館だった建物らしいけど、四年半前のグラフの大侵攻により半はん壊かい。図書館としては機能しなくなって廃はい棄きされたのを、ホワイトキャンバスが買い取って修しゆう繕ぜん、増築し──今に至る。

　ちょっときつめの坂を上ったところに、でーんと構える屋根の平たい大きな建物。その開放されてる屋上に、あたしは一人で佇たたずんでいた。

「あ、いたいた。やっと見つけたよ、琴ことちゃん」

　そう呼ばれ、あたしはぎくりと身を強こわ張ばらせて──観念し覚かく悟ごを決めて、ゆっくり後ろを振ふり向いた。

　口くち原はら琴こと音ねという名前のあたしのことを、口原でもなければ琴音でもない、琴ちゃんと呼ぶのは、いまのところチームメイトである彼女しかいない。

「……新にい奈な。こんなところまで何しに来たの」

「それはこっちのセリフだよ？　こんな寒い場所にいたら風邪かぜひいちゃうよ」

　富山県の冬は確かに冷え込む。今は十二月に差し掛かかってて、吐はく息がもう既すでに白い。開放されてる屋上に、他に人がいないのも納得だ。まだ雪は降ってないけど、いつ降ってもおかしくないぐらい、空には灰色の雲が立ち込めている。まだ昼前なのに、景色は随ずい分ぶんと暗かった。

　まああたしの心情的に、暗く見えるってだけかもしれないけどね。

「あはは、そうかもね」

　心の限り笑って返したつもりだったけど、思ったよりも笑い声が乾かわいていたので、正直ちょっと引きつった。吹ふき付ける冷たい風の方が、まだ湿しつ気けを帯びてるかもしれない。

　あたしが引きつった笑みを浮かべた先にいたのは、親友である平ひら上かみ新奈。同じ第七期生で、年も同じ十六。高校生なら一年生だ。訓練中に知り合って、特に劇的なことがあったわけでもないけど、よく話すようになった。馬が合うのかな。

　ふわっふわの栗くり色いろの髪かみと、のほほんとした愛らしい表情。

　白を基調とした女子統一のジャケットは、あたしと違ちがって胸むな元もとがふっくらしてる。…………。それはさておき。胸章の数字は『Ⅱ』──イレイザーの大半を占しめる、二級イレイザーを示す数字だ。腰のホルダーには簡易兵装の小銃を装備していて、下に履はいてるのは、膝ひざ丈たけのスカート。女子はスカートの長さを選せん択たくできるから、ここは人によって個性が出るところだと思う。

　ちなみにあたしは機動性重視でミニスカート。ただパンツを見られると恥はずかしいから、下にスパッツも履いている。腰からは簡易兵装の剣を下げているけど、グラフが相手だとあまり意味があるとは思えなかった。

　一度風が二人の間を通り抜け、新奈が再び口を開く。

「で、琴ちゃんは大だい丈じよう夫ぶなの？　わたし、すっごく心配したんだけど」

　世間話もそこそこに、新奈は本題を切りだしてきた。

　──チームメイトである新奈たちに黙だまって、他のチームと一いつ緒しよにセカンドハーフに行き、強力なグラフに追おい詰つめられた挙句、笹宮室長に助けられたのが昨日の話。

　多分、これで逃にげられたらたまらないと思ってるんだろうな。……もっとも、あたしの自じ業ごう自得だと思うけど。だって……。

「琴ちゃん、さすがに酷ひどいと思わない？　部屋に行っても居い留る守すを使うし、メールしても返事こないし、電話しても出てくれないし。別に怒おこってるわけじゃなくて心配してるんだから、声ぐらい聞かせてくれてもいいでしょ？」

　怒ってるやばい怒ってる……！

　顔は笑ってるけど目が笑ってないっていう典型的なキレモードだ。……だって気まずかったんだもん……。

　剣けん幕まくに押されて思わず視線をそらして呟つぶやいた。

「……ごめん」

「謝られても」

　その先は言わなかった。ただ、「仕方ないよ」と言外に聞こえた気がした。

「で、怪け我がとかはないの？」

「……ん。かすり傷とか、ちょっとすりむいたのばっかりだから」

　脚にはちょいちょい絆ばん創そう膏こうが目立つけど、それだけで済んだ。

「そっか。じゃあ安心したよ」

　先ほどまでとは違う、本当に安心したような笑みを浮かべる新奈。裏切りに等しい行こう為いをしたにもかかわらず、ただ心配してくれている親友に、少なからず罪悪感を覚えた。

「わたしだけじゃなくて、壱いち彦ひこくんも心配してたよ？　後で顔見せにいかないとね」

「……ん、そうだね」

　昨日セカンドハーフに勝手に行った理由とかについて、それ以上を追つい及きゆうしないのは、多分新奈の優しさだ。あるいは、新奈なら察しはついてて、敢あえて触ふれないだけかもしれない。いずれにせよ、ありがたい話ではあった。

　かちゃり、とドアが開く音。二人で視線を屋上の入口に向けると、よく知る顔がそこにあった。

「お、やっと見つけたぞ、口原」

　噂うわさをすればなんとやら、と言うけど。

　あたしを見つけて歩いてきたのは、髪を短く刈かり上げた、背の高い少年……青年の方がしっくりくる気もするけど、年ねん齢れい的には少年のはず。あたしたちの二歳上だから、高校なら三年の年で第三期生。

　肩かた幅はばがあって、筋肉で引き締しまった体つき。何を考えてるのか、この寒空の下、制服であるジャケットの袖そでを肘ひじまでまくっているにもかかわらず顔色一つ変えないツワモノ。

　胸章には『Ⅰ』の数字。

　全国に現在約三千人いる防衛室の戦せん闘とう員──イレイザーの中でも、百人ちょっとしかいないといわれる精せい鋭えい、一級イレイザーを示す数字。

　飛鳥あすか壱彦。あたしたちのチームのリーダーだ。

「壱彦先せん輩ぱいまで……」

「壱彦くん、お疲つかれー。わざわざどうしたの？」

「どうしたもこうしたも──口原探してあちこち駆かけずり回ってたんだよ。つうか新奈ちゃんも一緒だったのか。連れん絡らくしてくれりゃよかったのによ」

「ごめんごめん、わたしも見つけたのついさっきなんだー」

　にへらと笑う新奈と、じゃあ仕方ないと納得した壱彦先輩。この二人、実家が隣となり同士の幼おさな馴な染じみなのだとか。新奈の姉と三人で、よく遊んでいたらしい。

「つうか、なにもこんな寒いところで話し込まんでも……体冷やすぞ？」

「そう思うなら壱彦くんがもうちょっと厚着してよ」

　全くの同感だった。驚おどろくほど説得力ないよね。

「？　俺は平気だが」

「見てるこっちが寒いって言ってるんだけどなぁ」

　新奈が、言わせないでよ察してよと言わんばかりの呆あきれた目で壱彦先輩を見る。

「壱彦くんって頼たよりになるし信しん頼らいもしてるけど、そういう馬ば鹿かなところが玉に瑕きずだよね」

　吐いた。新奈が毒吐いた。

　新奈って優しいし、常識をわきまえてもいるんだけど、笑ったまんまで時々刺ささるようなこと言うのが玉に瑕だよ……。

「お、おぅ……昔っからたまにキツイよな、新奈ちゃんって」

　幼馴染の壱彦先輩は多少の耐たい性せいがあるらしく、冷ひや汗あせ一つかいただけでなんとか流した。……馬鹿なのは否定しないんだ……。

　壱彦先輩は逃げるように屋上入口を指して、提案した。

「ともかく、話するなら中の方がいいだろ。エントランス行こうぜ」

　それには、全面賛成だった。

　先に歩き出した壱彦先輩を追うように新奈も歩き出し、あたしもそれについていく。

　ふと、自分の胸章が目についた。そして、思わず呟いてしまう。

「……こんなはずじゃなかったのになあ……」

　ぽつりと呟いたあたしの言葉が聞こえたのか、複雑そうな表情で新奈がちらりとこちらを見たけど──聞こえなかったことにしたらしく、前を見て階段を下りはじめる。

　その優しさは、ありがたいけどちょっと辛つらい。

　──あたしの胸章の数字は、『Ⅲ』。

　イレイザーのランクでも一番下──三級イレイザーを示す数字だった。

　　　　◇◇◇

　ホワイトキャンバスでは、半年に一度団員を募ぼ集しゆうしている。イレイザー、研究者、技術者、受付とかまで一緒くたに。

　入団する先それぞれに研修期間みたいなものはあるけど、やっぱり一番大変なのは、あの災さい厄やくに真っ向から立ち向かうことになるイレイザー志望の団員だと思う。

　イレイザー志望の団員は、入団してから半年間の訓練を課せられる。体を鍛きたえるのはもちろん、グラフに関する知識、戦い方なども教わるためだ。

　あの怪かい物ぶつたちと命を懸かけて戦うんだから、当然生なま半はん可かな訓練じゃない。面白そうって理由で来た人たちは、大半が途と中ちゆうで諦あきらめるぐらいだ。

　その半年間を乗り越こえることで、グラフと戦うための能力──『グラフィティ』を手にする資格が与あたえられる。これを手に入れて、ようやくホワイトキャンバスの正式な戦士──イレイザーとして認められるのだ。

　半年間の訓練が終わり、最後の集会で指導教官からの激げき励れいの挨あい拶さつが終わった後、志望者はとある部屋に通される。

　ホワイトキャンバスの部署と部屋を兼かねてるややこしい名めい称しよう──禁きん書しよ管かん理り室しつ、略して、禁理室。

　文字通り、『禁書』と呼ばれる書物を保管しておく部屋だ。

　禁書とは、とある方法によりグラフを中に封ふうじた本のことを指す。

　これを手に取ることで、人間はグラフに対たい抗こうするためのグラフの力──グラフィティを使用することができるようになる。

　ただ、その特とく殊しゆな封印方法ゆえか、どんな能力が手に入るか、基本的に分からない。もしかすると変なグラフィティが、もしかすると飛びぬけて強いグラフィティが、手に入る可能性もあるということだ。

　要するに、ほとんど運頼だのみということだ。運だけ、っていうわけでもないけれど。

　禁理室に入ると、自分を呼ぶ声のようなものを感じる。

　それは中にグラフが封じられてる影えい響きようなのかもしれないけど──禁理室に入る直前に言われた。

　──自分を呼んでいる禁書を手に取ればいい、と。

　その通りにした結果──訓練成績首位の最さい優ゆう秀しゆう訓練生の座まで上のぼり詰めたにもかかわらず、手に入れたグラフィティが弱すぎて、正式にイレイザーになってから二か月が経たった今でも三級イレイザーのままで、期待外れの烙らく印いんまで押されてる子が一人いる。

　……何を隠かくそう、あたし、口原琴音のことである。

　　　　◇◇◇

　屋上から二階分降りて左へ曲がると、自じ販はん機きやテーブル、椅い子すが設置されているエントランスホールがある。休きゆう憩けいや待ち合わせによく使われる場所で、今もちらほら人がいる。

　おもむろに、壱彦先輩が財布を取りだした。

「なんか飲むか？　奢おごるぞ」

「いいの？　ありがとー。じゃあわたしホットのカフェオレね」

「はいよ。相変わらずコーヒー好きなんだな……口原は？」

「あ、いやそんな、あたしなんかに奢らなくても」

「じゃあこのキンッキンに冷えてるドリアンサイダーを……」

「そっちのホットココアでお願いします」

　即そく座ざに言いなおした。とはいえ壱彦先輩も本気ではなかったらしく、笑いながらお金を投入していく。

　飲み物を買い終わるのを待っていると、少なからず視線を感じる──気づかないふりをして、視線は決して動かさない。

　悪い意味で有名になっているのは、何となく感じている。将来を有望視されていた最優秀訓練生が、実戦でろくに使えない足手まといにまで落ち込んだんだから仕方がない。

　正式にイレイザーになってから二か月も経てば、誰だれもが二級に上がるとまでは言わないまでも、それなりに戦えるようにはなっている。あたしは、戦うことすらできていないのだ。富山支部に約二百人いる三級の中でも、最底辺なのは間ま違ちがいないと思う。

　ましてや、あたしは最優秀訓練生──過去にその栄光に輝かがやいた人たちは、アベレージ二週間ほどで二級に上がっている。成績が普ふ通つうだった新奈も、一か月半で二級に昇しよう格かくした。少なくとも、最優秀訓練生で二か月経っても三級に留とどまっている人なんていないだろう。

　とはいえ、あたしだってこのグラフィティを欲しくて手に入れたわけじゃないけれど。

　物質を三センチだけ動かすグラフィティで、どうすればいいって言うの……？

「ほれ、口原」

「え、あ……ありがとう、ございます」

　ひょいと渡わたされたホットココアの缶かんを手に取る。ちょっと熱いぐらいの缶を両手で転がしながら、椅子に座ってプルタブを引っ張った。

　テーブルを囲んで談笑する新奈と壱彦先輩を見て、戦力になれないことを申し訳なく思う。

　なんでこんなに──ついてないんだか。

　昔からそうだ。くじ運が悪いのはもちろん、小学生の時の演劇では、お姫ひめ様役という女子垂すい涎ぜんのポジションを得たにもかかわらずセットが倒たおれて下した敷じきになったとか。商店街の福引で一等の温泉旅行を獲とったかと思ったら、それを入れたカバンが運悪く川に向かってアイキャンフライしちゃったとか。

　自分で羅ら列れつしても、ちょっと引くぐらい運が悪い。

　そんなあたしが、禁書を選ぶときにまともなのを引けるはずがなかった。

　努力が報むくわれるなんて甘いことを言うつもりはないけど。

　こうも見事に踏ふみにじられると、さすがにちょっと、凹へこんだ。

　生まれつきの不幸にもめげないようにと思って、昔からそれなりに体を鍛えてはいた──ここにきてからはさらに努力を重ねた。おかげで、最優秀訓練生にまでなれたけど、実戦で結果が出せなきゃ意味ないよ。

　不幸という負い目から来る気弱さは、ますます加速していった。

　ふと、昨日あたしを助けてくれた恩人である、笹宮室長の姿を思い浮うかべる。

　──あんな強いグラフィティがあれば。

　あたしの気弱さも、ちょっとは直るのかな──そう思ったとき。

　エントランスホールのスピーカーから、盛大なハウリングの音が放たれた。突とつ然ぜんの出来事とあまりの音量に、思わず顔をしかめてしまった。

「なっ、なんだぁ？」

　耳を押さえた壱彦先輩が声を上げた直後、調整が済んだのかザザッ、と音が入る。

『あー、あー、よし』

　……ん？　今の声、まさか……？

『えーっと、今から名前を呼ぶ奴やつはすぐに笹宮室へ来ること！』

　──あ、この声、間違いない。

　周りにいた人たちも、放送しているのが誰か気づいて、ざわつき始める。

「……これってあの人だよね？」

「笹宮だな。しかし、珍めずらしいこともあるもんだな。あいつ直じき々じきに呼び出しとか」

　新奈の問いかけに壱彦先輩が頷うなずく。

　ホワイトキャンバス富山支部・防衛室『室長』にして、特級イレイザーの笹宮銀！

「笹宮室長っていったら、整ってるのに印象薄うすい顔立ちと、超ちよう凶きよう悪あくグラフィティ〈七式セブンス・アクター〉で有名だよねー。もっとも、わたしはあの超頑がん丈じような訓練ホールをズッタズタにして、その向こう側にある屋外訓練場まで半はん壊かいさせたって噂うわさ話ばなししか聞いたことないけど」

「……あの屋外訓練場を？」

「たった一発でね」

「一発ぅ!?」

　あたしはその話を初めて聞いたので、驚いた。

　屋外訓練場は楕だ円えん形で、外周約二キロメートルの広大なグラウンドだ。それが半壊？

　いやそもそも、訓練ホール自体並の頑丈さじゃないのに。ダイナマイトじみた爆ばく発はつを起こすグラフィティの使い手が全力で試し打ちしてもろくな傷がつかなかったあの部屋が、崩ほう壊かい？　しかもただの一いち撃げきで？

「あ、でもお前ら、そのあと笹宮がなんて言ったか知ってるか？」

「へ？　わたしは聞いたことないけど」

「あたしもです」

　ごめんなさいとか、そのあたりだろうか。

「『俺、まだ本気出してないのに』だそうだ」

「「…………」」

　二人して、沈ちん黙もくした。どんな化物なの、笹宮室長って……。

　確かに、昨日戦ってるのを見た限りじゃ、全然力を出してないように見えたけど……。

「あ、そういえば昨日琴ちゃんって笹宮室長に助けられたんじゃなかった？　もしかしてその関連の呼び出しかな？」

「あー……うん、そうなんだけど……でも向こうだってそんなあたしなんかに興味もないだろうし、まさか呼び出しなんてされるわけが──」

　そんな風に、全く関係ないだろうと思ってココアを飲もうとしたら。




『三級イレイザー口原琴音！　今すぐ笹宮室へ来ること！』




「ぅえっ!?」

　あたしは驚おどろきのあまりココアの缶を取り落としてしまう──慌あわててそれをキャッチしようとしたら、勢いが強すぎてぽーんと飛んでいってしまった。壱彦先せん輩ぱいの方へ。

　そして重力に逆らえなかった中身が、壱彦先輩にかかってしまった。

「あ、え、あっ、すっ、すいません！」

「あーいいって、気にすんな」

　笑いながら白と茶の水玉模様になった制服の上着を脱ぬいで、黒のタンクトップ一枚になった壱彦先輩。……季節を忘れそうになるけど、今冬だから。室内でもそれは寒いから。

「っていうか、ちょ、なんで!?　なんであたしが呼び出されるの!?」

「……琴ちゃん、何したの？」

「何かした覚えなんてないよ！　そんな、室長に呼び出されるような覚えなんて……あ」

「……あ？」

「口原、心当たりでもあんのか？」

　ガシガシと、脱いだ制服でココアまみれになった頭を拭ふいているワイルドすぎる壱彦先輩が訊たずねてくる。……もういちいちつっこんでいられない。

「あ、いや、その……自分があんまりいたたまれなかったから、お礼だけ言って、逃にげるように帰ってきちゃったんですけど……まさかその失礼な態度が原因で……？」

「でもそれだけでわざわざ呼び出すかなぁ？」

「ま、とにかく行った方が良いだろ。なにせ室長命令だからな」

　それに、と壱彦先輩は立ち上がる。

「ここに居続けると、注目をもっと集めることになっちまうぞ」

「……あ」

　エントランスホールにいた全員の視線が自分に集中しているという状じよう況きように気づいて、ココアの缶を拾ってゴミ箱へ突つっ込こみ、あたしは逃げるように笹宮室へ向かった。

　　　　◇◇◇

　……あたし、何したんだろう。

　考えれば考えるほど、一歩踏み出す度たびに不安が募つのる。

　身に覚えがないというのが、逆にとても怖こわかった。知らないうちに何かをしでかしてしまったんだろうか。……怖いなぁ。

「じゃ、俺たちは部屋の前で待ってるからな」

「部屋には二人っきりなのかな？　襲おそわれないようにね、琴ちゃん」

「う、うん……って、襲われるってのはさすがにないんじゃない？」

「いやいや、わからないよ？　笹宮室長だって男子だもん。告白するために二人になれる場所に呼び出したなんてこともあるかもしれないよー？」

　いや、ないでしょ。あたしが笹宮室長と会ったのなんて昨日が初めてだし。

「まあ、とにかく頑がん張ばってね」

　何を頑張ればいいのかもわからないまま、結局部屋の前までついてきてくれた二人に見送られて、あたしは富山支部・防衛室『室長』の部屋──笹宮室の扉とびらをノックする。

　だれも室長室と呼ばない理由は、言いにくいからの一言に尽つきる。だから、笹宮室長の部屋のことは、みんな苗みよう字じに室をつけて笹宮室と呼んでいる。

　返事を待っていると、

「来たな!?」

「きゃ──ったぁっ!?」

　返事も確認もなしにバーン！　と勢いよく扉が開かれて、ゴッ！　とあたしの額に扉が直ちよく撃げき。意識が飛びそうだ。

　……なんて……運が悪い……っ！

「どわっ！　すまん、大だい丈じよう夫ぶか？」

　真っ赤になった額を押さえて、震ふるえながらうずくまるあたしに話しかけてきたのは、扉を開いた張本人──整っているのにどこか印象の薄い顔立ちをした、手入れも改造もしてない黒くろ髪かみの少年・笹宮室長。

　ただ昨日の自信満々な顔と違ちがって、今は『やっちまった』的な感情が浮かんでいる。

「だ……大丈夫じゃ、ないですよぉ……」

「わ、悪かったな。とりあえず、中に入ってくれ」

「は、はい……」

　少しばかりバツが悪そうに、ホワイトキャンバスの男子用の制服──白いコートの裾すそを揺ゆらしながらあたしを招き入れるので、とりあえず涙なみだ目めで中へと入る。

　後ろで扉が閉まる音がした。ダンジョンのボス部屋に閉じ込められたような気分になって、ちょっと怖かった。

　見回すと、室長にあてがわれる部屋だけあって、結構な広さがあった。

　正面の、どこかで見たタイトルのライトノベルとかで散らかってるデスクがまず目に入る。その隣となりでは黒髪をアップに纏まとめて、きっちりスーツを着こなす、凜りんとした表情の女性──秘書さんがいた。彼女は部屋へ入ってきたあたしを眼め鏡がね越ごしに一いち瞥べつして、すぐにペンを動かす作業に戻もどった。

　……とりあえず、襲われる心配はなさそう。人がいるなら告白ってわけでもないよね、と新奈の冗じよう談だんを可能性から潰つぶしていく。

　緊きん張ちようで心臓が高鳴り続け、胃が痛くなってきた。変な汗あせをかいてないだろうかと不安になったころに、笹宮室長は目の前のデスク、その向こうの椅い子すに腰こしかけて口を開く。

「──さて、一日ぶりだな」

　そう言われて、なんと返すのが正解なんだろう。えっと、と、とりあえずお礼を！

「あ、え、えと、せ、先日は、助けていてゃだいて本当にありゃがっ！」

　……嚙かんだ。軽く死にたい。

「ああ、いいよいいよ。礼なら昨日聞いてるし、そんなガチガチにならなくっても」

　あたしが緊張しているのがよほどおかしかったのか、笹宮室長が苦笑する。ほっぺが紅あかくなっているのは、言われるまでもなく自覚してる……うわぁあ。熱い。

「わざわざ呼び出して悪かったな。で、呼び出した理由の方なんだけどな」

「……っ！」

　あたしの体がぎしり、と強こわ張ばる。

　室長に呼び出されるようなことなんて、あたしは本当に──

「いろいろ考えたんだが──お前しかいないと思ってな」

　……へ？

　室長は、ちょっと照れたように笑いかける。

「俺の中では、やっぱりお前が一番みたいなんだ」

「う、へ？　いや、あの……それって、どういう……？」

　言葉を反はん芻すうして、徐じよ々じよに顔が赤くなる。

　いや、だってそのセリフはどう聞いたって、その……。

『告白するために二人になれる場所に呼び出したなんてこともあるかもしれないよー？』

　不意に新奈のセリフが頭に蘇よみがえる。

　え、でも、秘書さんだっているのに？　まさか笹宮室長そういうの気にしないタイプ？

　混乱し続け、脳内がヒートアップするあたしに、畳たたみかけるように笹宮室長は口を開く。

「まあ急にこんなことを言われても困るかもしれないけど」

「え、いや、そ、それは、だって……いきなり言われたら、その、心の準備とかが」

「まあでも安心しろ！　ちゃんと面めん倒どう見てやるからさ！」

「めっ!?」

　この時点で、あたしの頭はオーバーヒートを起こした。

　告白どころかまさかのプロポーズ？　そ、そんなこといきなり言われて、どどどどうしろって言うのよ！

「いやあの、せめてそういうのはもうちょっとお互たがいのことを知ってからの方が!?」

「俺は口原のこと分かってるから心配するな！」

「でっ、でも！　あたしたち、昨日話したのが初めてじゃないですか!?　しかもあたしがかなり失礼な感じで！」

「よくあることだから気にしてないよ。それに俺はお前に嫌きらわれたって構いやしない」

　え、それってなに？　今は嫌いでもいいからいつか必ず振ふり向かせてやる的な宣言？　そんなちょっと男前なセリフに、不覚にも胸が高鳴った。

　机に肘ひじをつき、組んだ手の上に顎あごを乗せ、笹宮室長は達観したような笑顔で、言う。

「だってお前は、俺の理想の──」

　ああ、駄だ目め。その先は言っちゃいけない。

　そんな笑顔で告白なんかされたら、あたしは──




「俺の理想の、ポンコツだから！」




　………………………………………。

　オーバーヒートを起こしていた頭が、そのまま凍こおり付いてしまったかのように何も考えられなくなった。完全なる思考停止状態である。

　そして、勝手に告白だと勘かん違ちがいしていたことにちょっと洒落しやれにならない恥はずかしさを覚えるだけでなく、とんでもない暴言を吐はかれたという現実を少しずつ理解して──

　　　　◆◆◆

　防衛室『室長』──それは、基本的に一級イレイザーの中でも、数多くの戦果を挙げた者が就つくポジションだ。個人の強さはもちろんのこと、場面・状況に応じた適切かつ迅じん速そくな判断までも求められる、なかなかに厳しい立場と言えるだろう。

　特に富山支部と言えば、八つのグラフ発生点の中でも最もセカンドハーフの発生率が高い地域だ。防衛室の重要度は、各地の中でも一番高い。

　──俺は、そこまで上のぼり詰つめることがちょっとした夢だった。

　どう使うのかも分からないしょっぼい能力を駆く使しして、仲間と助け合って、経験を重ねつつ少しずつ上へと上り詰める──そして、最終的に室長の座に就くというのが、俺の理想のプランだった。

　のだけれど。

　蓋ふたを──もとい、禁書を開けば、手に入れたのはまさかの真逆のチート級能力〈七式セブンス・アクター〉。

　訓練ホールと屋外訓練場を崩ほう壊かいさせてしまったそのぶっ飛んだ力だけを理由に、俺は正式にイレイザーになってからたったの三日で特級イレイザーに飛び級昇しよう格かく、あまつさえ防衛室『室長』にまでなってしまった。

　理想のプランの斜ななめ上を行く展開で、夢はあっさり叶かなってしまった。

　ホワイトキャンバスの長官からは「部活動の部長でもやるようなノリでやればいい」と言われたけど、正直、集団登校の班長にもなったことのない俺になんてことを、と思ったのは事実だ。

　ぶっちゃけ、気まずいのだ。

　それなりに経験を積んだ後ならばともかく、イレイザーになったばかりの俺が、先せん輩ぱい方を差し置いてグラフィティだけが理由で室長になっちゃったとか。

　もちろん、就いたからには責任は果たす。室長としての勉強とか、戦術とかも学んだつもりだ。室長になったばかりの頃ころよりは、慣れてきた感はある──まあ、書類仕事に関しては全て中なか滝たきさんに奪うばわれてるんだけど。俺は報告書とかに目を通すぐらいだ。

　そんな風に身の入らない毎日を過ごしていたのだが──昨日、俺は天てん啓けいを受けた。

　自分がダメなら、しょぼいグラフィティを持ってる雑魚ざこを育てればいいじゃないかと。

　その天啓に従い、俺は三級イレイザーの資料を漁あさって、一人の少女に目を付けた。

　それこそが──『物質を三センチ動かすだけ』のグラフィティを持った雑魚！

　今目の前にいる、サイドテールが特とく徴ちよう的な口原琴音だった──

「……ぐすっ、うぇええええ」

　──のだが、しかし。なんかいきなり、俺は困難に直面したようだった。

「え、あれ!?　なんでいきなり泣き出してんの!?」

　泣いた女子の扱あつかいなんぞ知らん。いきなりぐずりだした口原にぎょっとしていると、

「笹宮室長、本気で言ってるんですか？」

　呆あきれたと言わんばかりの口調と冷たい視線で中滝さんから突つっ込こまれた。

「下手へたに紛まぎらわしい言い方ばかりするからこんなことになるんですよ」

「紛らわしいって……何がですか」

「…………」

　無言で睨にらまれて、しまったと頰ほおを引きつらせた。いかん、また敬語が……。

「……ごほん。何が？　だって、俺が探した中ではこの上ない理想のポンコツなんだぞ？　かつて最さい優ゆう秀しゆう訓練生で、身体能力と成績がよくて、おまけにしょうもないグラフィティ持ってて訓練期間終わってもまだ三級なんて最高の条件が整ってる奴やつ、そうそういないよ!?」

　ここまで褒ほめちぎればさすがに泣き止やむだろう！

　そんな打算を含ふくんではいても、心の底からの俺の言葉に口原は、

「ひっく、えぐっ……うぇええええええん」

「泣き止むどころか大だい号ごう泣きゆう!?　褒めたのに!?」

「それで褒めてるんですか？　三級イレイザーディスってどうするんですか」

「何言ってるのさ中滝さん！　これは最大級の賛辞だよ！」

「大惨さん事じの間ま違ちがいでしょう……ふふん」

　中滝さんがなぜかちょっとドヤ顔した後。

「こっ、琴ちゃん!?　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　ノックもなしに部屋の扉とびらが勢いよく開かれた。

　栗くり色いろでふわっふわの髪かみしてる女子が、血相変えて笹宮室へ飛び込んできた。その後ろからは背の高い、筋肉質な青年もやれやれと言いたげについてきた。

　女子の方はともかく──青年の方は知ってる。一級イレイザー、飛鳥壱彦さんだ。

「え、ちょっ……まさか盗ぬすみ聞きでもしてたの!?」

　ぐしぐしと涙を袖そでで拭ぬぐいながら、突とつ然ぜんの乱入者に口原が訊たずねる。

「わりーな、口原。俺は止めたんだが……お前の泣き声が聞こえたって新奈ちゃんが突っ込んでっちまってな」

　申し訳なさそうに言ってくる飛鳥さん、そして栗髪の女子は口原を抱だきしめた後に、お世辞にも友好的とは呼べない視線を俺に向けてきた。雰ふん囲い気きは柔やわらかいけど、これはかなりの曲くせ者ものだなぁと思う。特に、単純に怒いかりと呼べない視線を向けてくるあたりが。

「入ってくるならノックをしなさい。仮にも室長の部屋なんだから」

「あ、すいません、つい……それより笹宮室長？　琴ちゃんに何したんですか？」

「いやいやちょっと待て、いまこの状じよう況きようだけ見たら盛大に誤解を招くとは思うから一応、第三者の中滝さんからこの状況に至るまでの経けい緯いを話してもらおうと思う。よろしくお願いしま──」

　ぎろり、と中滝さんに睨まれた。ぺろっと舌を出してから言いなおす。

「よろしく」

「はい、かしこまりました」

　んん……慣れないなあ。口原と栗髪の女子に奇き妙みような目で見られたが、まあ、仕方がないだろう。秘書に睨まれて言い直す室長ってのも、まあ、傍はたから見れば変だよな。

　とはいっても、説明するほどのことでもない。俺が室長で、中滝さんは秘書。その立場を中滝さんが明確にしたいってだけの話だからな。

　俺の要よう請せいを受けた中滝さんが、考えるように虚こ空くうを見上げて話し出す。

「そうですね、状況を簡潔に説明させていただくと──笹宮室長が口原さんに立場的暴言の嵐あらしを吐いて泣かせたと言うところでしょうか」

「なんでこの状況で引っ搔かき回すようなこと言うのさ!?」

「傍から見ればこういう状況でしたが？」

「……笹宮室長？」

「いや待て、誤解じゃないかもしれないけど！　まだ用件は半分も伝えてない！」

　栗髪の女子から寒気がするジト目で見られて、俺は慌あわてて弁解する。

「口原、お前──強くなりたくないか？」

「え？」

　突然言葉を向けられたのが予想外だったのか、口原は目を瞬しばたたかせる。

「今回お前を呼んだのは他でもない、お前みたいな能力の使い方が分かってない三級の奴を強くして、戦力を引き上げようと思ってな。その試験的な強化プログラムを、お前に受けてもらおうと思ってるんだ」

　その場の全員が、ぽかんとして──少しずつ瞳ひとみに理解の色が灯ともりだす。

　どうやら誤解は解けたらしい、と安あん堵どした俺は、続きの言葉を口にした。

「だって考えてもみろ！　しょぼいグラフィティしか持ってない雑魚が強敵に逆転勝ちするなんてこの上なく面白いだろ!?」

　……あれ、全員の目から理解の色が消え失せた。そして、直後に向けられた憐れん憫びんの視線。ああ、こういうやつか、みたいな感情がありありと見て取れたけど、どういう意味だコラ。

　とはいえ、反論もないようだから俺は続ける。

「正直言って、俺のグラフィティは強すぎて面白くないんだよな。不満と言ってもいい」

　言うや否や、人の皮も被かぶらずに盆ぼん踊おどりしてるエイリアンを見るような目で三人から見られた。何言ってんだこいつ、と雄ゆう弁べんに物語る視線の中、唯ゆい一いつ中滝さんだけが額に手を当てため息をついた。
















「俺はもっと弱くても、工夫できるグラフィティが欲しかったんだよなあ……それこそ、応用が利きくならほんとにしょぼいグラフィティでもよかったぐらいで」

　俺が不満をタラタラと述べ始めると、遮さえぎるように口原が手を挙げた。

「いや、あの……この際、室長の趣しゆ味みはどうでもいいです。それより、訊きいていいですか？」

「なにを？」

「あの……なんであたしなんか選んだんですか？　三級を強くしたいって言うなら、もっといい候補がいると思う、んですけど……」

「ああ、そんなこと。そりゃ決まってるだろ」

「あたしが、最優秀訓練生だったから、ですか？」

　俺の台詞せりふを先取りしようとして、血ち反吐へどを吐はきそうな顔で口原が言う。そんな顔するなら言わなきゃいいのに……。

　それに、口原の指摘はてんで的外れだ。

「んにゃ、別にそこは大した理由じゃない。下地ができてるって意味じゃ最優秀訓練生なのは助かるけど」

　俺は軽い調子で否定する。そして笑ってこう続けた。

「俺が口原を選んだ理由は、資料を漁った限りだと、お前のグラフィティが誰よりもしょっぱかったからってのに尽つきるな」

　ぐさり、と音が聞こえた気がして、口原が膝ひざから崩くずれ落ちる。

　……あ、またやっちまった。意図せず口原の気にしていることをざっくり抉えぐってしまったことにさすがに罪悪感を感じた俺は、フォロー代わりになるかもわからんから、正直言うつもりはなかったもう一つの理由を口にする。

「あとはまあ、そうだな」

　言うつもりがなかった理由は──ちょっとばかり、気き恥はずかしいからだ。

「昨日助けた縁えんがあった──って言ったら笑うか？」

　──背後の棚たなに並べられているイレイザーのファイル。それをめくっていて、口原のページで目が留まったのは、直前に助けていたからかもしれない。

　だとすれば、それはたぶん、縁というやつだろう。

　そんな、ちょっと子供じみた理由を話すと、なんだか雰囲気が柔らかくなった気がした。……な、なんだよこれ。なにこの微笑ほほえましい感じ。やばい、ハズい！

　けどまあ……笑われなかったから、よしとしよう。俺は一つ咳せき払ばらいをして、場の空気をリセットする。

「さて、じゃあ──結論を聞かせてもらってもいいか？」

　俺は、若じやつ干かん緊きん張ちようしつつも、口原の目を見て、再度訊ねた。




「改めて訊く──口原琴音。お前、強くなりたいか？」




　口原は、俺の言葉を受け──栗髪の女子の手の中から抜ぬけ、一歩こちらへ進んできた。

「……あの、正直にお話しすると、あたし、笹宮室長のことは苦手です」

「えーっと……どの辺が」

「大体全部です。誤解させるような語り口、とか……弱い能力を面白そうだとか……あんな強い能力を不満だとか、あたしのことを雑魚ざこだとか言うあたりが」

　俺の人格そのものが否定されてる……っ!?

　これはもしかすると、断られるのだろうか……俺が緊張していると、

「でも、なんだか……この機会を逃のがすと、この先上に上がるなんて、絶対にできない気がするんです。それは、その……困ります、から」

　口原が、俺の目を真まっ直すぐに見み据すえる。

　そして、ハッキリと口にした。

「笹宮室長、あたし、強くなりたいです。グラフに勝てるぐらいに──一級の人たちにも並べるぐらいに」

　口原の返事を聞いて、俺は安堵と嬉うれしさから笑って返す。

「──交こう渉しよう成立だな。任せとけ、俺がお前を強くしてやる」

「お……お願い、します」

「まあ、どのみち口原に選せん択たく肢しはなかったと思うけどな」

「……え？　あの、それってどういう……」

　困こん惑わくした様子の口原が、不安そうな声こわ音ねで訊ねてきた。

「断るって言われたとしても、室長命令でプログラムに参加させるつもりだったからな。強くなりたきゃ黙だまって従えっつって」

　笑いながら軽い冗じよう談だんのつもりで言うと、今度こそ全員に呆あきれた視線を向けられた。

　プログラムは明日あしたから始めるという旨むねを伝えて、この日は解散した。

　──この結果が口原にとって幸と出るか不幸と出るか。

　それは、ここからの俺次第か、な。








第二章　三級イレイザー・口くち原はら琴こと音ねの奮ふん起き






　──富山の冬は、やはり冷え込むな。

　白い息を吐はきながら坂道を登り、珍めずらしく晴れた空を見上げながら私はそう思った。

　坂道を登り切れば、一日ぶりに見るホワイトキャンバス富山支部が待ち構えている。どうせ退たい屈くつな一日になるのだろうから、せめてセカンドハーフの一つでも出現してくれればいいが、とやや不ふ謹きん慎しんなことを考えつつ玄げん関かんをくぐった、その時。

「──そういや、昨日のあれ、知ってるか？」

「あぁ、聞いたって。口原の奴やつ、室長から呼び出し喰くらったんだろ？」

「なんだってんだかなぁ……まぁどーでもいいけどよぉ」

　ぎゃはははは、と笑う馬ば鹿かそうな連中の会話が耳に届いて、私はそいつらに詰つめ寄よった。

「おい。今なんと言った」

「あん？　急に何──って、あ、あんたは……！」

　私の顔を見るなり、三人組が顔を引きつらせる。なんだ、失敬な。

「もう一度だけ訊きくぞ。今なんと言った」

「く、口原が──室長に、呼び出し喰らったって」

「……ほぉ」

　──ホワイトキャンバスには、『室』と付く部署が五つある。

　防衛室、研究室、技術開発室、禁きん書しよ管かん理り室、編集室の計五つ。そのそれぞれにトップである室長がいるわけだ。

　だが研究室、技術開発室、禁書管理室、編集室の四つの部署の室長は、ホワイトキャンバスという組織全体において一人ずつしかいないのに対し、グラフとの戦せん闘とうを担になう防衛室のみは、その重要度から本部・各支部に一人ずつ据すえられている。

　そしてこの富山支部において、『室長』という言葉が指す人物はただ一人。

　──防衛室『室長』、笹ささ宮みや銀しろがね！

　事実上、この支部のトップに立つ人間だ。

「……あいつめ」

　少なからず因いん縁ねんのあるあの馬鹿の顔を思い浮うかべるだけで、額に血管が浮かびそうだ。

「じっ……じゃあ、俺たちはこれで！」

　何を察したのか、慌あわてたように三人は歩き去ってしまった。だがどうでもいい、聞きたい情報は聞き出せた。

　不可解なのは、もう一つの名前だ。

　口原。私が口原と聞けば、思い浮かべるのは第七期最さい優ゆう秀しゆう訓練生だった少女。

　いまや落ちるところまで落ちた、三級イレイザーの顔だ。

「……分からんな。笹宮の奴が口原を呼びつける理由が分からん」

　──だが、奴ならば、意味の分からない理由でやりかねん。

『弱いグラフィティが欲しいから』などと抜かして訓練で手を抜いていた奴ならば。

　……だんだん腹が立ってきた。

「あの馬鹿者め──室長の仕事も果たさずに、今度は一体何をする気だ！」

　こうなれば、直接問い詰めるまで！

　私は、肩かたで風を切って、笹宮室へと足を向けた。

　　　　◆◆◆

　──笹宮室長が、口原さんをナンパした翌日である今日。

「じゃ、ちょっと行ってきますね、中なか滝たきさ──」

　性しよう懲こりもなく敬語を使おうとした室長を睨にらみつける。一いつ瞬しゆん表情を強こわ張ばらせて、

「ちょっと行ってくるよ、中滝さん」

「はい、行ってらっしゃいませ」

　部屋に来ていた三人──口原さん、平ひら上かみさん、飛鳥あすかさんを引き連れて出て行った笹宮室長を見送って、やれやれとため息をつく。

　室長になってもう一年ほどが経たつのだけれど、敬語を使う癖くせが直りはしないらしい。確かに、私は二十歳はたちの女性で向こうは十七の少年だ。敬語を使いたい気持ちも分からないではないけれど、彼は室長で私は秘書だ。そこで重要なのは立場であって年ねん齢れいではない。大人の社会とはそういうものだと思っているけれど。

　ふと、窓から外を眺ながめる。木の葉は紅こう葉ようを通り越こして枯かれ葉はになった。吹ふきすさぶ北風が、往おう生じよう際ぎわ悪く枝にしがみついていた葉っぱを容よう赦しやなく揺ゆすり落とす。

　そんな何でもない風景を見て、平和になったものね、と素直に思う。

　四年前の、あのときに比べたら──

　　　　◇◇◇

　四年半前の七月七日。

　当時、富山県に住んでいる高校一年生だった私は、よりにもよって目の前で見てしまったのだ。

　県立図書館を中心に発生したドーム状のセカンドハーフから、グラフが出現する瞬しゆん間かんを。

　あの化物が街を蹂じゆう躙りんする、災さい厄やくそのものの光景を。

　フードを目ま深ぶかに被かぶり、背中に翼つばさを持った修道女。ただし翼は左に四枚、右に二枚というとんでもなくアンバランスな配置だったけど。

　祈いのるように組まれた両腕うでは薄うす紫むらさき色で骨ばっていて、おまけに指は三本しかなく、鋭するどく尖とがった爪つめが生えていた。悪あく魔まか何かが修道服を被っているんじゃないかと思うような外見だった上に、フードの中には顔のようなものが見られない。

　翼が神こう々ごうしいぐらいの翠みどり色であったことも、この場合マイナスにしか働かなかった。むしろその全体像の歪いびつさに寒気すら覚えたほどだ。

　そしてドーム状の異空間が消しよう滅めつした後、グラフは翼を羽ばたかせた。エメラルドを加工したような翠色の羽が、グラフの周囲でほどけた瞬間。

　何本もの竜たつ巻まきが立ち上り、周辺にあった家か屋おくを、明らかな意思を持って破は壊かいし始めた。

　私は、立ち上る竜巻に巻き込まれないよう、吹き荒あれる突とつ風ぷうに体を持っていかれないよう、その場で蹲うずくまっていた。

　──ほんの、数分の出来事だった。

　風が止やみ、顔を上げると、見慣れた街が見たことのない風景になっていた。

　県立図書館は半はん壊かい。森は抉えぐられ地面はむき出しに。見み渡わたす限りの家々は、瓦が礫れきや木片と化していた。

　そんな景色を茫ぼう然ぜんと眺めてから、私は未いまだ上空に留とどまっていたグラフを見た。

　そのフードの下には顔などないのに。

　あのグラフは、私を嘲あざ笑わらっているように見えた。

　　　　◇◇◇

　──数年後に、まさかあれらに対処する組織で働くことになるとは思わなかったけど。

　こうして今生きていられるのは、そして人々が何でもない日常を送っていられるのは、奇き跡せきに近いだろう。実際、あのとき和歌山に現れたグラフが気まぐれを起こしていなければ、日本は終わっていただろうから。

　──さて、と。

　しんみり感傷に浸ひたってる場合じゃなかったわね。さっさと書類を片付けないと──そう思ってペンを再び握にぎったその時。

「どういうことだ笹宮ぁっ！」

　突とつ如じよとして笹宮室に飛び込んできた、金きん髪ぱつを揺ゆらす一人の少女。

　おいまたか。私は無礼者を一いち瞥べつする。

「……ノックぐらいしなさい」

「と、これは失礼──中滝さん、笹宮の奴は一体どこへ？」

「さて。研究棟とうの方へ行くと言っていましたが」

　……部屋の場所も知ってるけど、わざとぼかしたのは私なりの気き遣づかいというやつだ。

「協力感謝します。失礼しました」

　部屋から出るや否や、バタバタと走っていく。まったく、落ち着きのない……。

　彼女が走っていったであろう方向に目をやり、ふぅ、と一つため息をつく。

「……本当、平和になったものね……」

　なにせ、今みたいなバカ騒さわぎが許されているのだから。

　気を取り直して、私は書類にペンを走らせ始めた。

　　　　◆◆◆

「さて、じゃあまずプログラムについて簡単に説明しとこうか？」

　白いコートの裾すそを揺らして前を歩く笹宮室長が、後ろをついていく琴ちゃん、わたし、壱いち彦ひこくんを振り返ってそう言った。

「最初に能力検証。使えそうな効果を見み極きわめて、そのあとにそれに合わせた特訓メニューを組んで、実じつ践せんする感じだ」

　すれ違ちがいざまに、廊ろう下かを歩く団員たちが何事かとわたしたちを二度見する──笹宮室長が外を出歩いてることもあんまりないし、それが注目度抜ばつ群ぐんの、落ちぶれた第七期最優秀訓練生と一いつ緒しよっていうならなおさらかな。

「ってわけで、いまから、俺が知る限りじゃ最っ高の研究者のとこに行くから。まあちょっと変わった人じゃああるんだけど、いい人だから心配するなよ」

「笹宮室長がそう言うなんて、随ずい分ぶん変わった人なんですねー」

「えっ」

　笹宮室長が抗こう議ぎのような声を上げたけど、わたしはにっこり笑って黙もく殺さつした。

「ん、んー……それはさておき。多分、お前のグラフィティについても色々とアドバイスをくれると思うぞ。なにせ外部からもお呼びがかかるレベルの能力解かい析せきの第一人者だ。本人ですら気づかない効力を検証の結果から見み抜ぬく人だしな」

「え、いやあの……笹宮室長？　あたしのグラフィティについてアドバイスなんてもらっても仕方ないと思うんですけど……物を三センチ動かすだけですよ？」

　自信なさげに、俯うつむきがちに琴ちゃんが言う。

「お前……強くなりたいならもうちょっと自信持てばいいのに」

「……自信が持てるほど結果を出せてませんから……」

「琴ちゃん、根こん拠きよのない自信は持てないタイプだもんね」

「だって、できるかどうかも分からないのに虚きよ勢せい張って失敗したら恥はずかしいじゃない」

「いいじゃん、別に。今いま更さら失うもんもないだろ？」

「……笹宮室長、あたしのこと苛いじめてます？」

「いや？　育てがいのあるポンコツだって褒ほめてる」

「……やっぱり室長は苦手です」

　涙なみだ目めで拗すねたような琴ちゃん。そんな表情を見て笹宮室長はちょっと困った顔をしてるけど、まさか今のでまた褒めたつもりだったの？　どういう思考回路してるんだろ。

「あーそう言えば、その室長ってのも堅かたっ苦しいからできればやめてほしいんだけど」

　おどけたように、いきなり笹宮室長が言いだした。

「……だって室長は室長じゃないですか」

「せめて先せん輩ぱいとか、さん付けにしてほしいんだが」

「分かりました、笹宮室長」

「……なに、平上って俺のこと嫌きらいなの？」

　全く呼び方を変えなかったわたしに、笹宮室長が怯おびえたような顔つきで訊きいてきたので、わたしは真しん摯しに答えた。

「まさか、そんなことないですよ笹宮室長。別に琴ちゃんのことをぼろっかすに言ったことなんて全然怒おこってませんよ笹宮室長」

「怒ってるヤバいこれ絶対怒ってる……っ！」

　目の前で友達が貶けなされるとこ見たし、このぐらいの意い趣しゆ返がえしはしておかないとね。

「い、いや、まあ呼びやすいならそれでいいよ」

　結局笹宮室長の方が折れた。よし勝った。

　冷ひや汗あせをかきながらわたしから目を逸そらした室長は、最後の希望とばかりにじーっと琴ちゃんを見つめた。

　琴ちゃんは、しばらく口をもごもごさせた後、

「……笹宮先輩。これでいいんですか？」

　慣れない言い方に、ちょっと恥ずかしそうな琴ちゃんが可愛かった。

　同時に笹宮室長が、琴ちゃんの手を摑つかむ。

「うひっ!?」

　突とつ然ぜんの行動に琴ちゃんの肩が、奇き声せいと共に跳はね上がる。心しん拍ぱく数すうも跳ね上がってるらしく、顔がみるみる赤くなっていく。

「し、し、室……せ、先輩？」

「お前は素直ないいやつだなぁ……」

「い、いやその……ど、どう、いたしまして……？」

　男の子に手を握られたことなんてほとんどないだろうから、意識するのも仕方ないとは思うけど、いきなり異性の手を取る笹宮室長ってどうなのかな？　わたしはセクハラで通報しようか悩なやんだけど、まあ琴ちゃんが意外とまんざらでもなさそうだから見なかったことにした。

　視線が泳ぎっぱなしの琴ちゃんから、笹宮室長が手を離はなして前を向く。

「よし、じゃあこれからそれで頼たのむわ。距きよ離りが縮まった感じがしていいしな、先輩って」

「なっ……」

　うめき声のようなものを上げた琴ちゃんに笹宮室長が振ふり返るけど、琴ちゃんはかたくなに目を合わせようとしなかった。なんなんだか、と言いたげに笹宮室長は再び前を向くけど、琴ちゃんはしばらく赤くなりっぱなしだった。

　……意識するにも早すぎない？　と思ったけど、昨日の笹宮室での告白まがいのポンコツ宣言が、意外と後を引いてるのかもしれないなぁ。

　ま、あれは直前に余計なこと言ったわたしにも責任あるかもしれないけどねー。

　　　　◆◆◆

「さて、ついたぜ、口原」

　あたしにそう笑いかけ、ホワイトキャンバスの研究棟──その二階のとある一室、『松まつ葉ば』とプレートの掛かけられた部屋の前で立ち止まり、笹宮先輩が扉とびらをノックする。

　ほどなくして、扉が開かれて──中から現れたのは、なんと巫女みこだった。

『!?』

「はいはーい、いらっしゃーい！　待っとったよぉ、銀くん！」

　にこやかに笑う女性は、さらりと流れる髪かみを清せい楚そな髪留どめで纏まとめ、白い小こ袖そでと緋ひ袴ばかまに身を包んでいる。そして足は白足袋たびという徹てつ底ていぶり。どこからどう見ても巫女だった。

　腕を通さずに肩かたに引っ掛かけた研究者用の白衣が、かろうじて彼女を研究室関連の人物であると示している。

「あはは、よろしくお願いします、みよりさん」

　中から出てきた巫女さんと、親しげに会話する笹宮先輩。……いやあの、笑ってないで説明してください、説明。

「って言っても、別にウチの方からそっちに行ってもよかったがやけどね」

「いや、みよりさんちゃっかりしてるから移動分の貸しが追加されそうで」

「むむっ。さすが見抜いとるねえ」

「そこは否定してくださいよ……」

「で、後ろにおるんが、例の？」

　ぽかーんとしているあたしたちを見て、そういえば紹しよう介かいまだだった、と焦あせったように笹宮先輩が言う。

「あ、そうそう。昨日も少しお話ししましたけどね──っと、こっちも紹介するの忘れてた。みんな、この人が研究者の松葉みよりさんね」

「富山県産十八年物もの、松葉みよりやちゃ。よろしくー」

　そんな彼女の挨あい拶さつに釣つられて、あたしたち三人も軽く頭を下げ、それどころじゃないと頭を振った。

「まあ、ぽかんとするのも無理はないか。なにせみよりさんバリバリの富山弁──」

「笹宮室長、そっちじゃないです」

　新奈にばっさりと斬きり込まれて、笹宮先輩が、あ、と言いたげにぱりぱりと頭を搔く。

「あーそっか、俺はみよりさんのこういう恰かつ好こうには見慣れてたから……初対面でこれは驚おどろくよな、悪い悪い。自分でも変わってるって言ってたのにな」

　うっかりしてた、と笹宮先輩。ついで、みよりさんが軽くポーズを取って言う。

「似合っとるやろ？」

「いやあの、似合ってるとかそれ以前の問題だと……」

「安心しろ口原。見かけはこんなだけどれっきとしたホワキャンの研究者だから。能力解析の第一人者だぞ？」

「全くそうは見えないんですけど……」

　ホワキャンというのは、ホワイトキャンバスの略称だ。ちなみにセカンドハーフのことはセカハンと呼ぶ人が多い。秋葉原をアキバって言うようなものかな。

　笹宮先輩とあたしがそんな会話をする傍かたわら、新奈が挙手して質問した。

「あのー、なんでそんな恰好してるんですか？」

　するとみよりさんは自信満々に答える。

「趣しゆ味みやちゃ！」

「趣味!?　巫女で奉ほう公こうするのが趣味!?」

　思わずあたしは叫さけぶけど、みよりさんは更さらなる衝しよう撃げき発言。

「なぁん、コスプレが」

「コスプレ!?」

「みよりさん、そういうのが好きだからなー。前見た時はテニスウェア着て研究室を走り回ってた時もあったけど」

「初対面ってことで、気合を入れて勝負服やちゃ！　メイド服とどっちにしようか悩んだがやけど、あっちはちょっとベタ過ぎっからねー」

　けたけたと笑って、みよりさんがあたしを見る。

「あ、そっちのサイドテールの子は口原琴音ちゃんやろ？」

　ずばり名前を言い当てられたあたしは、目を丸くする。

「え、知ってるんですか？」

「そりゃまあ、各期の最さい優ゆう秀しゆう訓練生ぐらいは調べとっちゃ。特に口原ちゃんって言ったら悪目立ちしとるんで有名やがいね」

「……知られてないほうがよかったです。あたしってそんなのばっかり……」

「そっちは二級イレイザーの平上ちゃんと──一級イレイザーの飛鳥くんやね」

「俺たちのことも知ってんのか？」

「期待外れとチームを組む物好きやって意外と有名……っと、失礼。失言やったね」

　予期せぬところからの期待外れの言葉が、あたしの胸をざっくり抉えぐる。……やっぱり、皆みなから見てもそうなんだ……うぅ。

　そんな凹へこんだあたしを尻しり目めに、何かを探すようにあたりを見回すみよりさん。

「どうかしました？」

「いや、飛鳥くんのチームって言ったらもう一人、封ふう印いん班の子がおらんかったっけ？」

「あぁ、雪ゆき子こさんか」

　苦笑と共に壱彦先輩が語りだす。

「雪子さん、団体行動がちょっと苦手な人だからな。基本的に別行動してるんだ」

「なーんだ、そうながけ……見てみたかったな、噂うわさの年上ロリ」

　恋こい焦こがれるような瞳ひとみでいまなんて言ったのこの人……危ない。この人絶対危ない。

　あたしが危険人物を見る目をみよりさんに向けていると、笹宮先輩が口を開いた。

「じゃ、簡単に紹介も済んだし、次の場所に行こうか？」

「次の場所って──」

「能力検証の場。すなわち、訓練棟とう三階のグラフィティ訓練室だ」

「あ、あの……さっきも言いましたけど、今いま更さら検証の必要ってあるんですか？　あたしのグラフィティなんて、物を三センチ動かすだけなのに」

「いーや、そうとも限らんがやないがけ？」

　あたしの言葉を遮さえぎって、巫女コスのみよりさんが反論する。

「確かに、その効果だけ見たら雑魚ざこすぎるグラフィティやちゃね。けど口原ちゃん、自分のグラフィティの性能は完かん璧ぺきに把は握あくしとんがんけ？」

「え」

　想定外のことを訊たずねられ、あたしは思わず固まった。

「効果範はん囲いは？　効力が及およぶ最大面積は？　連射はできるん？　動かす方向は自在なん？　他方向への同時使用は可能？　動かす速度は変えれるん？」

「え、えっと、それは──」

　口ごもるあたしに、みよりさんはさらに疑問を叩たたきつける。

「動かした物質に何か変化はあるん？　もしも動いてる最中に別の物質にぶつかったら、ぶつかった方の物質はどうなるがやろうね？　同じように動かされるか、それとも動かせないのか？　もしかしたらとんでもない速度で弾はじき飛ばされるってこともあるかも──」

「…………」

　なにも言い返せなかったあたしは新奈の胸でしくしくと泣いた。

「ま、こんな感じやちゃね。昨日のうちに銀くんから話は聞いたから、検証したいことのアイディアはまとまっとるんよ。まずは何より、自分の能力をより深く知るところから始めんならんちゃね」

「……分かり、ました」

　みよりさんの言葉に、あたしは頷うなずき。

　巫女を交まじえたあたしたちは更なる好こう奇きの視線を集めながら、グラフィティ訓練室へと向かったのだった。

　──この数分後。

　能力検証の最中、あたしのグラフィティが生み出したまさかの結果に、全員絶句することになる。

　　　　◆◆◆

「──研究棟、と一口に言うが、中々難題だぞ」

　中滝さんに笹宮が向かった場所を聞いた私は、研究棟にある部屋を虱しらみ潰つぶしに探していた。三階の大研究室と会議室に始まり、二階の合同研究室、そして一階の個人研究室を片かたっ端ぱしから当たっていく。

　かなりの時間を食ったが、その甲か斐いはあった。個人研究室が残り三つまで減ったところで、有力な情報を得られたからだ。

「笹宮室長？　ああ、さっき松葉さん連れて訓練棟の方に向かってたよ。あんなすごい面子メンツじゃ注目集めないほうが無理だよなー」

「……訓練棟。なるほど、協力感謝する」

　この研究棟の、本部棟を挟はさんだ向かい側。グラフィティの訓練のためにある強化材質建造物、訓練棟。一階・二階はぶち抜ぬきで巨きよ大だいなホールが造られていて、新人イレイザーの能力検証や、集団戦の訓練でも用いられる。縦に七十メートル、横に三十メートル、高さは十五メートルと非常に広い。二階部分には観覧席まで作られている。

　そしてその上部である三階には、小分けにされたまっさらな部屋が合計八つ用意されている。こちらは個人用、一チーム用の小型の訓練室だ。

　……何をするつもりか知らんが、向かう先は決まった。

　目もく撃げき証言から察するに、わずか五名。それで大ホールを使うとは考えられない。

　訓練棟三階で、今度こそ問い詰つめる！

　　　　◆◆◆

「動かせる距きよ離りはきっちり三センチ、グラフィティで物を動かせる距離は口原ちゃんから半径三メートル以内。最大効果面積は直径三メートルの円形。動かせるんは一か所で、二方向以上の同時使用は不可能。でも三センチ動き終わった物質に対しては再度グラフィティを使うことも可能。動かせる速度は一定、そして動かしたものの途と中ちゆうでの方向転てん換かんができんことを考えると、動かすよりは『弾く』って感じやね──」

　それが今までの検証で明らかになった口原ちゃんのグラフィティの効果。限定条件といっても過言じゃないかもしれんね、ここまでくると。

　ここまでガッチガチに縛しばられとったら、むしろ変わった効果の一つや二つはあってもよさそうやけどねぇ、と思ったその時。

　めきっ！　という音が、部屋に響ひびき渡わたった。

「な……」

　訓練棟三階、グラフィティ訓練室、その一角。

　約十メートル四方の部屋の中、全員の視線は中心の鉄てつ塊かいに注がれとった。

「……口原、お前何したんだ？」

　その光景を見とった飛鳥くんが言う。

「な、何って──普ふ通つうにグラフィティ使っただけですよ？　な、なのに……」

　口原ちゃんは未だに信じられないといった様子で口を開く。




「──なんで、ただの空あき缶かんが鉄塊にめり込むの!?」




　部屋の中心に置かれた鉄塊──その、さらに中心部。

　そこには、ほんのわずかとはいえ、なんとドリアンサイダーの空き缶がめりこんどった。

　その結果を見て、ウチは驚き。銀くんはというと──

「いやぁ、こいつは面白くなってきましたね、みよりさん？　にしても、ああいう力があるんだったら、まずは──」

　心底楽しそうな気持ち悪い笑顔で、そう言っとった。それを見て、ウチは思う。

　ああ、あの頃ころから全く変わっとらんねえ、と。

　　　　◇◇◇

　ウチ──松葉みよりと銀くんは、彼が訓練生の頃からの付き合いだったりする。

　富山支部の図書館でウチと似たような趣味の漫まん画がやライトノベルを積み上げて、ノートに何か書き込んでは、にやにやしていたのを見てしまったんが始まり。

　彼はこの頃から既すでに、しょぼい能力を手に入れたらどういう使い方をしようかと考えていたらしい。その特訓法、その利用法の全てを、創作物を参考に考えとったがやとか。

　それを考えているときの笑顔といったら──研究者が何かを発見したような、気持ち悪い感じやった。印象が薄うすいとはいえ整った顔立ちの彼の周りに、人が座らんのも納得やちゃ。その笑顔に、類は友を呼ぶって奴やつかなあと苦笑して、ウチは積み上げられた漫画やラノベについての話題を出し、話しかけてみた。

　思った以上に意気投合したウチらは、その後もよく話すようになった。

　もっとも、想定外に強力な力を手に入れて、彼が室長になってからは、気に入った作品について話し合う機会も減ってしまったがやけど。ウチもそれなりに忙いそがしくなったしね。

　そんな彼から、久しぶりに頼たのみがあると言ってきたのが、昨日のお話。
















「強くしたい奴がいるんです。知ち恵えと力を貸してくれませんか？」

　話を聞けば、雑魚を育てるためのプログラムを作るにあたって、サンプルとして『三センチだけ物質を動かす』グラフィティを持つ三級イレイザー、口原ちゃんを強くしたいと。結構な難題振ふってくれるねえ、と返すと、

「その方が燃えるでしょ？」

　といけしゃあしゃあと言い返してきた。いい笑顔で。

「まあ、手を貸すんはやぶさかじゃないがやけど……なんでまたウチにわざわざ知恵を借りに来たん？　銀くんなら一人でも色々教えてあげられるやろ？　あんだけ特訓法やら使い方やら考えとったがやし」

　その下地があるからこそ、そのプログラム作成に向けて動き出したがやろうしね。

「あ、もしかして技術開発室の手も借りたいとか？」

　ウチの従兄いとこに一人、技術開発室に所属しとる人がおる。元イレイザーやった彼のグラフィティは〈練金術メタルクレイジー〉。複数の物質を練り合わせて強化物質を作り、それを使った武器・防具をイレイザーに支給することでホワキャン全体の手助けをしとる。何を隠かくそう、攻撃向きでないグラフィティを持つイレイザー用の簡易兵装や、訓練棟の強化材質も大体彼の手によって作られたものやったりする。

　富山の技術開発室を仕切っとるんはほとんど彼やし、職人気質かたぎで頑がん固こではあるけど、ウチを通して頼めば結構すぐに動いてくれるやろうからね。

　そう思って訊ねたがやけど、でも考えてみればそんなん室長命令とかでどうにでもなりそうな気はするなぁ、とも思った。

　対して、銀くんは頰ほおを搔かきながら言う。

「あー、場合によってはお願いしたいですけど、理由は別にあって。能力解かい析せきの研究者の意見があった方が、説得力が出そうなんで」

「ははあ、まあ確かにね」

　ウチは研究室に入ってから、県内・県外問わずに色んなイレイザーのカウンセリングを行ってきた。能力の解析・助言は、ウチの得意分野やちゃ。

「あと、ほら」

　つづけた言葉は意外なことに、少しばっかり恥はずかしそうに。

「最近、みよりさんとあんまり話とかできてませんでしたし」

「……なんけよちょっとぉ、やめてよね、そういうがんさぁ」

　言葉とは裏腹に、ウチは頰が緩ゆるみ切った。そして、銀くんに答えを返す。

「しゃあないねえ、お姉さんに任せとかれま！」

　──こうして、ウチは可愛い年下室長のために力を貸すことを決めたがやった。

　　　　◆◆◆

　能力検証も終わり、みよりさんとの話し合いの結果、口原のプログラムの方針が決まったところで、特訓開始。

「……ところで、笹宮先せん輩ぱい」

　バス、バス。

「ん？　どうした？」

　バス、バス──バサッ。

「あ、こら。集中力切らすなって」

「四回。まだまだ続けられそうやね、うん」

「……あたしは一体何をしているんですか……？」

　床ゆかに落ちた白衣（提供・みよりさん）を悲しげに眺ながめた口原が、俺にそう言った。

「なにって、そりゃあグラフィティを使いこなすための訓練だけど」

「白衣を弾き続けることがですか……？」

「そう。口原にとっては基き礎そ訓練になるはずだ」

『動かす』じゃなく『弾く』って認識を変えた上で、宙へ放り投げた白衣を落とさないように弾き続ける。確かにいきなりこれだけやれって言われても分かんないかもな。

「いやあの、この特訓の意味って……確かに難しいんですけど、何をやってるのか分かんなくて……」

　沈しずみ切ったテンションの口原に、みよりさんが肩かたを竦すくめて言う。

「単純に、グラフィティを途と切ぎれさせずに使えるようにするための訓練やちゃね。口原ちゃんの場合はこれが生命線になるから。あと、慣れてきたらもうちょっと小さいがんとか、大きいがんとかでも弾き続けてもらうつもりやし」

「……その心は？」

「グラフィティの効果面積の制せい御ぎよ。常に最大直径で弾いとってもいいがんやけど、それやといらんもんまで弾き飛ばしそうやしね。弾く物質に合わせた面積を制御するための訓練やちゃ。特に白衣やったら、空中でふわふわ形変わるし、うってつけなんやちゃ」

「……なるほど。分かりました」

　理り屈くつは分かったらしいが、これができたからといって何になる、みたいな感情が滲にじみはしているな。まあ、さしあたって目指すべき最終地点は見えた。その辺もおいおい説明していくつもりじゃあるんだけど──ん？

　……なんか、外が騒さわがしいな？　バンバンバンバン、扉とびらを開いては閉じるみたいな音が聞こえて──

　そう思って扉に目を向けた直後、突とつ然ぜん扉が開いた。全員の視線が入口に集中する。

　……うわぁ、こいつが来たか。

　その侵しん入にゆう者は俺の顔を見るなり、きっと睨にらみつけてきた。

「やっと見つけたぞ、笹宮！」

　突とつ然ぜんやってきたそいつは、外見だけならちょっと驚おどろくぐらいの美少女だ。

　腰こしまで届く金きん髪ぱつはきらっきらのロングストレート。整った顔立ちに高い鼻、強気に吊つり上がる瞳ひとみはクロワッサンみたいなこんがりブラウン。雪みたいな白い肌はだと、バランスの取れた抜ばつ群ぐんのプロポーションは、男子のみならず女子まで一度は振り返るほど。日本人離ばなれしたパーツが多いのは、クォーターゆえか？

　選せん択たくしているのがミニスカートのせいで、長い脚あしが余計長く見える。

　ジャケットの胸きよう章しようの数字は『Ⅰ』。

　飛鳥さんと同じ一級イレイザーにして、第五期最さい優ゆう秀しゆう訓練生。同期の中では、最も早く一級に名を連ねた、富山支部でも指折りの実力者。

　その名も──

「あ、こんにちは、ふぅ先輩」

「む──なんだ、平上もいたのか……って誰がふぅ先輩だ！　私を呼ぶときは水みな瀬せ先輩かルンちゃんと呼べと言っているだろう！」

「いや、この年になってそれはないですよ……」

「なっ……」

　ばっさりと平上に斬きられてがっかりしているその姿で、美少女度がちょっと落ちた。

　にしても、『ふぅ先輩』ね……言いえて妙みようだと忍しのび笑いしていると、目ざとく水瀬が咎とがめてくる。

「貴様、何を笑っている！」

「いや、別に？　ところでなんか用か？　水風船」

　瞬しゆん間かん、ものすごい勢いと形ぎよう相そうで胸むな倉ぐらを摑つかまれた。

「……誰だれのことを、今そう呼んだんだ？　笹宮ぁ……！」

「水風船なんてこの場にお前以外いないだろ、水瀬。ただのあだ名だし、そうカリカリすんなよ。全く変わってないなお前」

「訓練生時代から手を抜ぬきっぱなしの貴様に言われたくはない！」

　また人聞きの悪いことを……。

　そんな俺たちの様子を見て、挙手して質問してくる勇気のあるやつがいた。平上である。

「あの、お二人って共に第五期訓練生でしたよね？　実は仲良しさんだったりします？」

「冗じよう談だんじゃない！　私はこいつのような手を抜く奴が大っ嫌きらいなんだ！」

「全力出してないってだけなんだけど」

「同じことだろう！」

　俺は肩を竦める。

　平上がさっき言った通り、俺と水瀬は第五期生の同期だ。

　訓練生時代から水瀬はこんなふうな性格だったし、周りは敵ばっかだった。

　けど実際のところ、こいつはかなり優ゆう秀しゆうだ。身体能力も高ければ頭も回る。常に努力を絶やさずに何事にも全力で取り組む、向上心に溢あふれた生き真ま面じ目めタイプの人間だ。第五期最優秀訓練生に選ばれたのも、まあ納得がいく。……性格は、さておき。

　対する俺は、さほど訓練に力を入れていなかった。しかしそれには理由がある。

　単純に、あんまり優秀にならないほうが弱いグラフィティを封ふうじた禁書に選ばれやすいんじゃないかと思ったがゆえ、そういう行動をとっただけだ。手を抜いていたなんて言われるのは、むしろ心外である。

　全力で、目標のために手を抜いていたというのに。

　……うんまあ。

　そんな俺がとんでもないグラフィティを手に入れただけじゃなくて、一級すら飛び越こえた特級イレイザーに任命されるどころか防衛室『室長』にまで任命されちゃってるというこの現状に対しては、水瀬に限らず、同期と先輩方に少々悪いとは思っているけど。

　だから水瀬が俺に嚙かみついてくるのは納得できるし、多分こいつの言葉は多かれ少なかれ、団員たちの言葉を代弁してるものだろうとも思う。

　成績もよくなかったくせに、運がいいだけであの座についた奴──なんて、耳にしたのは一度や二度じゃないからなぁ。

　ただ水瀬に関しては、訓練生の時に一回だけ、実践形式の訓練で幸運にも勝っちゃったってのもあるからなぁ……あれ以降だよな、たしか俺に全力で訓練に取り組めとかって言いだしてきたのって。

　それはさておき。

「っていうか、なんでここにいるって分かったんだ？」

「……さっき貴様の部屋に突とつ貫かんしてきた。姿が見えなかったから中滝さんに場所を訊きき、研けん究きゆう棟とうでも聞き込みをした結果、ここへ向かったという情報を得たんだ」

「はー、なるほどね。で、用件は？」

　忌いま々いましげに舌打ちを一つ残し、俺の胸倉から手を離はなして腕うでを組んだ水瀬が口を開く。

「今朝、通りすがりに聞いたんだ。昨日の放送で、口原なんぞを呼び出していたようだが、一体何のためだ？」

　突然話題に挙げられた口原が、表情を強こわ張ばらせた。

「……お前、それを訊くためだけにわざわざあっちこっち駆かけずり回ったのか？　ご苦労と言いたいとこだけど、暇ひまなのか？」

「やかましい。どうせまた貴様は、ロクでもないことを企たくらんでいるのだろう？　室長としての仕事もしないでだ」

「おいおい、今までのこと考えると反論はできないけど、今回のこれは室長としてのれっきとした仕事だぞ？　三級イレイザーを鍛きたえて戦力になるようにするのが俺の最終目標で、そのサンプルとして口原を強くしようと思ってるだけだ」

「口原を？……はっ、馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　嘲ちよう笑しように顔を歪ゆがめて、俺の答えを鼻で笑う。それを聞いた口原が、居い心地ごこち悪そうに身を縮めた。

「貴様の奇き行こうは今に始まったことではないから、今度は何を言いだすかと思えば──笹宮、貴様も知っているだろう？　口原のグラフィティがどれだけ弱いのか。なぁ、口原」

　矛ほこ先さきを向けられ、口原は逃にげるように俯うつむくけど、水瀬は構わず続ける。

「最優秀訓練生だというのに、その性格。物質を三センチ動かすだけなど、ある意味貴様にお似合いのグラフィティではあるがな。期待外れの烙らく印いんまで押された今、この組織全体が貴様にとって針の筵むしろだろうに」

　口原の胸を抉えぐるようなことを歯に衣きぬ着せずにズバズバと言う。口原は俯いた顔に、怯おびえたような表情を浮うかべている。

　──水瀬は、天てん上じよう天てん下げ唯ゆい我が独どく尊そんを地で行くほどの超ちよう傲ごう慢まんな性格だ。

　外見がなまじ完かん璧ぺきなだけに、内面のバランスの悪さが一層際きわ立だつ。そんなだから触さわらぬ女神に祟たたりなしなんて言われるんだよ。俺も水瀬も、嫌われ具合なら多分そう変わらんぞ。

　水瀬の実力は確かに、一級イレイザーの中でもトップクラスだけど──性格が最悪に近いせいで、未だにチームを組むことができてない。俺みたいな特級イレイザーならともかく、水瀬の場合は……うんまあ、自じ業ごう自得としか言いようがない。

　一いつ匹ぴき狼おおかみと言えば聞こえはいいけど、要するにぼっちということだ。

「そこまでしてホワイトキャンバスにこだわる理由がお前にあるのか？　気弱な自分を変えたい程度の理由で居座り続けられるほど甘い組織ではなかったはずだがな」

　上に立ってないと気が済まないってだけの理由しか持ってないお前がそれを言うのか？

「…………」

　口原はなにも言い返せない。水瀬のわざとらしい言葉だけが、訓練室に響ひびいている。

「……なあ、平上」

　そんな中、俺は声を潜ひそめて話しかけ、

「なんで水瀬の奴やつ、あんなに口原に突つっかかってるんだ？　面識あるの？」

　と訊たずねる。今となっては落ちぶれた三級イレイザーの口原に、プライドの高い水瀬が突っかかってる理由が、ちょっと見えない。

　そんな内心を察したらしく、平上は納得したように話してくれた。

「えっとですね……琴ちゃん、最優秀訓練生だったじゃないですか」

「だな」

「で、訓練生時代にふぅ先せん輩ぱいが訓練の様子を見に来たんですよ。なんでもチームメイトの候補を探しに来たらしくって」

「あいつにまだチームを組む意思があったとは驚きだな」

「で、琴ちゃんに目を付けて言ったんですよ。正式にイレイザーになったら私のチームに入れてやってもいいって」

「とことん上からだな、あいつは」

「ただ、琴ちゃんがあの性格なんで……」

　──え、あの……あたしなんかが水瀬先輩と組むなんて恐おそれ多いですよ。絶対脚を引っ張っちゃいますからダメですって。本当に、ロクでもないことになりますから。ここは他の人を探した方が良いと思います。絶対、その方が良いと思いますから。

「──みたいなことを言って、ふぅ先輩の誘さそいを断っちゃったんですよね。ただ、二人の溝みぞを深めちゃったのは断ったこと自体よりも……」

「あー、つまり口原のうじうじした態度が気に入らなかったと」

　平上は頷うなずく。

「実はわたしもふぅ先輩から『見どころがある』って何度か誘われてるんですけど、丁てい重ちようにお断りしてるんですよ。面めん倒どうくさいの目に見えてるんで。それでも別に嫌われた様子はないから、ふぅ先輩が琴ちゃんを気に入らないのは、性格が原因と見るのが妥だ当とうかと」

　水瀬は、嫌いな奴はとことん嫌うタチだからな……俺もがっつり嫌われてるし。

　さらりと毒を吐はいた平上が、ちょっと沈しずんだトーンで続けた。

「しかも、まだ昇しよう格かくもできてないから……」

「それにつけ込んで言いたい放題ってわけか……相変わらず性格わりーな、あいつも」

　やれやれと何度目になるか分からないため息をつく。

　──と、唐とう突とつに、水瀬が一度、口を止めて表情を消す。

「……口原。貴様、一言ぐらい言い返したらどうだ」

　嘲笑から侮ぶ蔑べつへ、水瀬の表情が切り替かわる。

「ここまで言われっぱなしで、貴様は何も言いたいことがないのか？　そんなわけはないな、貴様にもプライドぐらいあるだろう？」

　試すような、それでいて見下した視線で見つめられる口原は──

「文句があるなら、言ってみろ」

　今にも泣きそうな目で水瀬を見て、口を開こうとして──そのまま閉じた。

　結局、口原は──なにも言えなかった。

「……腰こし抜ぬけが」

　吐き捨すてるように言って、目を細める。

「つくづく、イレイザーには向かん性格だな。そんな臆おく病びよう者だから、先日も見捨てられたんじゃないか？」

　口原の顔がくしゃりと歪んだ。

「っ、ふぅ先輩！」

　さすがにこれ以上言わせるとまずいと思ったのか、平上は口を挟はさもうとしたが──

「その辺にしといてやってくれるか、水瀬」

　ぱんぱん、と手を叩たたきながら間に割って入ったのは、飛鳥さんだった。

「いくらなんでもさすがに言い過ぎだろ──おっ？」

　水瀬の言葉に耐たえかねたらしく、目元を拭ぬぐうようにして、口原は廊下へ走り去っていった。それを肩かた越ごしに一いつ瞬しゆんだけ見て──再度、正面からその視線をぶつけるように、飛鳥さんは水瀬を見た。

「あのなぁ、あんま人が気にしてることをずけずけと言うもんじゃねえぞ」

「ふん……私が口にしたのはただの事実だ。気に病やむのは奴の勝手だろう」

「だからよ……あぁっ、ったく」

　バリバリと頭を搔かいて、眉み間けんに皺しわを寄せたのち、説得は無理だというように背を向けた。

「お前と口原の間に何があったのかは俺は知らん。だが大事なのは立場や力じゃなくて、グラフ連中と戦う覚かく悟ごじゃねえのか？」

　口原を探してくる、と最後に言い残して、飛鳥さんも外へ歩いていった。水瀬は、しばらく面白くなさそうに眉まゆをひそめて──ふと、口を開く。

「……ふん。話を戻もどすが、笹宮。貴様、本当に口原を育てるつもりか？」

「？　当たり前だろ」

　そのために呼んだんだから。

「徒労に終わるぞ、間ま違ちがいなくな。あんなグラフィティ、どう使おうが実戦で役に立つはずがない。三センチ物を動かしたところで何ができる」

「……くっくっく」

　急に笑い出した俺に、水瀬は何だこいつ、という表情をした。

「いや、やっぱその辺、俺とお前の違いが出てるよなぁと思ってさ」

「はぁ？」

「お前にとっちゃ強いグラフィティが強い能力なんだろうけど、俺の考えは違う。効果はしょっぱくても、結局は発想と使い方次第だ。化ける可能性はどんなグラフィティにも存在する──つまり、弱いイレイザーはいても弱いグラフィティはないってことだ」

「理解に苦しむ話だな」

　その言い草には、ちょっとカチンときた。

「ま、バトル漫まん画がの醍だい醐ご味みを水風船に理解しろって方が無茶かな」

　挑ちよう発はつ的に口にした直後、水瀬の正せい拳けん突づきが俺の顔面めがけて放たれる。俺はそれを、顔を左に逸そらすことで躱かわした。

　舌打ちする水瀬に対して、俺は笑って言う。

「二週間後でどうだ」

「……なに？」

「お前と口原の決けつ闘とう」

　俺の意図を測りかねたのか、水瀬の眉がぴくっと動いた。

「……貴様、本気で言っているのか？」

　今度こそ正気を疑うと言わんばかりの視線を受けて、俺は頷く。

「もちろん俺は本気だよ。二週間あれば、口原はお前に勝てるぐらい強くなる」

「はっ、馬鹿馬鹿しい話だ。私が受ける理由がないな」

　提案が却きやつ下かされそうになったところで、俺は魔ま法ほうの言葉を水瀬に告げる。

「なんだよ、負けるのが怖こわいのか？」

「誰だれに向かって言っている？　いいだろう、その勝負受けてやる」

　二つ返事で水瀬が返した。……ちょろいなぁ。隣となりにいたみよりさんも、視線だけで俺に告げる。水瀬ちゃん、ちょろいねぇ、と。

「とはいえ、勝った時の私のメリットがないというのも事実だな。わざわざ労力を使って三級イレイザーの中でも最底辺の口原を叩きのめすなど、意味はない」

「メリットねぇ……あぁそうだ、じゃあこういうのはどうだ？」

　ぴっ、と人差し指を立てて、言う。

「お前が勝ったら、俺が一つだけ、なんでも言うこと聞いてやるよ」

「……なに？」

　水瀬の目に、獲え物ものに飢うえた肉にく食しよく獣じゆうのような光が灯ともる。

「室長権限でなんでも叶かなえてやる。つってもまあ、できる範はん囲いでな。さすがに特級に引き上げろってのとかは無理があるから」

「ふん、私もそこまで馬鹿ではない。それより本気だな？　反ほ故ごにできると思うなよ？」

「俺をそんなにセコい奴だと思ってんの？　約束は守るっての」

　頷いた俺の顔を見て、水瀬は言げん質ちを取ったと言わんばかりに笑いだした。

「ふっ……はははっ！　いいだろう、ならば二週間、せいぜい口原を鍛きたえることだな！　あまりに一方的な決着では興ざめだろう？　だが──」

　くるりと金きん髪ぱつを翻ひるがえし、──肩越しに最後の一言を放つ。

「三級イレイザーごときが百人束たばで掛かかってこようと、私が負けるはずはないがな！」

　そう言い残して、珍めずらしいことに上じよう機き嫌げんで、水瀬は俺の前から姿を消した。

　……しばらく、沈ちん黙もくが下りた後。

「……あの、笹宮室長。決闘の当人置き去りにしちゃってますけど、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　ここにすらいませんけど、と言う平上の質問に、俺は。

「ま、大丈夫じゃね？」

　と適当に返したら、ものっすごいジトっとした目で見られたので、慌あわてて弁解する。

「あーいや、なんの考えもないってわけじゃない。むしろ、ちょうどいいだろ」

「なにがちょうどいいんですか？」

「精神へし折れる一歩手前のここが根性の見せ所だろ──この逆境を乗り越こえられるなら、きっとあいつは強くなれる」

「乗り越えられなかったら？」

「惜おしくはあるけど、それまでだな。水瀬の不戦勝でも実害被こうむるのは俺だけだし」

　あっけらかんと笑う俺を、変わったものを見る目で見てくる平上。昨日が盆ぼん踊おどりするエイリアンを見る目だったことを考えると、だいぶ柔やわらかくなったんじゃないだろうか。

　やがて、ぽつりと平上は言う。

「でも、琴ちゃんは戻ってきますよ。どんなに辛つらい訓練でも乗り越えてきた琴ちゃんを、わたしは少し後ろからずっと見てましたから。ちょっと、立ってる位置は変わっちゃったけど──だから、きっと今回も」

　大丈夫です、と締しめた平上の顔には、口原への確かな信しん頼らいが浮うかんでいた。

　……友情ってのはいいねぇ、と口の端はを吊つり上げた俺は、

「ま、そうなることを祈いのってるよ」

　と、呟つぶやいた──思いのほか、期待の感情が言葉に乗ったような気がした。

「でも、珍しいがんじゃないがけ？　銀くんがあそこまでムキになるって」

　みよりさんが、覗のぞき込むように言ってくる。

「……俺、ムキになってました？」

「もうちょっと軽い景品にしても釣つれそうやったけどね。なんでも言うこと一つって、えらい大きく出たなぁと」

　みよりさんがニヤニヤしてる。

「夢を否定されたみたいでカチンと来ちゃった？　それとも……」

　じぃっと目を覗き込まれて、思わず目を逸らす。

「口原ちゃんの可能性を否定されたからカチンと来ちゃったがかな？」

「……さぁ、どうでしょうね」

「素直じゃないがんやからぁ」

　やれやれと言いたげに、みよりさんが微笑した。

　　　　◆◆◆

「…………」

　水瀬先せん輩ぱいから逃にげてきたあたしは、目元を拭いながら廊ろう下かを歩き続ける。

　暖だん房ぼうのついていない廊下は、空気が恐おそろしく冷たい。頭を冷やすにはちょうどいいともいえた。

　とにかく今は一人になりたかった。となると、向かう先はやっぱり屋上だ。屋上に行ける階段があるのは本部棟とうの反対側、研究棟の隣の部隊棟。チームでミーティング等を行うときに申しん請せいを出せば、部屋の使用を許可される棟だ。そこの三階からでなければ屋上へは出られない。

「……あんなに言うこと、ないじゃない……」

　部隊棟の三階へ向かう階段を昇のぼりながら、誰にも聞こえないぐらいの声で、ようやく水瀬先輩への文句を呟いた。

　意味がないにもほどがあるけど。後の祭りってこういうことかな？

　ふっ、と乾かわいた笑いを漏もらして、虚むなしくなった……どうせ腰抜けですよ、あたしは。

　水瀬先輩の言葉を思い出し、緩ゆるみそうになる涙るい腺せんを締めるためにぐっと歯をくいしばる。

「……やっぱり、あの人は苦手」

　笹宮先輩と同じぐらい苦手だ。

　常に自信満々の水瀬先輩を思い浮かべる。腰こしに手を当てた仁に王おう立ちが無む駄だに似合う水瀬先輩は、なんでああも自信が漲みなぎっているのか。

「……やっぱりグラフィティかな」

　水瀬先輩は、それはそれは強力なグラフィティを持っている。あたしなんかとは比べ物にならないグラフィティ〈天水創造レイニーワークス〉は、まさに一級イレイザーに相応ふさわしいものだ。

　ただ、やっぱりそれだけでもないんだろうとは思う。

　最さい優ゆう秀しゆう訓練生──その座は、才能だけで奪うばえるほど軽い場所じゃない。

　きっと、あたしと同じか、それ以上に努力を重ねたんだと思う。

　そして、その努力を重ねた自分自身を信じているからこそ──文字通りの自信に満みち溢あふれているんだろうな。

　あたしは、逆だ。

　努力を重ねはしたけれど、結果が出なければ意味がない。

　最優秀訓練生なんて肩かた書がきは、あたしにとっては結果ではない。何の意味もなさない代しろ物ものでしかなかった。

　例えば最優秀訓練生になって、それに相応ふさわしい結果を出していたならば、もう少しは自信がついていただろうけれど。

　三センチ物質を動かすだけじゃ、結果なんて出すこともできず。

　根こん拠きよのない自信を抱いだくことのできないあたしは、こんな場所まで落ちぶれた。

　周りの同期は次々に二級に上がっていく。新奈だって二級になった。

　そして、焦あせったあたしは──無む謀ぼうな真似まねをして、結局、昨日死にかけた。

「……惨みじめだなぁ……」

　自じ虐ぎやく的にそう呟いて、階段を昇って三階にたどり着いた時──聞き覚えのある声が曲がり角の向こうから聞こえてきた。

「……っ！」

　その声に、あたしは顔を引きつらせる。現状もっとも会いたくない人たちの声だったからだ──慌てて、あたしは身を隠かくせる場所を探し、屋上へ向かう階段を、できる限り静かに駆かけ昇る。踊おどり場を折り返して、その場でしゃがんだ。これで下からは見えないはず。

「──ったく、マジ一昨日おとといは散々だったよなぁ」

「その話、四回目だぞお前」

　ぎゃはははは、と馬鹿みたいに笑う三人組──思いだしたくもないけど、忘れられるはずもない。

　あたしの同期で、一応三人とも二級に昇しよう格かくしている。一昨日あたしがセカンドハーフに同行させてもらったチームであり──あたしをトカゲの尻尾しつぽにして、まんまと逃げおおせた人たちでもある。

「なんであんな化物が出てくんだよ？　いくら六百メートル級でも強すぎんだろ」

「やっぱあれだろ、口原の不幸が伝染したんじゃねーの」

　あたしの名前が出て、自然、体が強こわ張ばった。

「つーか、お前もよくあんな提案受けたよな。セカンドハーフに同行させてほしいってのはともかく、手て柄がらまで欲しいなんてよ」

　──そんなことを、チームメイトに頼たのめるはずもない。だから、あたしたちのチームが非番だった日に、唯ゆい一いつ顔見知りだった彼らに、恥はじを忍しのんで頼んだんだけれど。もちろんタダじゃない。

「お返しに何でもするって言ってたんだぜ？　そりゃ引き受けるだろ、あいつ外見はいいんだからよ」

　自分のいないところで褒ほめられていると知っても、言っているのがあの三人だと全く嬉うれしくなかった。今となってはなんてことを口走っていたのかと後こう悔かいしてる。

「うっわ、ゲッスい発言だなオイ」

「まぁデートの一つや二つは付き合ってもらおうと思ってたけどな？」

「そりゃ華はながあってよろしいこって」

　ぎゃはははは、と再び笑う三人組の会話を聞き──背筋を走る悪お寒かんで、体は震ふるえていた。

　あたしは。

　焦っていたとはいえ、あんな人たちを頼たよっていたのかと。

　こうなってくると、一昨日首長竜りゆうに遭そう遇ぐうしたのは、運が良かったのか悪かったのかもわからなくなってくる。

　──首長竜の力を見た後、あの三人に続いてあたしも逃げようとした。

　けど、三馬鹿の中でもリーダー格の馬鹿が、

『何でもするって言っただろ！　俺たちの逃げる時間を稼かせげ！』

　と言ってきた──ふざけないで、とも思ったけど、全員が追い付かれて死んでしまえば中の状じよう況きようを外に伝える人間がいなくなる。

　それに、どうせ犠ぎ牲せいになるなら──曲がりなりにも二級に上がっている彼らよりも、あたし程度が犠牲になった方が、ホワイトキャンバスの戦力低下は少ないだろうと思ったのも事実だし、現実だった。

　結果として、あたしはギリギリのところで室長に救われたわけだけど。

「しっかし、まさかあいつも生き残るとは思わなかったよな。やっぱ腐くさっても最優秀か」

「でもまずいんじゃね？　俺らがあいつ囮おとりにして逃げたことチクられたら」

「いやぁ、あいつにそんな真似できるとは思えねーな。あの気弱だぞ？」

「そりゃそーだ。しかも俺たち、あいつが自分から囮になったって報告してんだ。むしろあいつの評価は上がってんだろ、逆に感謝してほしいぐらいだね」

　ぎゃはははは、という笑い声。

　──ふと。

　話を聞いていて、体が震えてきた。さっきまでの悪寒が理由じゃない、別の震え方。

　あの三馬鹿の醜しゆう悪あくさに──じゃない。自分があまりに情けなくて──これも違ちがう。

　自分の心の奥底から湧わき上がってくるような、これは一体何だろう。

　爪つめが食い込むほどに拳こぶしを握にぎり込む自分に気づいて──ああ、そういうことか、とあたしは体の震えの理由に気が付いた。

「怒おこってるんだ、あたし」

　言葉にした途と端たん、火山が噴ふん火かするように、自分でも驚おどろきの激情が体の隅すみ々ずみに満ちていく。

　あんな人たちにコケにされていることが、酷ひどく腹立たしく思える。あんな人たちがあたしより上に立ってるのが、びっくりするぐらい気分悪い。今までに感じたことのない怒いかりの感情に身を焦こがしながら、三馬鹿が歩き去ってしまうのを待つ。

　屈くつ辱じよく、っていうのは──こういう時に使う言葉かな。

　いまならきっと、面と向かっても言いたいことを言えると思う。

　ただ、いま怒りに任せて文句を言っても、負け犬の遠とお吠ぼえにしかならない。三馬鹿に軽くあしらわれて、それで終わり。

　だったら、どうするのか。

　──そんなの、決まってるよ。

　三馬鹿が下の階へ行ってしまったのを確認して、踊り場から動き出す。三階から二階へ降り、あたしは再び研究棟を通り、本部棟を経由して訓練棟へ向かう。三馬鹿には間ま違ちがっても遭遇しないように気をつけながら。

　自信が欲しい。

　そのためには、強くならなくちゃいけない。

　かつてないぐらいの確固たる決意を胸に、あたしは訓練室の前に立つ。

　そして──

　　　　◆◆◆

　……口原の奴やつ、もう行ったかね？

　ここは部隊棟の二階──階段前の、窓の外。

　その窓の桟さんに指を引っ掛かけてぶら下がってた俺は、足音が遠ざかっていったのを確認。懸けん垂すいの要領で体を持ち上げて、目だけを出して確認する。

「ん……よしよし、誰だれもいないな」

　ここに隠れる際に開けた窓を再び開いて、勢いをつけて体を持ち上げた後に、ひょいと中へ身を躍おどらせると、腰に巻いてた上着が揺ゆれた。

「ふぃー、気づかれなくてよかったぜ」

　口原を探しに出たはいいものの見失った挙句、三階に昇ろうとしたら三馬鹿連中の話を聞いちまい、顔を合わせるのもどうかと思った俺は思わず窓の外へ身を躍らせていた。

　もうちょっとましな隠れ場所がなかったかとも思わなくもないが。緊きん急きゆう事態だったから仕方ない。今が冬に差し掛かかってて、誰も外にいなくて助かったぜ……危あやうく通報もんだ。

「……ま、わざわざフォローにくるまでもなかった、かね？」

　自分で開けた窓を閉め、口原が向かったであろう方向──研究棟の方を見て、笑う。

　気が弱いと俺もずっと思っていたが、どうもそれだけじゃぁないらしい。最優秀訓練生にまで選ばれたその根性を発揮するのは、案外これからかもしれんな。

「さて、と」

　口原のこれからに期待しつつ、俺は一階へと脚あしを進める。

　三馬鹿の話は俺も聞いていたが──口原的には、これ知られたくなかったことなんだろうな。まぁその辺の気き遣づかいも含ふくめて、頑がん張ばって隠れたわけなんだが……このタイミングで連中もあの話題を出すかね？　つくづく、口原は運が悪いと思わざるを得ない。

　一階の廊ろう下かを歩いているうちに、姿よりも先に声で連中の位置を把は握あくする。馬鹿笑いしている三馬鹿へ向けて、俺は足音を隠しもせずに近づいた。

　三馬鹿になんの用か──ってのは、ちょいとばかり『ヤブ』な質問だな……あれ、『ヤベ』だっけ？　……まあいいか。

　あいつらへの用事とか、そんなものは決まっているだろ。

　チームメイトを命の危険に晒さらされて、平然としてられるほど俺は温厚な人間じゃないぞ。

　俺の接近に気づき、三馬鹿が振ふり向くと同時。

「ぶっふぁふぉ!?」

　ど真ん中の馬鹿の横っ面つらを、思いっきりぶん殴なぐった。クロスカウンター気味に入った拳は絶ぜつ妙みようで、真ん中馬鹿がフィギュアスケートの選手みたいにぐるぐる回転しながら吹ふっ飛んだ。どうやらギリギリ意識はあるようで、片手で血が流れる鼻を押さえながらもう片方の手を左馬鹿に取ってもらってる。

「ひぇっ……ひぇめぇ、あひゅか！　いひなりあにひやがる！」

　顎あごが外れたのか、痛みでアゴが動かんのか、随ずい分ぶんと間ま抜ぬけな喋しやべりになったな。

「何の説明もなしに、なんだってんだよ？」

「ゴミ掃そう除じすんのにわざわざ埃ほこりを掃はくとか言わねえだろ」

「ゴミだァ!?　いきなり殴ってきたかと思えば言ってくれるじゃねえか！」

「仮にも仲間を見捨てたような奴らをゴミ以外になんて言えってんだ」

　その言葉を聞き、三馬鹿の表情が等しく強張った。

「てっ、テメェ、まさかさっきの話聞いて……！」

「お、落ち着け！　おい飛鳥さんよ、グラフィティも使えないのに俺たち三人を同時に相手できんのか？」

　セカンドハーフと訓練室以外でのグラフィティの使用は、基本的に禁じられている。単純に、いらん被ひ害がいを出しかねないからだ。

　しかし、グラフィティだけに頼っていると思われるのは心外だな。

　勝ち誇ほこったように言う右馬鹿への返答は、ゴキゴキと鳴らす指の音と──

「吹けば飛ぶような埃がどんだけいようとおんなじだ。グラフィティなんか必要ねえよ」

　引く気は無いという意思表示。

「テメェらのその腐った根性、今すぐ叩たたきなおしてやるから覚かく悟ごしろ！」

　──十二月の廊下は確かに涼すずしいが。

　俺の怒りを冷ますには、焼け石にミミズ程度の効果しかないようだった……ん？　なんか違うか？

　　　　◆◆◆

　あたしは、訓練室の扉とびらを開く。

「……よう。帰ってくると思ってたぞ、口原」

　訓練室で待っていた三人の視線があたしに集中する。

　水瀬先せん輩ぱいがいないのはほっとしたけど、壱彦先輩の姿も見えない……？　いったいどこに行ったんだろう？　──じゃなくて。

「……笹宮先輩。あたし、本当に強くなれますか？」

　それを聞いた笹宮先輩は、何を今いま更さら、と言いたげに口の端はを吊つり上げ、言う。

「当たり前だ」

　その返事に、その眼光に──少し、安心した。

　この人なら、きっとなんとかしてくれると。

　気弱な自分を変えるぐらいの、自信が欲しい。

　その自信を手に入れるためならば──笹宮先輩の指示に、全力で従う。

「あたしの体は、今から笹宮先輩に委ゆだねます。なので、よろしくお願いします」

「ぶっ!?　げほっ、げほ！」

　……なんでこのタイミングで咳せき込むかな？

「……琴ちゃん、言ってること分かってる？」

「……っ！　……っ！」

　呆あきれたような新奈の視線、そして突とつ然ぜんお腹を抱かかえて笑いだしたみよりさん……そんなに変なこと言った、あたし？　だって、あたしが強くなれるかは笹宮先輩の指導方法にかかってくるわけで、つまり何をすればいいかの指示を仰あおぐために体を、ゆだ、ね──

「──っ！」

　新奈の視線の意味に気づき、あたしは一気に赤面した！

「ちょっ、ま……ち、ちが、あ、あああの、そういう意味じゃなくてですねっ！」

「い、言うな、分かってる。今のは動どう揺ようした俺が悪かった」

　手を振ってあたしの言い訳を制してくる笹宮先輩……うわあぁあ、あたしってばテンションに任せて、頭の中で考えもせずになんてことを……っ！

　両手で顔を覆おおって、恥はずかしさに悶もだえていると、新奈が場を仕切り直すように言う。

「いやー、琴ちゃんが立ち直ったみたいでよかったよ。壱彦くんに励はげまされた？」

「え、壱彦先輩？　ううん、会ってないけど」
















「そうなの？　じゃあどこ行っちゃったんだろう？　っていうか、何のために琴ちゃん追ってったんだか。肝かん心じんなところで役に立たないなあ」

　相変わらずさらりと酷い新奈の発言に、一応ケータイで連れん絡らくしておけば、と提案した。

「っていうか、琴ちゃん一人で立ち直れたんだね。ますます壱彦くんいらなかったなあ」

「あ、あの……新奈、そのぐらいにしといてあげたら？」

　なんだか新奈の中で壱彦先輩の評価がダダ下がりしていた。

　……なんだろう、なぜかすっごい不ふ憫びんに感じる。

「でも……こういう訊きき方するのもどうかとは思うけど、琴ちゃん、なんで戻もどってきたの？」

　新奈の素そ朴ぼくな疑問に、あたしはどう答えたものかと少し考えて。

「ん……あんな人たちよりも下にいるのが、ちょっと悔くやしくなっちゃって」

「あんな人たち？」

「気にしないで」

　細かく話すのもちょっと気が引けたので、お茶を濁にごして話を変える。

「それじゃあ、笹宮先輩。改めてご指導、よろしくお願いします」

「お、やる気満々だな？　そうこなくっちゃ」

　笹宮先輩は、みよりさんの白衣を手に持って、あたしに笑いかける。

「じゃ、まずは訓練の再開といこうか！」

「……はい！」

　本当に大だい丈じよう夫ぶかと思ったのは一いつ瞬しゆん。笹宮先輩に、付いていくと決めたから。

　あたしは手て渡わたされた白衣を持って、今一度自分に誓ちかう。

　──絶対に、強くなってみせるんだから。

「あ、そうそう。言い忘れてたけど二週間後に水瀬と決けつ闘とう取り付けたからよろしくな」

「あ、はい、分かりました。二週間後に、水瀬先輩、と……っ!?」

　……水瀬先輩と、決闘!?

　ちょ、待って！

「聞いてないんですけどっ!?」

　返事は、けらけらという笑い声だけだった。

　　　　◆◆◆

「うーっす、やってるな」

　一仕事終えた後、俺はケータイに入ってた連絡を見て、口原が立ち直ったことを知った。よしよし、とガッツポーズをして、俺は悠ゆう々ゆうと帰ってきたわけだ。

「あ、お帰りー、飛鳥くん」

　話しかけてきたのはカチカチとカウンターを使っている巫女みこ、もとい松葉。適当に返事を返し、部屋の中を見回す。

　訓練室の中央あたりでは、サッカーボールでヘディングでもするように斜ななめ上を向いた口原の姿。その視線の先では、白衣がばっさばっさと動いていた。シュールな絵え面づらだな。

　そしてタイミングを間違えたのか、白衣が床ゆかにばさりと落ちた。

「十五回。意外と慣れるんも早いかもしれんね？」

「いやあ、まだまだ！　口原、まずは目指せ百回だ！」

「ひゃっ……りょ、了りよう解かいです」

　笹宮に熱血したセリフを吐はかれて怯ひるんだ口原は、それでも白衣を拾ひろい上げた。

　そして上に放り投げようとしたところで俺に気づいたらしく、口原がこっちへ走り寄ってくる。

「あ、壱彦先輩。あたしを探しに出てくれたって聞きました……ありがとうございます」

「いいよ、チームメイトのこと心配すんのは当然だ。それに、結局見つける前に立ち直っちまってんだから世話ねえよな」

　礼を言ってきた口原に、続けろよと促うながした。口原が頷うなずき、白衣を空中へ放り投げる。

　その横顔は、この訓練を始めた時と違ちがって、迷いが消えていた。

「──で、壱彦くん？　いったいどこで何してたのかな？」

　隣となりへ近寄ってきた新奈ちゃんが訊たずねてきた。

　いつもの俺ならどもっていただろう──だが、今日はあらかじめ答えを用意してきている。いつまでも頭の悪い俺だと思うなよ、新奈ちゃん！

「あー、ちょっと腹が痛くなってな、トイレに籠こもってた」

「へぇー、壱彦くんっていつから女の子になったの？」

　新奈ちゃんの視線が俺の腹部に向けられる。……しまったと俺は少し焦あせった。

　血が数滴てき、腰こしに巻いたジャケットに飛んでいた。これじゃあただトイレに行ってたってんじゃ理り屈くつが合わないな……。

　でもなんでトイレと血で女子扱あつかいされるんだ？

　隣では松葉が、「意外と平上ちゃんってエグいこと言うねぇ……」と呟つぶやいてたが……なんなんだか？

　俺が新奈ちゃんの意図を測りかねてると、ふっと馬ば鹿かにしたように口を開く。

「壱彦くん。正直者が噓うそつかない方が良いよ？　意味ないから」

「いや、ほんとだって。腹痛くなってさ──」

「はいダウト。だって壱彦くんが問い詰つめられて即そく答とうするなんて、事前に答えを考えてたからでしょ。その辺の駆かけ引きって壱彦くん本当下手へたなんだから正直に言って？」

「……新奈ちゃんはもうちょっと羽は衣ごろも着せようとは思わんのか……っ！」

「歯に衣きぬって言いたかったの？　壱彦くんって本っ当に馬鹿だよね」

　言い間違いまで訂てい正せいされて、俺はじりじりと崖がけっぷちに追おい詰められていく錯さつ覚かくを覚えた。涼しいはずなのに冷ひや汗あせがじわりと滲にじむ。

　これ以上新奈ちゃんの機き嫌げんを損そこねたら冗じよう談だん抜ぬきで崖から突つき落とされかねない。俺は両手を挙げて降こう伏ふくした。この状態の新奈ちゃんには、敵かなわない。

「いや、本当に大したことじゃないって──ただの、個人的な喧けん嘩かだよ」

「喧嘩？」

「そ、喧嘩。あと説教」

　──この日から約二日後。

　あの三馬鹿が、指を詰めんばかりの勢いで口原に謝罪に来たらしいが、それはまた、別の話だ。








第三章　金の彼女が嫌きらうもの






　──プログラム開始から一週間が経たち。

「あ、あの……笹ささ宮みや先せん輩ぱい」

「ん？　なんだよ、口くち原はら」

　朝一にグラフィティ訓練室に来るのは、あたしと笹宮先輩だけ。その二人っきりの時間に、あたしは昨日から膨ふくれ上がっていた疑問を訊たずねてみた。

「……いやあの、身をゆだっ……委ゆだねるとか、言っておいてあれなんですけど……あたし、水みな瀬せ先輩に勝てるんですか？」

　あたしと水瀬先輩との決けつ闘とうを取り付けられていたと知ったのが、六日前。

　しかも、あたしが負けた場合は、笹宮先輩が水瀬先輩の言うことをなんでも一つ聞くというおまけつきで。

　……新にい奈なの話だと、笹宮先輩は、あたしが水瀬先輩に勝てるぐらい強くなると言ってくれたそうだけれど。

「その……白衣弾はじいてるだけじゃ、何もできないような気がして」

　一週間、空中の白衣を落とさないように弾き続けてきた。百回どころか昨日は二百回以上を記録したけど、未いまだにあたしはあの訓練の意味がよくわかっていない。

「……ふむ？　つまり、不安だってか」

「ええと……はい」

　ただでさえ苦手なタイプの人なのに、水瀬先輩は一級イレイザーの中でもトップクラスの実力者だ。

　白衣を弾くだけの訓練しかしてないあたしに、不安に思うなと言う方が無理だと思う。

　六日前の覚かく悟ごはなんだったのかと思わないでもないけれど、テンションをずっと維い持じできるほど、あたしは自分の精神を制せい御ぎよできません。

「そうか……じゃあ今の訓練にも慣れてきたみたいだし、新しい訓練も取り入れるか」

「……っ！」

　思わず息を吞のむ。

「そ、それは……どんな訓練なんですか？」

　きっと、水瀬先輩に勝てるぐらいに強くなるための訓練だ。生なま半はん可かな物じゃないと思う。だけど、絶対に音ねを上げたりなんかしない。

　強くなってやるんだという確固たる意志を胸に、あたしは笹宮先輩の言葉を待つ。

「ラップでも弾いてもらおうかな！」

「えぇ……」

　思わず音を上げたけど、これあたし悪くないよね？

　　　　◆◆◆

「よーっす、やってるなー二人と、も……？」

「？　どうしたの、壱いち彦ひこ、く……」

　グラフィティ訓練室に入るなり、わたしたちはシュールな光景に言葉を失ってしまった。

「あ、新奈。おはよう」

「おはよー、琴ことちゃ……じゃなくって」

　わたしたちに気づいた琴ちゃんが、両手を挙げたままわたしたちへと話しかけてきた。その手の先からは、薄うすっぺらくて透とう明めいな幕まくが垂れ下がっている。

　何かと思ったけど、あれラップだ。引き伸のばしたラップを横につなげてあるんだ。そして部屋の中には、散乱する無数のテニスボールが……。

「……あのさ、琴ちゃん。何してるの？　まさか訓練だなんて言わないよね？」

「えっと、それは──」

「もちろん訓練に決まってるだろ!?」

　わたしにそう返してきたのは、ラップの幕を挟はさんで琴ちゃんの対面に立つ笹宮室長。その手に握にぎるはテニスボール、どうやら散らばっているボールは笹宮室長が投げたものであるらしい。

「さーて口原、じゃあ次行くぞ！」

「は、はい！」

　ぐるんぐるんと肩かたを回す笹宮室長に、琴ちゃんが迷うことなく返事をする。……琴ちゃん？　ちょっとは人を疑うことを覚えたほうがいいんじゃないかな？

　それとも、琴ちゃんはあの訓練の先に何があるのかを既すでに聞いているのかな？

　笹宮室長がボールを投げ、琴ちゃんの持つラップにばすっ、とぶつかり皺しわを作る。

「失敗か……よし、次行くぞ！」

　何が失敗だったのか、どうなれば成功なのかが分からない……。

「まあ、あれだけ見ても何やっとんがんか分からんちゃね」

　苦笑しながら、バインダー片手にみよりさんが近寄ってくる。

「説明してあげっちゃ。あれはね──」

　と、その時。

　笹宮室長のブレスレットからけたたましい警報音が響ひびき、ボールを投げようとしていた笹宮室長がつんのめった。非常に耳にうるさいこの音が示すのは──

「──セカンドハーフか」

　壱彦くんがぼそりと呟く。

　セカンドハーフが出現した際、緊きん急きゆう警報として、待機命令を課せられている団員の通信機から一いつ斉せいに警報が鳴りだす。ただ、この数日間一いつ緒しよにいて分かったけど、笹宮室長には常に連れん絡らくが来るようになってるみたい。

　次いで、警報が鳴りやみ──ピピッ、ピピッ、という呼び出し音。

　あれは、通信が入った時の音だ。

「──こちら笹宮。どうしました？」

『お疲つかれ様です。笹宮室長、先ほどセカンドハーフが出現しました』

「それは分かってるんですけど、なんでわざわざ俺に……あ。そういえば今日って」

　思い当たることがあったのか、笹宮室長が苦にがい顔をした。

『はい、水瀬さんが他の希望者を抑おさえて出しゆつ撃げき希望をしているため回線を繫つなぎます』

「やっぱりか……了りよう解かいです」

　オペレーターの話を聞き、納得したように笹宮室長が応じる。

　短い電子音のあと、笹宮室長が口を開く。

「よう、水風船。出撃を希望したらしいな」

『……貴様、次会ったときは覚えておけよ……』

　そして通信機の向こうから、聞きなれた声。ふぅ先輩だ。

『それで、なんだというんだ。わざわざオペレーターに命令してまで回線を繫げるとは』

「いや、お前が行くのはいいんだけどさ、お前グラフを撃げき退たいしてばっかだろ。たまには封ふう印いんして来い」

『はぁ？　貴様は馬ば鹿かか、私一人で封印なぞできるはずもないだろう』

「じゃあ今回のお前の出撃は認めないから。行きたいなら三分以内に同行する封印班を決めること。言っとくけどこれ室長命令だからな」

『なっ、きさ──』

　ふぅ先輩の言葉を待たず、ぷつりと通信を切った笹宮室長。……ふぅ先輩の血管も切れたんじゃないかな……。

「今の、どういうことですか？」

「ああ、言った通りの意味。水瀬の奴やつグラフを撃退しかしてないからな。今度出撃希望した時は俺に繫ぐようにオペレーターさんに言っておいたんだ」

　わたしの質問に答え、肩を竦すくめた笹宮室長。

「まあ、あいつも大たい概がいぼっちだから多分無理だと思うけ──」

　途と端たん、呼び出し音を鳴らしたのはわたしのブレスレット型通信機だった。

「……まさか？」

「……このタイミングってことはたぶん、そうでしょうね」

『──聞こえるな、平ひら上かみ？　貴様らのチームは手が空あいているだろう、今からセカンドハーフへ向かうぞ』

「……また随ずい分ぶん急ですねえ……どうしたんですか？」

　まさか笹宮室長とわたしたちが一緒にいるとは思ってないんだろうなー。

『文句なら笹宮に言え。封印班を連れていかねば私の出撃を認めんなどとほざいたんだ』

「それで、雪ゆき子こさんがいるわたしたちのチームに打だ診しんしてきたと」

『封印班はそもそも人材が少ない。心当たりに声は掛かけたが、どいつもこいつも臆おく病びよう者ばかりでな。残りはお前らだけなんだ。当番でもないのに悪いが頼たのめないか』

　ふぅ先輩が諦あきらめればいいんじゃないのかなー、と思わなくもなかったけど、ふぅ先輩その辺意地っ張りだから、引っ込みつかないんだろうなー。

「壱彦くん、どうする？」

「ん？　いいんじゃないのか」

「はーい。じゃあ、雪子さん呼んできてもらえる？」

　あいよー、と返事をして壱彦くんが出て行った。

「ふぅ先輩、壱彦くんの許可も出ましたからオッケーですよ」

『そうか、助かる。あぁそうだ、どうせならば口原の奴も連れてこい』

「琴ちゃんもですか？」

　名前を出された琴ちゃんが、ラップを構えたままぎょっとこちらを見た。

『ああ、どうせならば力の差というものを見せてやろう』

「はぁ……分かりましたー。じゃあすぐ正面に行きますね」

　通信終しゆう了りよう。

「だそうですけど、よかったですか？　笹宮室長」

「……自分でまいた種だからな。こうなるのはちょっと予想外だったけど、仕方ない」

「あ、あの、笹宮先輩、あたしはどうすれば──」

「どうもしなくていいんじゃないか？　いまの水瀬の口ぶりだと口原とグラフを戦わせる気は無いみたいだし。せっかくだから水瀬の能力をしっかり見てこいよ。対策も立てやすくなるだろ」

　パンパン、と笹宮室長が手を打った。

「ほら、行くなら急げよ。こうしてる間にもセカンドハーフは降下してるんだからさ」

　笹宮先輩に急せかされて、わたしと琴ちゃんは訓練室を出た。

　正面玄げん関かんへと向かう途と中ちゆう、琴ちゃんがそういえば、といいたげに口を開く。

「今さらだけど、新奈って水瀬先輩のことふぅ先輩って呼んでるよね？　なんで？」

「あ、琴ちゃんふぅ先輩のフルネーム知らないんだね」

　走りながら、取り出したメモ帳に、その名前をさらさらと書く。

「これがふぅ先輩のフルネームなんだ」

『水瀬　羽流雲』

「……新奈、これなんて読むの。いや、字が汚きたないって意味じゃなくてね」

「ばるうん」

「……あぁ、なるほど……それで笹宮先輩も水風船って……」

　琴ちゃんにしてはとても珍めずらしい、同情したような表情を浮うかべてこう呟つぶやいた。

「つまり、キラキラネームの煽あおりをもろに受けちゃったってことね……」

　その通り、とわたしはこくりと頷うなずいた。

　　　　◆◆◆

　私──水瀬羽ば流る雲うんは、自分の名前が嫌きらいだ。

　親は「風船みたいにふわふわした子に育ってほしいよね」などと願っていたらしいが、生あい憎にく私はそれを見事に裏切って、融ゆう通ずうの利きかない堅かた物ぶつに育った。自覚はしている。

　小さい頃ころは名前のことでからかわれることが多かったから、上に立ってあのバカどもを見返してやろうと芽生えた子供らしい反逆心が、今の私の原点だろう。

　上を目指すその生き方のおかげで、敵も随分と増えた気がするが──私の努力に追い付けもしない怠なまけ者の僻ひがみなど、いちいち受け取る義理もない。

　ほぼ孤こ立りつしている現在は、『羽流雲』という名前が図はからずもぴったりな状じよう況きようだ。人の手の届かぬ場所で、一人ふわりと浮かんでいるようなものだからな。地味に腹立たしい。

　しかし、今の私にはその名前よりも嫌いで、この状況よりも腹立たしい者がいる。

　特級イレイザーにして防衛室『室長』笹宮銀しろがね、その人である。

　　　　◇◇◇

　私は、笹宮が嫌いだ。

　訓練成績が低め。それだけならば私はああも奴に突つっかかりはしない。全力を出さない奴は嫌いだが、全力を出してその程度ならば仕方がない、という考えが私にあるからだ。

　ただ、一度だけ──訓練生時代、私は奴に敗北を喫きつしているのだ。

　対グラフを想定した集団訓練──セカンドハーフを模した円形のフィールドの中にいる三人のグラフ役に対して、イレイザー役の十人が立ちはだかるという訓練だ。

　これは数の利をどう活いかすか──また、数の不利をどう乗り切るかを想定したもので、グラフィティを得ていようがいまいが、動き方の基本は変わらない。

　グラフ側の勝利条件は、イレイザー側の背後にあるイレイザーたちの入口から円形の外へと脱だつ出しゆつすること。これは統計的に、セカハン内部のグラフは、イレイザーが侵しん入にゆうした場所から外へ出ようとすることが多いため。

　逆にイレイザー役の勝利条件はと言うと、グラフ役の完全無力化だ。グラフ役の両手両足、そして首には外れやすいリングが嵌はめられており、それを五個すべて奪うばうことで無力化したことになる。もしくは、制限時間二十分の間にリングを三つ以上奪い、グラフ役を円形の外へ出さないこと。後者の場合、グラフは封印されたと見なされるのだ。

　ただこれだとグラフ側の条件が厳しすぎるため、グラフ役三人にはペイント弾だんが込められた銃じゆう、塗と料りようの入った風船、同じく塗料の入ったペットボトルが支給される。それによって汚よごされたイレイザー役はグラフの能力による攻こう撃げきを受けたと判断されその場で倒たおれることになる。

　──その訓練で、私はイレイザー側の指揮を執とり、笹宮はグラフ側の指揮を執ることになった。

　とはいえ、それまでの戦績はほぼイレイザー側の勝利で終わっていたし、塗料を浴びればアウトと言っても、それを防ぐための障害物もいくらかある。

　状況は私たちの圧あつ倒とう的てき有利だった。当然、負けるとは思っていなかった……しかし。

　結果として、私たちのチームは敗北に追い込まれた。

　笹宮の奴は、あろうことかペットボトルの塗料を、イレイザー役に向けるのではなく自ら被かぶったのだ。そして頭のてっぺんからつま先まで塗料まみれになった奴は言う──「これでお前ら、俺には触さわれないな？」

　イレイザー側は汚れてしまうことが失格条件、しかしそれはグラフ側のルールではない。塗料まみれになった笹宮に触れた時点で、問答無用で失格だ。

　そしてイレイザー役の隊列に、自じ爆ばく上等とばかりに突っ込こむ笹宮──想定外の事態に隊列・行動を乱したイレイザー役の足元で、ぱぁんと弾はじける塗料風船。どうやら笹宮に目を奪われていた隙すきに別のグラフ役が転がしていたようで、それが更さらなるパニックを誘さそう。

　加えて側面から襲おそい掛かる、三人目のグラフ役のペイント弾──見る見るうちに動けるイレイレザー役の数は減り、最終的に私も塗料を浴びて失格。逆にグラフ役は全員が生き残って悠ゆう々ゆうと円内から抜ぬけ出したのだった。

「あんなの反則だろう」などという声が上がったものの、笹宮は飄ひよう々ひようとした様子で、

「持ってる武器を最大限利用しただけだろ？　実際、触れた時点でアウトな能力を持ってるグラフがいないとも限らないだろうに」

　という実際の戦闘を見み越こした一言で、その場の全員が黙だまらざるを得なくなった。

　そもそも、実際の戦闘と言うなら、身体強化系のグラフィティでも持っていない限り、生身でグラフの攻撃を受けた時点で私たちは死ぬか、かなりの重傷を負うことになるだろう。脚あしが千ち切ぎれれば動くことはできず、腹を貫つらぬかれれば痛みで動くこともままならない。この訓練は、『イレイザー側が相手の攻撃をいかに喰くらわずにグラフ役を無力化できるか』という側面も持っていたのだと敗北した後で気づかされた。

　──無論、その後のルール改変等により、笹宮の取った作戦を他のチームが使うことはなかったが。

　確かに、本物のグラフはその時限りの戦いをする方が遥はるかに多い。当然だ、各おの々おの持っている力が違ちがうのだから。意表を突かれた、など戦場ではなんの言い訳にもならないのだ。

　そういう意味では、奴の着眼点・そして作戦の立て方には目を見張るものがあった。奴が隊列を崩くずした直後の追い打ちも、恐おそらく奴の指示によるものだろう。

　そして勝利した奴は、普ふ段だんの訓練の時とは全く違う、ぎらつきながらも楽しそうな顔を見せていた。

　笹宮は訓練の時に手を抜いている、と悟さとったのはその時だ。

　それからは何度も全力でやれと言ったのだが、奴はのらりくらりと躱かわすばかり。

　腹が立って仕方なかった。仮にも私に勝った男がああでは、示しがつかんのだ。

　結局、訓練期間が終了するまで奴は自分のスタイルを変えることなく、弱い能力が手に入りますようになどと禁きん理り室しつに入る前に合がつ掌しようしていたほどだ。腹立たしい。

　ところが、手に入れたのはあり得ないぐらい強力なグラフィティ。あまつさえ、その力だけで奴は特級イレイザーと防衛室『室長』に任命される始末。

　能力の強さに僻んでいるわけではないが、それに腹が立たないと言ったら噓うそになる──しかしそれよりも腹が立つのは、奴が室長としての仕事をほぼしていないという現実だ。

　書類の類たぐいは秘書である中なか滝たきさんに丸投げ、奴本人はほぼ小説・漫まん画がを読みふける毎日だとか。訓練をしているという話も聞かないし、セカンドハーフへ行くとしてもＳＯＳが入った時のみ。そして今度は何を思ったか、百ひやつ歩ぽ譲ゆずって三級を育てるのはよしとしても、成長する見込みのない口原琴こと音ねを育てるなどと言いだした。

　奴の奇き行こうは目に余る──だが、それもあと一週間で終わりだ。

　一週間後──口原に引いん導どうを渡わたし、笹宮にはこう命じるつもりだ。

　室長として、全力で仕事をしろ、と。

　　　　◇◇◇

「……これが今回のセカンドハーフか」

　ホワイトキャンバスの送そう迎げい車──緑のランプを車体の上で点灯させた白のワンボックスカーから脚を踏ふみ出し、見上げる。

　富山支部から車で二十分──の、ところを、運転手さんが赤信号無視速度制限無視で飛ばしてきた結果、五分でたどり着いた。

　目の前にあるのはトンネルが通っている山なのだが、その山はいま、濁にごったオーロラのような外観を持つドームによって覆おおわれていた。ここへ来るまでの間に得た情報によれば、今回のセカンドハーフは直径四百メートル。空中に現れてから徐じよ々じよに地上へ降下し、最大円周でとどまるため、高さは最大二百メートル、といったところだな。

　セカンドハーフの大きさは、発生するごとに違うが──出現するグラフが強く、高い知能を備えているほどに、その直径は大きくなる。

　平均は三百メートル前後、五百を超こえるとかなり大きな方に入る。そこまでの大きさになれば、一級イレイザーが率いるチームか、二級のチーム複数で向かうことを推すい奨しようされている。つい先日、六百メートル級に二級のチーム単体で向かった馬ば鹿かもいたようだが。

　四百メートルという今回の大きさを考えれば、この中にいるグラフは、構えるほどではないが油断できるほどの雑魚ざこでもないだろう。

　──中へつながる道からは、内部にいたのであろう車が、警官の誘ゆう導どうの下もと、次々と抜け出してくる。セカンドハーフは、一いつ般ぱん人に影えい響きようを及およぼさない。故ゆえに、通りぬけることができる。問題点があるとするなら先が見えにくいことだが、そのための警官の誘導である。

　だが万が一グラフが実体化した際の危険性を考こう慮りよし、セカンドハーフの周囲二百メートルからは人々が避ひ難なんさせられる。いま出てきた車も、速すみやかにこの場を離はなれることだろう。

　──まあ、私が来たからには、それも徒労に終わるだろうが。

「支部へ。セカンドハーフを確認。これより突とつ入にゆうする」

『了りよう解かいしました。……再確認しておきますが、今回は封ふう印いんですよ？』

「分かっている。それでは行くぞ、お前たち」

「はーい」

　平上が吞のん気きに胸を揺ゆらしながら車から降りてくる……妙みように良い発育してるな、あいつ。別に胸にコンプレックスはないが、思わず自分と比べてしまう。

「うう、ちょっと緊きん張ちようするなあ……」

「ま、今回は見学みたいなもんだろ？　気楽に行こうぜ」

　ちょっと蒼あおい顔をして歩いている口原を励はげましながら、飛鳥あすかさんが口にした。

　そして、もう一人──とたたっ、と慌あわてたように追いかけてきたもう一人。

「……朝あさ森もりさん。今日はよろしく頼たのむ」

「……ぉ……く」

　声が小さくて聞き取れん！

「……飛鳥さん。なんだって？」

「よろしく、だとさ」

　苦笑して翻ほん訳やくしてくれた飛鳥さんの後ろに隠かくれるようにしている彼女の名は、朝森雪子。飛鳥さんのチームが擁ようする封印班の人間だ。

　身長は百四十センチをギリギリ超えたぐらいだろうか。ホワイトキャンバスの制服の上にさらに大きめのレインコートを着て、フードまで目ま深ぶかに被っているものだから、外見は合羽カツパを着ている小学生にしか見えん。小さなリュックを担かついでいるから、なおさらに。

　フードからチラチラ覗のぞく童どう顔がんも、全体の幼さにより一層拍はく車しやをかける。強しいてそんな外見とずれている部分を上げるとするなら、フードの端はしから見え隠れする明らかに染めた茶色の髪かみだろうか。

　さらに、彼女は声が小さい。飛鳥さんは無む駄だに耳がいい（平上談）らしく聞き取れるようだが、私には途と切ぎれ途切れで、しかも聞こえてほぼ母ぼ音いんのみという、蚊かが鳴く方がまだ聞こえるかもしれない音量だ。正直、困る。

　しかし、一番驚おどろきなのは──この外見で、十九歳という一点に尽つきる。

　そう、私たちの中で一番年上なのだ、この人は。

　……封印の実力は確かにあるらしいが、正直不安は拭ぬぐえなかった。

　まあ、ここまで来て文句も言っていられない。

　私は、全員を促うながして、セカンドハーフへと足を踏み入れた。

　　　　◆◆◆

　ずぶり、と田んぼに手ぇ突つっ込んだような感覚が全身を覆った。ドームの外周を抜けると、そこには薄うす暗ぐらい景色が広がっている。

　見かけは、外からの景色と全く同じ、山。だが漂ただよう雰ふん囲い気きは明らかに別物だ──避難し終わってないはずの一般人が人っ子一人見えないし、酷ひどく静か。時折聞こえるめきめきという音と、どこからか吹ふく風だけがこの空間のＢＧＭ。

　セカンドハーフ──二次元から襲しゆう来らいするグラフが、完成するために三次元を目指して通る、トンネルのような異空間にして異次元の災さい厄やく世界。

　二・五次元狭界セカンドハーフとはよく言ったもんだ。

　空に突とつ然ぜん球体として出現し、落下した先の風景を二・五次元上に完全再現する性質を持っているため、外からの見た目は全く変わらない。巻き込まれた車までそこに再現するんだから、本当無駄なコピー能力だよなと思う。

　ただ、通常、この空間──二・五次元上の世界へ侵しん入にゆうすることはできない。研究者の説明によると、単純に『次元が違うから』らしい。

　だから、三次元の存在である人間は、セカンドハーフの中に入ろうとしても通りぬけ、普ふ通つうにセカンドハーフに覆われた、三次元の町の方に入ってしまう。

　ここに、避難を続けているはずの人はおろか、カラス一羽虫一いつ匹ぴきもいない理由がそれだ。

　じゃあ逆に、どうやったらこの空間に入ることができるのか？

　この場所へ入ることができるのは、ここに出現するグラフを基もととする能力・グラフィティを持つホワイトキャンバスのイレイザーか、あるいはグラフィティの影響を受けている道具を持っている人物だけだ。

　俺たち四人はイレイザーで、隣となりでふらっとしてる雪子さんは、現場へ向かう団員なら全員持ってる技術開発室お手製の通信機器を持ってるから、侵入可能ってことだ。

　って、おいおい。先を行く三人のあとを追おうとした雪子さんの小さな体が、かなり大きく傾かたむいたので慌てて背中を支えてやった。

「とっと、大だい丈じよう夫ぶか、雪子さん」

「……だ、だいじょうぶ」

　かなり小さな声でそう返してくる雪子さん。幸い俺は耳がいいから、雪子さんとの会話は円えん滑かつに進む。周りの奴らはほとんど聞こえてないらしいけどな。

　セカンドハーフに入った直後は、次元の違いからかは分からんけどちょっと酔よったような感覚になって、ふらつくことも結構多い。

　大丈夫ならいいんだが……。

「ま、無理しないでくれよ」

　ぽすぽす、と思わずフードに手を置いたら、フードからちらちらと見える頰ほおがかぁっと赤くなる。そのあと雪子さんがぶんぶんと手を回してきたので、ひょいと手を引っ込めた。

「……わたしのが、年上……」

「ははは、悪い悪い」

　雪子さんの頭がすげー手を置きやすい位置にあるから、思わず撫なでたりすることがあるんだよな。やっちまう度たびにかなり恨うらみがましい目で見られるんだけど。

　そのあとに雪子さんは頭に手をやって、なんかすこし遠くを見てぼーっとしたあと、いきなり頭をぶんぶんと振ふりだした。この行動の謎なぞっぷりといい、外見といい、悪いけど子供にしか見えねーな。

　雪子さんとは、もうぼちぼち半年ぐらいの付き合いになるか──チームに加わってくれそうな封印班の人間を探しているときに、富山支部の隅すみっこで、人目を避さけるようにスケッチをしていた雪子さんを見かけたのが最初だ。

　普通に話しかけて、雪子さんが小さな声で呟つぶやいた一言に、普通に返しただけで雪子さんが目を丸くしてたのはよく覚えてる。そもそも会話が成立する相手が少ないらしい。

　で、ちょくちょく話して仲良くなって、チームに俺が誘さそったと。はは、まだ半年しか経たってないのか、あれから。なんか随ずい分ぶん前のような気がするな──

　そう思ったとき、山の方から聞こえためきめきと樹木のへし折れる音が、俺の意識を過去から現在に引き戻もどす。

　……気を抜ぬいてる場合じゃなかったな。ここはもう戦場だ──隣にいる雪子さんも気合を入れているのか、むふーっとしていた。だから和なごんでいる場合じゃないってのに。

「では、手て筈はずを整えておくとしようか」

　先を歩く水瀬が、脚あしを止めずにそう口にした。薄暗い世界の中、あいつの金きん髪ぱつは眩まぶしいぐらいに映はえるな。はぐれた時にはいい目印になりそうだ。

「とはいえ、このぐらいのセカンドハーフならば中にいるグラフも知れている。ほぼ私一人で大丈夫ではあるだろうな。基本的に私が攻こう撃げきと足止め、平上は私のサポートだ」

「はーい」

　ゆるっとした調子で、栗くり色いろの髪をふわふわさせながら新奈ちゃんが返事をする。

「それから、朝森さんの準備が整うまでのサポートは、飛鳥さんでいいだろう」

「ん、まあ妥だ当とうだな」

　新奈ちゃんのグラフィティはどっちかってーとサポートメインだからな。戦せん闘とうにおいてメインを張れる俺と水瀬は二手に分かれたほうがいい。万が一不意を打たれて無防備な雪子さんが狙ねらわれた場合、新奈ちゃんだけじゃちょっと手に余るかもしれんし。いや、もちろん防ぼう御ぎよという一点に関しては、俺や水瀬を遥はるかに凌しのぐんだけど。

　水瀬は傲ごう慢まんだけど、現場における指揮とかはちゃんとしてる。誰だれもが苦手だと思っちゃいるみたいだが、こいつの実力は誰もが認めざるを得ないレベルにある。

　……それだけに、もうちょい性格が丸くなればなぁ……。

「……あの、あたしはどうします？」

　特に指示を出されていない口原が水瀬に訊たずねた。対して水瀬は、特に見向きもせずに言う。口原のことなど眼中に無いと言わんばかりに。

「貴様はただ見ていればいい。私との実力の差というものをな」

「……わかりました」

　サイドテールを揺らして歩く口原は、無表情。声も抑よく揚ようを押さえた平へい坦たんなもの。

　ただ緊張しているだけ──なら、いいんだけどな。

「ん？　どうしたんだ、雪子さん」

　じぃっとこちらを見上げてくる雪子さんに気づくが、目が合った瞬しゆん間かん逸そらされてしまった。が、そのあとそろりとこちらを再び見上げ、胸に手を当てながら小さく口を開く。

「……ょ、ょろ、しく……」

「おう、もちろん。こっちこそ頼むぜ、雪子さん」

　俺がそう笑い返すと、雪子さんはこくりと頷うなずいて、珍めずらしくいつもより早足になる。なんか、上じよう機き嫌げんだな……ま、やる気があるのはいいことか。

　歩いているうちに、山の麓ふもとにたどり着く──途と端たん、木の枝を揺らす音が俺たちの方へ近づいてきた。

「……近いな。油断するなよ」

「ふん。誰に向かって言っている」

　俺の言葉に対して水瀬が不敵に呟くと同時、雪子さんが右手を背後に回して、リュックの中からバインダーを取りだす。左手は前に回して、レインコートを全開にする。

　レインコートの内側、膝ひざ丈たけスカートの腰こし回まわりには、美容師とかが腰に下げてる道具入れみてーなものがぶら下がっている。中に入っているのはペンや消しゴム、色いろ鉛えん筆ぴつからクレヨンまで、ありとあらゆる絵を描かくための道具が揃そろっていた。

　そして、バインダーの紐ひもを首にかけ、リュックからもう一つの道具を取りだす。

　何も描かれていない真っ白な本──グラフの封ふう印いんに必要不可欠な道具、『白しろ本ほん』。薄うすめではあるが、サイズは辞典ぐらいある。

　それをバインダーに開いてセット、封印の準備が万ばん端たんになった雪子さんがペンを構えた。

　口原は俺たちの後ろへ──今回は、本当に見ることに徹てつするらしい。

　水瀬・新奈ちゃんは前方へ。

　油断なく……っつっても水瀬はどうだか知らんが、少なくとも新奈ちゃんが油断なく見つめる先──バキバキバキ、と木がへし折れる音が響ひびき。

「──来るぞっ！」

　水瀬の一いつ喝かつと同時、がさぁっ！　と山林から一体の影かげが飛び出した。

　──さあ、戦闘開始だ！

　　　　◆◆◆

　えへへ、嬉うれしいなあ……まさか壱彦くんが隣にいてくれるなんて。水瀬さんのことは性格的に苦手だけど、この采さい配はいはぐっじょぶと言わざるを得ないよね！

　……はっ。

　緩ゆるみそうになる頰を、わたしは頑がん張ばって抑おさえる。だめだめ、もう敵が来てるじゃない。

　わたしは自制心を極限まで高めて、目の前のグラフを観察する。

　飛び出してきたのは、猿さると熊くまを足して二で掛かけたような、三メートルはありそうな大きな怪かい物ぶつだ。ところどころ、ぼやけた輪りん郭かくだったり、色が薄かったり、立体感がなかったりもしているけれど、この威い圧あつ感かんは紛まぎれもなくグラフ。

　顔はお猿さんがベースだけど、唾だ液えきをまき散らす口元は熊。ふさふさで気持ちよさそうな毛に覆おおわれている二の腕うでは、その先の五本の細長い指で握にぎっている大木と変わらない太さ。胴どう体たいと脚は腕に比べれば細いけど、それだけにより一層腕の太さが際きわ立だつ。尻尾しつぽは、先せん端たんが鏃やじりのように尖とがっていた。

　けど、そんな外見的特とく徴ちようを差し置いて、最も目立つ部分がある──いや、『無い』って言った方が良いのかな。

　心臓から右みぎ肩かたにかけての部分が、完全に欠落している。輪郭すらも存在しない。

　グラフが『落書きグラフ』と呼ばれる、最大の所以ゆえん。

　異次元ならぬ二次元よりやってくる彼らは、そもそもは人の想像力から生まれるものであるらしい。

　例えば、未完成のお話のキャラクター。例えば、設定だけを適当に作られて完成まで持っていかれなかったネタ。果てには机の端はしの落書きなど──大おお雑ざつ把ぱに形作られてはいるけれど細部の詰つめが甘いまま放置された、人の想像力の成れの果て。それが中ちゆう途と半はん端ぱに実体を得て動き出したものがグラフだとされている。

　その半端な部分を完成させるために、完全な実体を得るために、三次元──つまりこのセカンドハーフの外を目指して、彼らはやってくる。

　──もっとも、セカンドハーフの外へ出たところで、欠落した場所は欠落したままらしいんだけれど。それを話して聞かせて、はいそうですかって帰ってくれる相手でもない。

　だから、わたしたち、ホワイトキャンバスの役目は──セカンドハーフの外に、グラフを出さないこと！　四年半前の悲劇を、繰くり返させるわけにはいかないからね。

　わたしは、グラフのスケッチを始める。

　それと同時、グラフも攻撃を開始──片手に持っていた大木を、鉛えん筆ぴつでも投げるような気軽さでぶん投げた。

　唸うなりをあげる大木は、斜ななめにへし折られていて剣けん山ざんと変わらない鋭さだ。

　だけど水瀬さんは表情一つ変えずに言う。

「平上！」

「りょーかいですっ」

　祈いのるように手を組んだ平上さんが、目を開く。

「〈十球儀イクスフイア〉！」

　瞬しゆん間かん、平上さんと水瀬さんを、球体の結界が包む。半透とう明めいの球体に、太い幹が弾はじかれた。

　それだけじゃない──二人を守った結界の展開と同時に、九個の球体が周囲に現れた。

　平上さんのグラフィティ、〈十球儀イクスフイア〉。

　ゆったりと動いているそれらは各々に独自の周回軌き道どうを持ち、天てん球きゆう儀ぎのように宙を舞まう合計十個の球体結界。ピンポン玉大からバスケットボール大まで、球体の大きさは大小様々で、直径はそれなりに自由に変へん更こうできるらしい──大きくすればするほど、防御力は落ちるそうだけど。

　周回軌道も変更できるらしいけど、結界同士がぶつかんないように気を付けなきゃいけないから結構大変、と以前平上さんが言っていた。

　初撃を防がれたグラフが、近くの木を手あたり次第へし折っては投げてくるけど、平上さんの結界がそのことごとくを防ぐ。

　そしてグラフが十本目の木を投げようとしたところで、結界が縮小──二人が防御の外に出る。危ないよ、と思ったけど、多分水瀬さんの指示なんだろうな。

「次はこちらの番だな」

　そう呟いて、胸の前あたりで右手を水平に振る。するとその軌道に沿って、墨すみを混ぜた綿わた菓が子しみたいな、どんよりとした黒い雲が現れた──雨雲だ。

　投げ飛ばされた十本目の木へ向かって右手を突つき出すと、その手の前へと雲が収束。

「〈天水創造レイニーワークス〉！」

　グラフィティの名を叫さけぶと同時、雨雲から無数の水の弾だん丸がんが、激しい雨のように放たれる。それらは投げられた木を空中で穴だらけにしてなお、勢いが全く衰おとろえない。

　久しぶりに見た──水瀬さんのグラフィティ、〈天水創造レイニーワークス〉。

　雨雲を生み出し、そこから放つ雨で攻撃をすることのできる能力だ。水の弾丸で敵を蜂はちの巣すにすることも、呼び出した水で押し流すことも可能な、強力な『水』のグラフィティ。

　自らが投げた木を木こつ端ぱ微み塵じんにしたその攻撃が危険であることを察したのか、グラフ……くまざるさん（仮）は俊しゆん敏びんな動きで弾だん幕まくの範はん囲いから逃のがれる。

　目標を失った弾丸が、破は砕さい音と共に山やま肌はだを削けずり落とす。軌き道どう上にあった木が穴だらけになったのはもちろん、根を支える土を失った木々がドミノ倒だおし式にめきめきと倒れていく。

「ふん──ちょこまかと！」

　なんだか活き活きしてる水瀬さんが、右手で円をいくつも描えがいていく。円が結ばれた場所から、次々に雨雲が発生していく。
















　水瀬さんがそうしている隙すきに、くまざるさんがこっちを見た。うひゃあ。

　ペンを動かし続けるわたしに向かって、くまざるさんがへし折った木を思いっきり投げつけてくる。うひゃひゃあ。

　迫せまる木を見て、ちょっとだけ身が竦すくむけど、スケッチの手は止めない。逃にげない。

　だって──

「雪子さんに手ェだしてんじゃねえっ！」

　壱彦くんが、守ってくれるからね。きゃああ、壱彦くん格好いいーっ！

　だっ、と跳とんでわたしに迫る木の横へ──そして、体を捻ひねって打ち下ろされたハンマーみたいな蹴けりの一いち撃げきが、強制的に木を叩たたき落とした。叩き落とされた際に生まれた風でわたしのフードがなびく。

「よっ、と」

　そして着地した壱彦くんは、わたしが抱かかえなきゃなんないぐらいの太さ、かつ私の身長の倍はある長さで、相当な重量のはずの木の幹を、片手でひょいと上に放り投げ──

「そら返すぞ熊ゴリラぁ！」

　落下してきた木の幹を、くまざるさんの方へと蹴り飛ばした。

　もちろん、ただの人間にそんなことができるはずがない──いや、壱彦くんなら素すの状態でもやりかねないけど、そうじゃなくて。

　あれが、壱彦くんのグラフィティ〈四し頸けい〉の能力。

　単純な身体強化能力じゃなくて、『頸けい』っていうのを扱あつかえるようになったって言ってた。

　中国拳けん法ぽうとかで言うところの『氣き』とか、そんな類の力をより強力にしたものらしくって、それを練って体に流すことで身体能力を引き上げることができるんだとか。

　うーん、正直よくわかんないけど、壱彦くんがカッコいいからよし！

　そして幹の返品を喰くらったくまざるさんは、お断りだと言わんばかりに腕を振ふり上げる。手首のあたりから、鎌かまのようにぎらつく爪つめが現れ、迫る幹を叩き切った。……随ずい分ぶん大きな特徴を隠かくしてたなあ。スケッチに描き足さないと。

　白本の中には、くまざるさんの姿。ただし、何もない心臓から右肩の部分にかけては、鎧よろいのようなものを装備させた。その姿は、まるで戦士。これで、ちょっとは自然になった。

　──ちなみに、わたしだって遊んでいるわけじゃない。これはグラフを封印するのに欠かせない工程だ。

　二次元より不完全さを伴ともなって現れるグラフは、『絵』や『文章』と言った形で『完成』されることで、二次元上に縛しばりつけられるという性質を持っている。

　これがいわゆる、グラフの封印だ。

　その際に必要になってくるのは、確かな表現力と自由な発想。

　グラフをそのままスケッチしても完成しているとは言えない。なぜなら、グラフが必ず持つ欠落部位こそグラフの不完全さそのものなんだから。

　その欠落部位をいかに自然に補うか。封印班はそこを問われる。

　ちなみにこの白本には、人類初のイレイザー、かの英えい雄ゆうのグラフィティである〈禁術教典マビノギオン〉、そのページのコピーが使われているため、普ふ通つうの紙よりはグラフの封印をし易やすくなっている、らしい。技術開発室最大の発明とかって言われているアイテムだ。よくわからないけど、出しゆつ自じが同じだから親和性が高いってことなのかな……？　ううん、難しい。

　それはさておき、絵で封印するときは文章に比べて必要な道具も多いけど、下書きがすんじゃえばほぼラインを塗ぬって色を着けるだけ。もちろんいろんな角度から複数枚描えがかなくちゃいけないから、ある程度の時間はかかっちゃう。

　けど、わたしには頼たのもしいボディーガードがいるから、安心して絵を描くことができる。

　グラフが壱彦くんの反はん撃げきを防いでいた間に、準備を終わらせたらしい水瀬さんが右手を振り下ろす。

「喰らえ！」

　水瀬さんの周囲に浮うかんだ無数の雨雲から、さっきの五倍はあろうかという水の弾幕が放たれる。雨っていうか、もはや豪ごう雨う。

　……封ふう印いんする気あるのかなぁ？　まともに当たったら多分消えちゃうよ？

　さすがに喰らってはたまらないと踏ふんだのか、くまざるさんが跳ちよう躍やく。水の弾幕の範囲から逃れはしたものの──

「ふん、空中では動けんだろう！」

　右手に雨雲を収束させる水瀬さん。が、そこでくまざるさんが予想外の動きをした。

　尻尾しつぽの先端──尖った部分が、指のようにがぱっと開いたのだ。

「──チッ」

　先の展開を察して舌打ちを残した水瀬さんが、平上さんの側へ一歩動く。瞬間、弾丸みたいな勢いで、尻尾が二人目がけて伸のびた。迫る爪のような尻尾の先端は、しかし──

「〈十球儀イクスフイア〉！」

　展開した平上さんの〈十球儀イクスフイア〉に阻はばまれる。けど、開いた尻尾の先端が、ぎしりと結界を鷲わし摑づかみにする。

　……まさか。緩ゆるくたわみ気味だった尻尾がぴんと張ったのを見て、わたしはくまざるさんが何をしようとしているのか分かった。

「！　平上！」

「わかってます！」

　水瀬さんが警告、平上さんが答え──突とつ如じよ、伸びていた尻尾が、巻きとられるメジャーのように素早く縮む。

　そして二人に迫るくまざるさんが、勢いの乗った右手を振り下ろそうとして──

「そこっ！」

　真横から叩きつけられた結界に、トラックに轢ひかれたように吹ふき飛ばされた。

　平上さんのグラフィティ、〈十球儀イクスフイア〉は、相手の攻こう撃げきを防ぐ盾たてだけじゃなく、遠心力をつけて相手にぶつけて攻撃することもできる便利な能力だ。ただ、やっぱり球体だから攻撃力にはやや欠ける、のかな？

　吹っ飛ばされたくまざるさんが、体勢を立て直す。ただ、全身がさっきより薄うすくなっているように見えるのは、錯さつ覚かくでもなんでもない。

　グラフはダメージを受けると、二次元側へ強制的に押し返される。血などが出ない代わりに、立体感を失っていくのだ。

　そしてダメージを与あたえ続けて、封印をせずにセカンドハーフこの世界から強制的に追い出すというのが、いわゆる『撃げき退たい』だ。

　ただ撃退したグラフは死んじゃうわけではなく、あくまで押し返されるだけ──つまり、いずれまた出現する可能性もあるということだ。

　加えて高い知能を持っている個体であれば、こちらの情報を持ち帰ったうえで対策をしてくることすら考えられるため、強力な個体であるほど封印することが推すい奨しようされている。

　以前それで、他の支部が痛い目を見たことがあるらしいから。

　……とはいえ、今回の封印命令は、水瀬さんの自じ業ごう自得だろうけれど。

　さて、下書きは大体できた、かな？

「朝森さん！　あとどのぐらいで完成する？」

　水瀬さんが、こちらを見ずにそう訊たずねてくる。

「じゅ……十五分、くらい？」

「十五分ぐらいだとよ！」

「了りよう解かいした──ならば、まずは奴やつの機動力を奪うばう」

　頷うなずいた水瀬さんが左手は上へ、右手はくまざるさんへ向ける。

　左手から浮かぶ雲はふわりと上空を覆おおい、右手の雨雲からは水の弾丸が放たれる。

　再び跳躍して逃げようとしたくまざるさんだったけど、

「にがさ、ないっ！」

　弧こを描いて迫る結界が、くまざるさんの進行方向を塞ふさぐ。結界に衝しよう突とつし、動きの止まったくまざるさんを〈天水創造レイニーワークス〉の弾丸が打うち抜ぬいた。

　左手と、左脚あし、そして脇わき腹ばら──それぞれを貫つらぬかれて、立体感を失って、ぼやけた輪りん郭かくのみと化す。輪郭になった部分はもはや使えないから、これでくまざるさんはだいぶ動きが鈍にぶくなったはず。

　しかし攻撃の手を休めることなく、水瀬さんは両手から雨雲を呼び出し追つい撃げきする。けどさっきに比べれば随分と散発的な攻撃だ。牽けん制せい、かな？

「お、来たな」

　壱彦くんの呟つぶやきに、くまざるさんの背後へ目をやる──わたしにも、見えた。

　グラフがセカンドハーフへやってくるための入口とも、セカンドハーフの核かくとも言われる、汚よごれた虹にじ色いろの楕だ円えん──通つう称しよう、『窓』。

　グラフから一定の距きよ離りを保つ『窓』は、グラフがダメージを負うにしたがってその距離を縮めていく。

　その性質ゆえ、わたしたちにとってはグラフのダメージを示すバロメーターでもあり、封印するためにあとどのぐらいダメージを与えなければいけないかの目安でもある。

　グラフのスケッチを完成させても、それで終わりじゃない。このセカンドハーフにおいては、グラフにある程度のダメージを与え、二次元側にその存在を寄せなければ、二次元上で完成させることはできないからだ。

　大体『窓』とグラフの距離が五メートル以内ならば、封印可能圏けん内ないだ。

　……弱らせないと捕とらえられないっていうのは、どこの世界でもおんなじらしいね。

　水瀬さんが挟はさみ込むように弾だん丸がんを繰くり出すけど、くまざるさんは左手・左脚を失ってなお、右脚と尻尾を使って器用に避よける。

　──ふと、気づく。

　向こう側から聞こえる雨音。一いつ瞬しゆん、視線を向こう側へやって──え、と言葉を失った。

　……み、水瀬さん、なにやってるの……？

　あんぐりと口を開けてしまった後、水瀬さんの狙ねらいに気づく。あの弾丸の放ち方は、攻撃じゃなくて──誘ゆう導どう。

　ただ、やりたいことが分かっちゃっただけに、不安は拭ぬぐえなかった。

　くまざるさんが、撃退されちゃうかもしれない……。

　あれって大だい丈じよう夫ぶなの、と壱彦くんに訊ねる前に、それの前まえ触ぶれがやってくる。

　地鳴り。震しん動どう。ズズズズズ、という不ふ穏おんな音がして──

「ふん、思ったよりも時間がかかったな──山を崩くずすのに」

　にやりと笑みを浮かべた水瀬さんの視線の先には、山頂付近を削けずり続ける雨雲があった。しばらく前に飛ばしていた、水瀬さんの雨雲だ。

　そんな高い所にある場所を、水瀬さんのグラフィティで削り続ければどうなるか。

　──轟ごう音おんと共に土ど砂しや崩くずれが発生し、大木・岩石入り交じる土色の波が、真下に追い込まれたくまざるさんを吞のみ込まんと駆かけ下りる。

　気のせいか、くまざるさんがぎょっとした顔をしたように見えた。

　そして逃にげようとしたところで──横から迫せまった平上さんの結界が広がって、くまざるさんを弾はじき飛ばさずに包み込む。捕らえられたくまざるさんに、平上さんが呟いた。

「大人しくしててね？」

　微笑ほほえんだ瞬しゆん間かん、その結界もろとも、土ど石せき流りゆうがくまざるさんを吞み込んだ。

　静せい寂じやく。

　……グラフを封印するために山を崩すなんて、水瀬さん何考えてるんだろう？

　ここは二・五次元上だから、三次元の世界には影えい響きようがないっていっても……その辺の考え方の吹っ飛び具合が、一級の一級たる所以ゆえんなのかもしれない。

　心配なのは、くまざるさんだ……多分、無事ではあるんだろうけど。かろうじて『窓』は目に入るから。消えているなら、『窓』もろとも消しよう滅めつするはずだし、ね。

　あれだけの量の土石流に生き埋うめにされてたら、〈十球儀イクスフイア〉を破ったところで身動きとれないだろうから、これであとはわたしの絵の完成待ちだ。

　結構、あっけなく──この日の戦いは、幕を閉じたのだった。

　　　　◆◆◆

　あのグラフが生き埋めになってから数分後。

　雪子さんの作業が終わったらしく、最後に表紙に題名を書く。グラフに名前を付けることが、封印するときの最後の作業なのだそうだ。

　タイトルは、『森の戦士』。

　途と端たん、白本が淡あわい虹色の輝かがやきを放ち、グラフが埋まっているあたりから立ち上った光の粒りゆう子しが、白本へと収束する。

　パラパラパラ、と空中で独りでにめくられていった白本がぱたん、と閉じ、光が消失。

　白本が、グラフの能力を封ふうじた『禁書』へと変化した瞬間だ。

　それが手元に帰ってくるや否や、雪子さんはリュックから取り出した分厚い革のカバーをかぶせる。これで、封印は完かん了りようだ。

「お疲つかれ様です、雪子さん」

「……ぉ……さぁ……」

「おつかれさま、だとさ」

　すかさず壱彦先輩が通訳に入る。

「ふっ。大したことなかったな」

　封印の完了を見届けた水瀬先輩が、金きん髪ぱつをふわっと搔かき上げて勝ち誇ほこる。

「ちょっとやり過ぎじゃないですか？　これ。いくら影響ないっていっても」

「構うまい、こいつらを止めるためなら私たちの行動は全てが正当化される」

「一番危ない人の発言ですよそれ」

　やれやれと言わんばかりの新奈にも、水瀬先輩は動じない。

「ところで──どうだ、口原。私と貴様の力の差が分かったか？」

　全員の視線が、最後方にいたあたしに向いた。

　話を振ふられたあたしは──

「そう……ですね、よく、分かりました」

　素直な感想だった──力の差はよくわかった。

　あたしと水瀬先輩の力の差も──水瀬先輩と、笹宮先輩との力の差も。

　どう思ったのか、水瀬先輩は上じよう機き嫌げんであたしを見下す。

「ふん、そうだろう。貴様が私に勝とうなどと百回生まれ変わっても不可能──」

「あ、いや」

　その言葉に、思わず異議を申し立てていた自分にやや驚おどろいた。自分の言葉を止められてイラッとした風な水瀬先輩に少し怯ひるんだけど、今いま更さら言葉を止めることもできずに、あたしは考えていたことを、はっきりと口にする。

「今度の決けつ闘とうで、水瀬先輩には……勝ちます」

　──その場の全員が、息を吞んだ。鼻はな白じろんだ風に、水瀬先輩だけが言葉を発する。

「……貴様、本気で言っているのか？」

「はい」

「山すら崩せない貴様のグラフィティで、私に勝てるとでも？」

「……決闘の内容って、山を崩せるかどうかでしたっけ」

　揚あげ足を取ったあたしに、水瀬先輩は苛いら々いらとこめかみをひくつかせる。

　なんだろう、この気持ち。確かに、水瀬先輩は強い。それは紛まぎれもない事実。

　──だけど、ああそうか。やっとわかった。さすがにこれは口には出せないけど、あたしは自分の思っていることに気づいた。

　だからこそ、言える。

「全力で、勝ちに行きます。今度の決闘、負けません」

　水瀬先輩の目を、まっすぐに見つめる。水瀬先輩もまた、あたしを見て──

「……ならば、私は全力で叩たたき潰つぶしに行くだけだ。完かん膚ぷなきまでに敗北させてやるから覚かく悟ごしておくといい」

　帰るぞ、と言って歩き出した水瀬先輩とすれ違ちがう。

　……ふぅ、と張りつめていた気が抜けた。

「突とつ然ぜんどうしたの？　琴ちゃんってば」

　あたしたちの様子を無言で見守っていた新奈が、不思議そうな表情で訊ねてきた。

「確かにな。俺はてっきり意気精しよう進じんしてるかと思ったんだが」

「精進してどうするんですか……」

「意気消しよう沈ちんって言いたかったのかな？」

　壱彦先輩って本当に色々駄だ目めだよね……。

「ん、んー……どうしたって言われると、ちょっと困るんだけど……意外と、勝てないこともないのかなって、思って。あ、もちろん調子に乗ってるわけじゃないですけど」

「そりゃ、なんでまた？」

　壱彦先輩の言葉に、目を逸そらしながら答える。

「……えっと、多分、この間の首長竜りゆうに遭そう遇ぐうする前なら、多分みんなの予想通りに凹へこんでたと思うんですけど」

　──あたしは、あの時見てしまった。

　今回とは、封ふう印いんと撃げき退たいという面において全然違う戦せん闘とうの仕方だったけれど──それにしたって圧あつ倒とう的てきな、実力の差。

　笹宮先輩が、全然本気を出さないままに、力押しで首長竜を撃退してしまったあの力。

「──あれに比べれば、意外と、超こえられない壁かべでもないのかもしれない、って思ったの」

　ぱちくりと目を瞬しばたたかせてる三人に見られているのが恥はずかしくなってきたから、あたしはサイドテールを揺ゆらして歩き始める。

「さ、行こ？」

　三人の返事を待たずに、あたしは少し、小走りに出口へ向かう。

　心の内に浮うかんだ強気な自分を、少しでも長く維い持じしていたかったから。

　　　　◆◆◆

　……琴ちゃんがあんなことを言うとは思わなかった。

　支部へ帰る車に揺られながら、わたしは今日の出来事を振り返る。

　わたしたちが出口に到とう達たつするかしないかのときに、セカンドハーフは消滅した。グラフが封印ないしは撃退されてから、時間差で消滅するようになっている。崩された山はもちろん元通り──というか、三次元側に被ひ害がいは届かないから当然なんだけど。

　グラフ出現前に潰せば被害は出ない、災さい厄やくの卵。それがセカンドハーフというものだから。

　二十分もすれば規制は解除されるから、あの場所はもう車で渋じゆう滞たいしているころだと思う。

　とはいえ、そんなことはどうでもいい。重要なのは琴ちゃんだ。

　どういう心境の変化か、琴ちゃんが随ずい分ぶんとやる気になっていた。反対に、意気消沈させることに失敗したばかりか、揚げ足を取られたふぅ先輩は不ふ機き嫌げんそうに車の肘ひじ掛かけをコツコツと叩いている。

　二列目で隣となりに座ってる雪子さんが、萎い縮しゆくしたように小さい体をさらに縮めていた。

　そんな雪子さんの手には、バインダーと一枚の画用紙。それから、ペン。時折さらさらと聞こえるのは、雪子さんがペンを走らせているから。

　これは、雪子さんなりの決まり事らしい。セカンドハーフでの戦いが終わった後は、その時の様子を絵に残しておきたいそうだ。

　むふーっ、と息をつく声がしたので、三列目に座ってるわたしは、後ろから訊たずねた。

「雪子さん、見せてもらってもいいですか？」

「……ぁい」

　手て渡わたされたバインダーの中に描えがかれていたのは──

「……わぁ、上手じようず」

　思わず漏もれた感想が聞こえたのか、雪子さんが恥ずかしそうにフードを引っ張る。

　山を背景に、横に集合したわたしたちの絵。山の木が一部へし折れてるのは、あのグラフ──『森の戦士』がいたことを示してるのかな。

　一番左には、琴ちゃん。そっぽを向いて無表情だけど、なぜだか暗い雰ふん囲い気きではないのが不思議だ。

　その隣に、わたし……って、ちょっと。わたしの胸、こんなにおっきくないよ!?　雪子さんにはこんな風に見えてるってこと？　恥ずかしいなあ……。

　で、真ん中にはふぅ先輩。金髪を搔き上げる姿は凜り々りしいけど、どこか表情に無理があるような……そう、苛いら立だちを無理やり抑おさえてるような表情だ。いちいち、表現が細かい。

　ただ、その隣にいる人物が謎なぞ過ぎた。

　一番右端にいる雪子さんの頭に手を置いているのは、制服の袖そでを肘ひじまでまくり上げた大おお柄がらな青年。引くほど爽さわやかなスマイルは、一周回ってこっちを見るなと言いたくなるレベルだ。

　こんな人、わたしたちの中には……いや、消去法で予想はつくけど。

「……あの、雪子さん。これ誰？」

「……ん」

　右から二番目の人物を指さすと、ちょっとむっとした風に助手席を指さした。

　そこに座っているのは、壱彦くん。

　……デスヨネー。

「そっかぁ……」

　わたしは雪子さんにお礼を言って絵を返す。

　ぼふっとシートに体を預けて、ふぅーっとため息をつく。

　雪子さんには、壱彦くんがああいう風に見えてるわけだ……。前に絵を見せてもらったときは、まだもうちょっと普ふ通つうだったと思うんだけど。

　絵を見て一目でわかる好意の量だった。

　力の入れ方が違い過ぎじゃない、雪子さん……。








第四章　芽生え始めた力と心






「さて、今日の特訓はちょっと趣しゆ向こうを変えてみようか！」

　銀しろがねくんが開口一番そう言った。

「い、いきなり……どうしたんですか？」

　口くち原はらちゃんの特訓を始めて八日目、時刻は朝九時。場所は珍めずらしく笹ささ宮みや室。

　ここにおるんは、今日はナース服に白衣の気分なウチことみよりと、口原ちゃんに銀くん、そしてこの部屋の実質的な主あるじである中なか滝たきさんだけ。壱いち彦ひこくんと平ひら上かみちゃんは、昨日の戦闘の報告書を書き上げるって名目で水みな瀬せちゃんに拉ら致ちられていったらしい。噂うわさの年上ロリこと雪ゆき子こさんには、今日もお目に掛かかれず。むむ、エンカウント率低いね。

「文字通りさ。まあ最近体動かしてばっかりだったし、たまには頭を使おうかって話」

　言い終わると同時に、来客用の机にどかっ、と紙かみ袋ぶくろを下ろす。

「えっと、今日いつもの訓練やらないんですか？　調子よさそうなのに……」

「昨日の夜もそんなこと言うとったね？　なんかいいことでもあったがけ？」

　──水瀬ちゃんから誘さそわれて、セカンドハーフへ行ったのが昨日の話。それから帰ってきた後は、やけにやる気があったみたいやったから、気にはなっとったがよね。

「えっとですね──」

　口原ちゃんが話してくれたことによると、水瀬ちゃんの実力は確かにすごいものやった。けど、銀くんと比べると、超こえられない壁かべでもないかもしれない、と思ったらしい。

　それを聞いた銀くんは──

「やる気があるのは結構だけど、油断するなよ？」

「して……ませんよ」

「お前みたいなポンコツがあいつに能力だけで敵かなうなんて思ったら大おお間ま違ちがいだぞ？」

「あたしのやる気を根こそぎへし折ってどうするんですか……」

　見る見るうちに口原ちゃんの覇は気きがすり減っていく。

　とはいえ、自覚のあるなしにかかわらず、今の口原ちゃんは虎とらの威いを借る狐きつねやちゃ。

　ま、やる気がすり減るだけっていうんもちょっとアレやちゃね。

「口原ちゃんは気弱を直したいみたいやけど、気弱は決して悪いことでもないがやぜ？」

「え、でも……それだと萎縮しちゃって、戦えないんじゃ……」

「違うな。強気な奴やつでも弱気な奴でも、戦うときに必要なのは戦う覚悟だ。性格はそんなに関係ないよ」

　銀くんがそう言ったので、ウチも続ける。

「強気なんは確かに悪くないけど、気弱やからこそ周囲の危険には敏びん感かんになる。グラフと戦って無事に戻もどってくるためには、むしろ必要不可欠なものやちゃね」

「注意力の強い奴、戦場で生き残るやつってのは大たい概がい、臆おく病びよう者なんだよ。よく言うだろ？」

　ステレオで諭さとされた口原ちゃんは、目を回しにかかっとった。

「き、気弱なまま……臆病なまま戦う覚悟……？」

　そんな様子を見た銀くんが苦笑しつつ、持ってきた紙袋の山を差す。

「まあ、だから今日は水瀬に勝つための作戦を練ると同時に、こいつを読んで応用力を高めようかって思って持ってきたんだ」

　そう言って銀くんが取りだしたんは──

「あら懐なつかしい。昔図書館で読み耽ふけっとった漫まん画がじゃないがけ」

「名作ぞろいですよねえ」

　両手にずらりと並んだのは様々な漫画の単行本。どれも能力バトルものやった。それを見た口原ちゃんが、正気に戻ってぽつりと一言。

「……え、いやあの……遊んでる場合じゃないと思うんですけど……」

「まあまあ、一応理由があるんだ、これにも。水瀬みたいな堅かた物ぶつは否定しがちだけど、漫画から得る知識ってのも案外馬ば鹿かにできないもんだぞ？」

「グラフィティ自体が既すでに空想の産物みたいなもんやからねぇ。訓練期間の真ま面じ目めな座学よりかは、漫画みたいな雑で荒あらっぽいやり方が参考になることも案外多いがんやちゃ。似たような能力を使うキャラがおったら、そこから色々ネタを持ってこれるからね」

　再びウチら二人から同時に諭され、しかしまだ納得がいかないのか、口原ちゃんはぼそぼそと反論する。

「……物質を三センチ弾はじくなんて能力を持ってるキャラがいるとは思えないんですけど……」

「あくまで参考の話だっての。それとも、よっぽど嫌いやな理由でもあるのか？」

　じっ、と銀くんに見られて、言葉に詰つまる口原ちゃん。多分、口原ちゃんが断ったなら、銀くんは要望通りに訓練室に行くんやろう。強制を促うながす視線じゃなく、問いかける目やし。

　銀くんなりに、考えがあっての今回の訓練。それを口原ちゃんも理解しているからこそ、彼女は即そく答とうできんがやろうね。

　そして──

「……わ、分かりました。笹宮先せん輩ぱいに従います。わがまま言って、ごめんなさい」

　ぺこり、と頭を下げた口原ちゃんにほっとしたような表情をした銀くん。

「いや、別に謝れって言ったつもりはないけどな」

「それで、どれ読めばいいですか？」

「これなんかどうよ？　一つの能力でできることが滅め茶ちや苦く茶ちや幅はば広いって漫画なんだけど」

「あー、それ面白いがんよね」

「これですか？　あたしも少し読んでたけど、伏ふく線せん張る期間長いからちょっと離はなれちゃったんですよね……ちょっと！　空間に扉とびら作るとか反則じゃないですか！」

「な、面白いだろ？」

　ウチら三人が、それぞれに思ったことをあーだこーだと口に出す。

　今日の訓練は、賑にぎやかなことになりそうやった。

　　　　◆◆◆

　……少し、思いあがってたのかな。

　漫画を読みながら、さっきまでの自分を見直してみた。漫画の中で調子に乗って失敗する味方サイドの人間があたしと似たようなセリフを言っていて、かなり恥はずかしかった。

　あたしと水瀬先せん輩ぱいの力の差が開いているように、水瀬先輩と笹宮先輩にも力の差は開いている。だけど、それは別にあたしが勝てるかもしれないなんて理由にはなりえないことを、今いま更さらながらに悟さとった。

　笹宮先輩に勝とうと思うならば、確かに水瀬先輩に勝つことの方がハードルは低く見える。でもそれは、超えられない壁が高すぎる壁に変わった程度に過ぎない。

　水瀬先輩は、今のあたしでどうこうできる相手じゃ、ない──

　そう結論を出して、ちょっと精神的に沈しずんだ状態で、漫画を読み始めて二十分ほどが経たった頃ころ。突とつ然ぜんみよりさんのスマホが着信音を鳴らした。

「もしもし？　……あ、了りよう解かいやちゃ。そしたら今から行くし、うん、よろしくねー」

　スマホでの通話を終えたみよりさんがナース服のポケットにそれをしまい、ドアノブに手をかけながら振ふり向いた。

「ごめーん、ちょっと用事できたから外出してくっちゃー」

「はい、行ってらっしゃい」

　あたしはそう口にしてみよりさんを見送った。

　扉が閉じ、部屋の中にはあたしと笹宮先輩の二人だけ。いや中滝さんもいるけど、こっちのことにはほぼノータッチだから……。

　……うわ、どうしよう。何話せばいいかわかんないんですけど……！

　みよりさんが行ってしまったのをきっかけに、あたしたちの間には沈ちん黙もくが下りる。ぱら、ぱら、という漫画のページを開く音だけが、部屋の中に静かに染みていく。

　……い、居い心地ごこち悪いよ……そうだ、何か質問を！

「しゃさ宮せんぱっ……」

　……緊きん張ちようしすぎて嚙かんだ。

「……何、緊張してんの、お前？」

「い、いやっ、そのっ……べ、別に緊張しているわけじゃ……っ」

　もぉー、恥ずかしい……顔真っ赤だよ。頭を振って、質問のために再度口を開く。

「さ、笹宮先輩って、なんでそんなに弱い能力が好きなんですか？」

　素直な疑問だった。普通は、強い力とかが好きだって人が多いはずなのに──そう、例えばあたしみたいに。

　派手で、格好良くって。敵を寄せ付けない圧あつ倒とう的てきな強さ。

　──笹宮先輩が持ってる〈七式セブンス・アクター〉なんて、まさにそれを体現したようなグラフィティだ。

　あたしの質問に対して、意外にも、笹宮先輩は考えるように天てん井じようを見た。

「ふぅむ……あんまり、そういうの訊きいてくる奴っていなかったからな──どっちかっていうと、なんであんな強い能力が不満なんだって訊いてくる奴がほとんどだったし」

　そして、少しの間目を瞑つぶって──

「やっぱ、夢ってのもあるかな。それに、格好いいじゃん」

「弱い能力が？」

「正確には、弱い立場にいるやつが、知ち恵えと工夫を凝こらして逆転するのが、だな」

　ニヤリと笑いながら、笹宮先輩が訂てい正せいしてくる。

「だって、工夫と覚かく悟ごが実力を塗ぬり替かえるとか、最高に熱いじゃねーか」

「そう……かもしれないです、ね」

「ま、自分じゃそれができなくなったから口原にやってもらおうと思ってるわけなんだけどな。逆に、口原はなんで強い能力に憧あこがれてるんだ？」

　……え。あたしは思わぬ質問に一いつ瞬しゆん思考を停止させてしまった。で、言葉に詰まった挙句、あたしが捻ひねりだしたのは──

「だって……強い力を使って格好良く戦えたら、気弱な自分も変えられると思って」

　そんな子供みたいな一言に、笹宮先輩はこう言った。

「そんなもんかね？　確かに強い力は、派手だし戦いやすい。けどそれゆえに、手に入れたやつは力の工夫を怠おこたる。そうして足元を掬すくわれる」

　俺が言えた義理じゃないけどな、と笹宮先輩は、珍しく自じ嘲ちようの笑みを浮うかべた。

「で、そういう奴らは死んじまうか、生き延びても敗北に身を震ふるわせる。間近で感じた死の恐きよう怖ふから逃にげるように組織から抜ぬけていった優ゆう秀しゆうな奴らを、俺は少なからず見てきたよ」

　わずかに憂うれいを帯びた声こわ音ね。室長が──笹宮先輩が、珍めずらしく表に出した苦く悩のう。

「だから結局のところ、必要なのはやっぱり覚悟なのさ。能力の強弱に関係なく、たとえ死にかかってもまだ戦える覚悟がな」

　だからこそ、と笹宮先輩は言葉を続ける。

「首長竜りゆうと戦って死にかけて、組織の中でもボロッカスみたいな扱あつかい受けて、それでもまだ戦う意思のある口原は絶対に強くなれる──自分を変えられる。俺が保証してやるよ」

　──そんな言葉が、不覚にも、あたしの涙るい腺せんを緩ゆるめた。慌あわてて、漫画で顔を隠かくす。

「……その、自信は一体どこから、くるんで、すか……」

　声が震えているのに、気づかれないだろうか。

「今までの口原を見てきたからだよ。あんなに頑がん張ばってるところを見せられたら、教える側としては期待せずにいられないさ」

　そんな、一歩間ま違ちがえればプレッシャーにもなりそうな言葉も、なんだか今はすとんと胸に落ちてきた。涙腺をぎゅっと締しめて、漫画の上の方から目だけを出す。

「……やっぱり、笹宮先輩のことは、ちょっと苦手です」

「ありゃりゃ。そりゃ悪かったな」

　肩かたを竦すくめた笹宮先輩が、手元の漫画に目を落とす。

　そしてあたしは、聞こえない程度に、ほんの少し、口を動かす。

「……苦手、なんだけどなぁ……」

　ぽつりと呟つぶやいたその一言は、笹宮先輩の耳には届かない。

　それでよかったけど、ちょっぴり残念でもあった。

　──ふと、頭に思い浮かぶ光景は、あたしと笹宮先輩が初めて会った時のこと。

　抱だき上げられていたんだ、と今更ながらにちょっと意識して──あの時の笹宮先輩の横顔が、なんでかなかなか、頭の中から離れてくれなかった。

　　　　◇◇◇

「じゃじゃじゃじゃーん！　たっだいまーっ！」

「わぁっ!?」

　突とつ然ぜん扉とびらを開いて帰ってきたみよりさんに、あたしはびっくりして声を上げる。

「おかえり、みよりさん」

「いやー、ごめんね、待った？」

「ほんの一時間ぐらいじゃないですか。で、例のブツ、できてました？」

「もっちろんやちゃ！」

　二人が、あたしに意味の通じない会話をする。何かを取りに行ってたってことかな？　そう思って見ると、みよりさんの手にはなにやら布の巻かれた、細長い何かが握にぎられている。長さから察するに、竹刀しないとか？　二メートル……も、なさそうだけど、かなり長い。あたしの身長と同じぐらいはあるかもしれない？

　そんな風に考えていると、笹宮先輩とみよりさんが揃そろってあたしに視線を送ってきた。なんか妙みようにニヤニヤしてて、あたしは思わず立ち上がって一歩後ずさる。

「な、なんですか……？」

　じり、と一歩詰めよってきた笹宮先輩が、みよりさんから受け取った白い布の包みを、ずい、と差し出してきた。

「ここまで頑張ってきた口原への、プレゼントって奴やつだ」

「え、ぷ、プレゼント……？」

「そう。みよりさんの従兄いとこ──技術開発室に頼たのんで作ってもらった。グラフィティを最大限有効活用するための、口原専用の武器だ」

　──あたし専用の、武器……！

　あまりにも甘美な響ひびきに、あたしはむしろ疑わしく思って手を出しあぐねる。

「ほ、本当に、こんなのもらっちゃっていいんですか？」

「むしろ口原専用だから、他の奴に渡わたしたって意味ないんだよ。ほら、受け取れ」

　ずずい、とさらに差し出されたその武器を、あたしは恐おそる恐る、両手で受け取った。ずしり、と心地ここちいい重みがあたしの腕うでにのしかかる。

「こ、これって……なんなんですか？　形状から察するに、剣けんとか？」

「まあ、開けてみろよ」

　するり、と布の端はしをほどいてみた。緊張とワクワクで、心臓の高鳴りが止まらない。

　端から現れたのは、どこかで見覚えのあるＪ字の持ち手。……ステッキかな？

　その持ち手を持って、布からあたしの武器を引き抜く。

　そして現れたのは──




「びっ、ビニール傘がさぁっ!?」




　折りたたまれた透とう明めいなフィルム、それを支ささえる銀色の鉄骨。そして見覚えがあるどころじゃないＪ字の持ち手──どこからどう見てもビニール傘である。

「ちょっこれ！　武器って言うか日用品じゃないですか！」

「ちっちっち。もちろんただのビニール傘じゃないがんよ、口原ちゃん」

　予想を見事に裏切られてパニックを起こしたあたしに、みよりさんが説明してくる。あ、もしかして、見た目がビニール傘ってだけで何か特とく殊しゆな力が──

「透明性と強度を両立したフィルムに、ウチの従兄のグラフィティによって強化された鉄骨。そんじょそこらのビニール傘とは比べ物にならん耐たい久きゆう力を持っとるよ！」

「ということは、これを構えれば敵の攻こう撃げきを防ぐことが──」

「できるわけないだろ。市し販はんのビニール傘よか丈じよう夫ぶって程度だぞ」

「じゃあ何のために作ってもらったんですかこれ！」

　思わず声を荒あらげるけど、笹宮先せん輩ぱいは全く動じない。

「それで攻撃を防げるかどうかは口原次第ってこと」

「？　あたし、しだい……あっ」

　あたしは、ふと今までの訓練を思いだす。

　──そうか、このビニール傘の使い方は……。

「気づいたみたいだな？」

　笹宮先輩が、にっと笑う。

　あたしは、こくりと頷うなずいた。

「じゃ、実じつ践せんしてみようか？」

「……はい？」

　言うが早いか、笹宮先輩の後ろには、すでに剣が舞まっていた。

　細い刀身の、どう見ても打ち合いには向かないレイピア。ごつい刀身を持つ片かた刃ばの直ちよく刀とう。波打つ刀身を持つフランベルジュ。細かい説明は不要な日本刀。細かい説明は不要な日本刀。幅はば広ひろで薄うすい刀身と短い柄つかを持つ柳りゆう葉よう刀とう。

　各々に全く違ちがう能力を持つと言われる、笹宮先輩の代名詞、六本の剣〈七式セブンス・アクター〉。

　……あれ？　前に見た時は混乱してたけど、よく見たらこれ『七』式なのに──

「六本しかないんですか!?」

「そこを突つっ込こまれると、俺は何も言い返せないんだよなあ」

　肩を竦めて笹宮先輩が苦笑い。

「それになんで日本刀が二本あるんですか！」

「そこまでが、俺のグラフィティを見た奴のテンプレだ」

　あぁあ、なにこのツッコんだら負けな感じ……！

　じゃ、なくて。

「あ、あの……笹宮先輩？　実践って、いったい何を……」
















「もちろん、その新兵器の使い方ってやつ」

　言いながら、ちょっとバックステップを取った笹宮先輩は背後から一本の剣を取って構える。中国刀。その剣の能力は、助けられた時に見た。首長竜に止とどめを刺さした、『飛ぶ斬ざん撃げき』の剣。

「え、いやあの、ちょっと待ってください心の準備が──」

「それは困った、口原が防いでくれないとこの本部棟とうが真っ二つになりかねないな」

「銀くんっ!?」

「……笹宮室長？」

「大だい丈じよう夫ぶですってみよりさん、中滝さんも。もちろん冗じよう談だんですから」

　珍しく焦あせったような声を出したみよりさん、そして物々しい雰ふん囲い気きを感じ取ったらしい中滝さんにも、にこっと笑う笹宮先輩。

「威い力りよくは抑おさえますんで──真っ二つになるのは、最悪この部屋だけですよ！」

「銀くぅうんっ!?　それ本当に大丈夫ながけ!?」

「分かりました、最悪笹宮室長の給料から修理代を天引きしておきますので」

「口原、目を逸そらすなよ？　傘かさ、開け！」

　あ、笹宮先輩、本気だ。

　頭をよぎった、訓練の風景。あたしはいままで、何をしてきたのか。

　この手に持ったビニール傘で、どうすればいいのか。

　決して広いとは言えない個人研究室の中、ほんの数メートル向こうで、振ふり下ろされる中国刀。軌き跡せきが淡あわい光を放つ。

　そして、あたしは、反射的に傘を開いて──

　　　　◆◆◆

「……合格だ」

　俺は一言、そう呟いて、〈七式セブンス・アクター〉を解除。

　──飛ひ翔しよう剣は、確かにその役を果たした。斬撃は間違いなく、口原へ向かって飛んだ。……まあ、最悪の場合を想定して傘の端、口原から逸れる方向を狙ねらいはしたけども。

　だが。

　目の前でへたり込んではいるものの、口原の体には傷一つなく。

　もちろん、新兵器である巨きよ大だいなビニール傘にすら、傷はついていなかった。

「ほら、摑つかまれ」

　手を伸のばすと、口原が恨うらみがましい目で俺を見てくる。

「……もし、あたしが防げなかったら……どうする、つもりだったんですかぁ……」

「防げない、なんてことはないと思ってたね。でも、口原はあれに対応できるだけの力は備わってるってことが証明されたろ？」

　ぱちくりと目を瞬しばたたかせる彼女へ、俺は悪戯いたずら成功、とばかりに笑みを向けた。

「自信、少しはついたか？」

　ぱくぱく、と口を開けたり閉じたり、空気を求める金魚みたいになっていた。

「……銀くんって、本当に……」

　みよりさんが、やや呆あきれたように、苦笑交じりにため息をついた。そして、その言葉の続きを、意外なことに口原が引き継ついだ。

「本当に、強引、ですね」

　でも、と続けて、

「……確かに、少し──自信、ついたかもしれないです」

　弱々しくも、口原は確かに、微笑ほほえんだ。

　よしよし、と俺は頷いて、一番弟で子しの成長を喜んだ。

「じゃあ、それを踏ふまえて打だ倒とう・水瀬の作戦を練るとしようか？　まずあいつの性格的にはだな──」

　結局、その日は、水瀬をどう倒たおすかという作戦会議で潰つぶれた。

　ただ──俺と口原のテンションは、ちょっとばかり高めだった。

　　　　◆◆◆

　そして、あっという間に残りの時間は過ぎて──いよいよ明日あしたが、決けつ闘とうの日。

　あたしたちはみよりさんの研究室で、最後のミーティングを行っていた。

「うぅ、緊きん張ちようするなぁ……」

　胃がキリキリするけど、笹宮先輩がばしっとあたしの肩かたを叩たたく。

「何言ってんだ、あれだけ特訓したし、対策も立てたんだ。水瀬に勝つためにこの二週間を費やしてきたんだし、ちょっとは自信持て」

「そう言われましても……」

「頑がん張ばってね、琴ことちゃん！　絶対応おう援えんに行くよ！」

「あ、ありがと、新奈」

「俺も行くぞ。まあ、負けても口原は問題ないんだろ？　気楽にやってこいよ」

「いや、あの……さすがにそれだと笹宮先輩に悪いじゃないですか」

　壱彦先輩の言葉にそう返すと、

「なんだよ、殊しゆ勝しようなこと言ってくれるじゃん。でも飛鳥あすかさんの言う通りだ。気楽にやれよ」

　と、笹宮先輩が笑う。

「でも、口原ちゃんには決定的に足りんあるものがあるんやちゃ」

　みよりさんがそう言うので、え、とあたしはドキッとする。

「確かに。俺も気になってたんだよ」

　笹宮先輩まで？　な、なんだろう。あたしに足りないもの──自信、かな？

「口原に足りないもの、それは──グラフィティの名前だ！」

「そっちですか!?」

「だって、ないがんやろ？　名前」

「た、確かにないですけど……でも、名前つけるほど大層な能力じゃないですし」

「何言ってるんだよ、グラフィティの名前があると使ったときの勢いが違うぞ」

「そ、そんなものですか……？」

「ってなわけで、これは俺からのもう一つのプレゼント。グラフィティの名前を考えた」

　ぴっ、と手て渡わたされたメモ用紙。新奈と壱彦先輩に見守られる中で開けば、そこには……。

「え、えぇ……っ!?　あ、あの、ちょっとこれ大おお仰ぎようすぎるんじゃ……」

「いいんだよ、お前のグラフィティちょっと効果がアレなんだから、名前ぐらいハッタリ効かせとけ」

「こ、これ公言するんですか？　う、うわぁ……で、でも、せっかく考えていただきましたし、これ、使わせていただきます。それに……」

「……いかにも中二っぽいね」

「なんでこの読み方にしたんだ？」

　新奈と壱彦先輩が後ろでそんなことを言うものだから、その先の言葉をあたしは言いだせなかった。

　……それに、ちょっと、格好いいし、とか言いだせる雰囲気じゃないよ。

　──力の使い方は、わかった。作戦も、立てた。グラフィティに名前もついた。

　これで、準備は整った。

　明日は、絶対──水瀬先輩に、勝つ！

　　　　◆◆◆

　──とうとうこの日がやってきたか。

　笹宮と約束してから二週間が経たった。日付は十二月十八日。午前十時まであと十分。

　いよいよ今日が、口原との決闘の日。

　かろうじてまだ雪は降っていないが、金きん髪ぱつを揺ゆらす風が冷たい。だが私にとっては大した寒さでもない。むしろやる気で昂たかぶっている私の体にはちょうどいいぐらいだ。

　支部へたどり着くと、いつもよりも人が多くいるような気がした。そして私を見るなり、ひそひそと話し出す。

　……なるほど、誰だれかは知らんが、私と口原が決闘するという話を広めたな？　ならばここにいる団員のほとんどは、ただの見物人ということになるな。悪あく趣しゆ味みな奴やつらだ。

　にやりと、私は口の端はを吊つり上げた──大勢の観客の前で口原をねじ伏ふせるどころか、勝利の景品として笹宮に命令までできるのだ。笑いを堪こらえろと言う方が無理な話だ。

　訓練棟一階、訓練ホールへと脚あしを向ける。そこが指定された、私と口原の決闘場だ。

　脚を踏み入れた途と端たん、待っていましたと言わんばかりの歓かん声せいが、二階の席から降り注ぐ。

「よぉ、待ってたぜ」

　ホールの中心に立っているのは、白いコートを身に纏まとった笹宮銀。そして──

「──ふん、逃にげずに来たか、腰こし抜ぬけが」

　隣となりに立っているのは、私に萎い縮しゆくしているのか、はたまたこの歓声の中心に立っているのが慣れないのか、なにやらガチガチの口原琴こと音ね。その手には、見慣れない巨大なビニール傘がさが握にぎられている。

　──私は、口原が嫌きらいだ。私と同じ最さい優ゆう秀しゆう訓練生でありながら、必要以上に臆おく病びようなこいつが。周りよりも上位に立っていて、なぜこうも卑ひ屈くつになるのか、全く理解ができない。

　だが──

「なんだ、そのビニール傘は。やたらでかいが、まさかそんなもので私の〈天水創造レイニーワークス〉を防ぐ気ではないだろうな？」

「……ひ、秘密、です。今日は……絶対、負けませんから」

　緊張しながらも私を見返す目から、つい二週間ほど前までは全く見られなかった、勝利に対する『飢うえ』のような感情を嗅かぎ取り、私はわずかに目を細める。

「ふん、生意気な」

　身長差が多少あるので、私は口原を見下して言う。

「物を三センチ動かすだけで何ができる？　貴様の小細工もろとも、私の雨で押し流す」

「……流されは、しません。あたしの防ぼう御ぎよは……絶対、です」

「はいはい、ちょっと離はなれようか」

　ぱんぱん、と私たちの間に割って入ったのは笹宮。

「ルールは、気絶するか、そのぐらいのダメージがありそうな攻こう撃げきの寸止め。あるいは降参ってことでいいな？」

「構わん」

「……はい」

「あと、口原。お前ちょっと緊張しすぎ。あれ見てみ？」

　笹宮が指さした先には、観客席の一番前で手を振る平上、落ち着いた様子で見守っている飛鳥さん、そして、チアリーダー姿の松まつ葉ばさんが、声が届かないまでも口原を応援している様子が窺うかがえた。

　それを見た口原が、ぷっ、と噴ふき出して、一度手を振ふり返し、私を見た。

　心なし、緊張がほぐれたようにも見える。仲間に応援されていると知って、やる気でも湧わいたのか？　単純な奴だ、と私は心の中で評価を下した。

「さて、せっかく集まったギャラリーだし、ちょっとは盛り上げないとな？」

　中心から等とう距きよ離りに離れた私たちの間で、笹宮がマイクを取りだした。

『よっし、じゃあ静かにしてくれよ！　早さつ速そくだけど、口原と水瀬の決闘を今から始める！』

　観客席から歓声が上がる。

『俺の右手に注目──今、俺の右手にはコインがある。月並みだけど、弾はじいたコインが地面に落ちたら決闘開始だ！』

　戦いが始まる空気を読んだのか、次第に、歓声が落ち着いていく。

　笹宮が右手の親指の上にコインを載のせると、完全な静せい寂じやくが場を満たした。

　じり、と私と口原がそれぞれに構える。

　そして、笹宮がコインを、高く弾く。その音で、あたりの空気が張はり詰つめた。

　大きく跳はね上げられたコインが、重力に引かれて弧こを描えがく。

　コインが落ちていくに従って、高まっていく緊張感。

　ピリピリとした空気に、私は思わず笑みを浮うかべ──床ゆかにコインが落ち、甲かん高だかい音を響ひびかせ──戦せん闘とう開始の、その瞬しゆん間かん。

　けたたましい警報音が、ホールに響き渡わたった。

　動き出そうとした私と口原も動きを止め、何事かとあたりを見回す。

　だが、この音量──待機当番の通信機だけじゃないな、支部全体で鳴っているのか？

　支部全体で警報が鳴るなど──少なくとも、私が知る限りでは一度もないはずだが。

　そして突とつ然ぜん警報が止やむ。一瞬の静寂を引き裂さくように、放送機器からノイズが走り──

『緊きん急きゆう事態発生、緊急事態発生。笹宮室長およびチームリーダーを務める二級以上のイレイザーは至急、本部棟とう三階・大会議室へ集合してください。その他防衛室・戦闘班および封ふう印いん班所属の団員は訓練棟一階・大ホールへ集合し、チームを組んでいる者はチーム単位で集合しておくこと。繰くり返します──』

　突然の放送に、ざわざわとその場にいた団員たちが憶おく測そくを飛ばし出す。

　この放送の仕方、ただ事ではないな──そう思った私は、「うぇっ、マジで？」とブレスレットで連れん絡らくを取っている笹宮からマイクをひったくった。

『鎮しずまれっ！』

　ホールが水を打ったように静かになった。

『憶測を飛ばすなら集合を終わらせてからだ！　今は全員、迅じん速そくに指示通りに動け！』

　私の号令に、全員が落ち着きを取り戻もどした様子で動く。

「おぉ……お前すごいな、水瀬。一言で全員動かすって」

「感心している場合か！　私たちも行くぞ！」

「はいよ……ってお前、別にチームリーダーじゃないじゃん。待機してれば？」

「阿あ呆ほう！　こんな異常事態の詳くわしい状じよう況きようを知らずにいられるか！　私には知る権利があるはずだ！　それから──分かっているとは思うが、口原！」

「決けつ闘とうは問題を解決してから……ですよね？」

「分かっているならいい。行くぞ笹宮！」

　言って、私たちは会議室へ向けて走り出す。

「……それで、笹宮。一体なにが起こったというんだ」

　階段を駆かけ昇りながら、私は笹宮に訊たずねる。さっきブレスレットで通信していた時の反応からしても、とんでもないことが起こったのは分かった。

「んー……一言で言うなら、史上最大のピンチ、かな？」

「の割には落ち着いているようだが」

「ま、会議室に行けば嫌いやでもわかるだろ。一つ言えるのは──冗じよう談だん抜ぬきで、お前らの決闘どころじゃなくなるかもしれないってことだな」

　珍めずらしく真顔でそんなことを言う。おかげで、妙みようにその言葉が現実味を帯びて聞こえた。

　しかし、私がいればどのような事態も問題ではあるまい。

　そう思っていたのだが──会議室にたどり着いた瞬間、その認識は即そく座ざに改められることになる。

　　　　◆◆◆

「な……なんだ、この数は……っ!?」

　二級以上のチームリーダーが集まった会議室で、水瀬が思わずといった調子でうめき声を漏もらす。他の連中も、それと似たり寄ったりの反応をしていた。リーダーだけあって取り乱してる人は少ないけど、絶句してる人はかなりいる。

「おいおい、なんだこりゃ」

　追い付いてきた飛鳥さんまでも、そんな呟つぶやきを漏らした。

　会議室の正面に広げられたスクリーン。そこに投とう影えいされている映像には、富山県各所に現れた災さい厄やくの卵。

　空に出現し、いままさに降下しているセカンドハーフだ。

　その数、実に五十を下らない。巨きよ大だいなバルーンが無数に浮いているようなその光景は、幻げん想そう的とも取れたけど──俺たちにとっては洒落しやれにならない事態だ。

　大小の差こそあれ、これだけの数のセカンドハーフが同時に出現するとか、前代未聞の大事件だ。

「……なんなんだ、これは」

　水瀬が呟いた瞬間、スピーカーからオペレーターさんの声が響く。

『集合したようですので説明させていただきます──見ての通り、五十以上のセカンドハーフが同時出現しました』

　淡たん々たんとしたその説明に、分かっていたこととはいえ空気がざわつく。

『さらに、こちらをご覧ください』

　上空からの映像が投影される──それを見た全員が、今度は息を吞のんだ。

「でっか……」

　飛鳥さんが思わずといった調子で呟く。

　そう、とにかくでかい。

　五十以上のセカンドハーフ、そのほぼ中心に位置する、富山駅周辺を覆おおう一つのセカンドハーフの大きさが異常なのだ。

『今回、最大のセカンドハーフです──直径は、一キロを超こえています』

「一キっ……!?」

　さすがの水風船も絶句したらしい。一キロなんてセカハンが現れたのは、セカハン出現率トップの富山においても、過去わずかに一回のみ。

　……中にいるグラフは、どんだけ強いんだろうな。

「なぜ突然、これだけのセカンドハーフが……？」

「ま、今は原因より片付ける方が先決だよな」

　そんな風に呟いた俺を、水瀬は不思議そうな目で見てきた。

「おま……貴様は、言うほど驚おどろいてもいないようだが？」

「まあ、先に通信来てたし」

「それにしても、だ。〈七式セブンス・アクター〉ありきの余よ裕ゆうというやつか？」

　訊ねられて、だけど俺は首を振る。

「俺みたいなのでも室長だからな。いちいち慌あわてふためいてたら周りの団員も落ち着けないだろ？　漫まん画がとかでも、一番上が取り乱したトコは大体壊かい滅めつしてるし」

「いや、それは知らんが」

　理解不能と言わんばかりにバッサリ切られた。訊きいたの水風船の方なのに、なんて奴だ。

　突とつ如じよ、スピーカーからザザッ、とノイズが走る。

『笹宮室長。一キロ級セカンドハーフが着陸、降下を停止しました。映像、出ます』

　スクリーンの端はしに、遠目ではあるものの、一キロ級セカンドハーフの映像が加わる。

　そこに現れ、動き出した影かげを見て、呟く。

「……このグラフ」

　あんまりにも見覚えがあるそのグラフに、思わず眉まゆをひそめた。

　中に現れたのは、まだぼやけた輪りん郭かくがほとんどだけど、首長竜りゆうのような姿のグラフだ。胴どう体たいにあたる部分が欠落していて、骨のように細く、垂れ下がっている翼つばさが特とく徴ちよう的。

　──間ま違ちがいない。こいつ、あの時と同じグラフだ。でも、だとすると妙だな……？

「あのグラフ……そう言えば、口原の報告書にあったグラフと特徴が一いつ致ちするな。笹宮が撃げき退たいしたという、熱波を放射するグラフ。それが舞まい戻ってきたというわけか」

　水瀬の推測に、俺は今度は頷うなずいた。ついで、スピーカーからオペレーターさんの声。

『和歌山県本部の長官にも連絡は入れましたが、笹宮室長に一任するとのことです。無理だと思うなら頼たよってくれても構わんと言っていますが……指示をお願いいたします』

「……あの人も無茶振ぶりしてくれるなあ……そんな言い方されたら頼れないじゃん」

　ぼそっと俺は呟く。変なところで放任主義だからな、長官は……。

　周囲からの視線の重圧に気づかないふりをしながら、頭の中で思考を巡めぐらせる。

　首長竜を警けい戒かいするのは当然だ、だけどあれ一体に集中したら他のセカハンから先にグラフが実体化しかねない。各グラフの危険性も不明な今、各個撃げき破はに向かうのも得策じゃないな。

　だとすれば──優先順位を決めて、確実に潰つぶすしかない。

　それを考えると、ソロの三級と、三級だけで組んでるチームは今回は留守番だな。

　上空地図を眺ながめながら、俺はオペレーターに要よう請せいする。

「各セカンドハーフの大きさと数って出ます？　あと、二級以上が所属してるチームの点てん呼こを」

『了りよう解かいです。十五秒お待ちください』

「さしあたって、一キロ級のセカハンは俺が向かいます。ただし、目的は撃退じゃなくて封印。今回の件、手引きしてるのはアイツな気がしてならないから」

『根こん拠きよはありますか？』

「すいません、ぶっちゃけ勘かんです。ただ、以前戦ったときの感覚から言えば、あいつには少なからず知性がある。これ以上余計な情報を持ち帰らせるわけにはいかないし、取り逃にがせばまた今回みたいなことが起こりかねない」

『了解しました──セカンドハーフの数が出ました。一キロ級が一、七百メートル級が四、五百メートル級が十一、四百メートル級が五、三百メートル級以下が約三十』

「どうも」

『それから、チームの点呼も終しゆう了りようしました。一級イレイザーを含ふくむチーム十六、二級以下のみで構成されるチーム三十、ほとんどのチームがすぐに動けます。ちなみにチームを組んでいない二級以上のイレイザーの数は十人といったところです』

「え、そうなんですか？　意外と集まりいいですね」

『誰だれかさんがイベントを起こしたからだと思いますが』

　……ウチの女子は皮肉屋ばっかりか！

「封印班のいるチームはどのぐらいいます？」

『一級がいるチームは十、二級以下のみで構成されるチームは十五です』

「了解です」

　封印班を擁ようするチームは貴重だから、まあそんなもんだろう。

　よし、大体手持ちは見えてきた。頭の中で思考を巡らせ、俺は采さい配はいを決める。

「まず、一キロ級セカンドハーフには俺と飛鳥さんのチーム──それから、チーム組んでないけど戦力としては十分な水瀬を連れていこうかと」

『了解しました』

「で、他のとこですけど──」

　俺の采配は、纏まとめるとこんな感じだ。

　七百メートル級も結構な大物だから、確実に封ふう印いんしておきたい。よって七百級四つには、それぞれ封印班を擁する一級のチーム二つ、二級のチーム一つの組み合わせを向かわせる。

　封印班三人に、手て練だれの足止めが十人前後いればまず問題ないだろうから。

　次に封印班を擁する残り十二チーム、封印班のいない十五チームを十一組に分割、できるかぎり戦力を均等にした上で、これらはそれぞれ五百級の封印に向かってもらう。

『残った四百メートル級以下のセカンドハーフはいかがなさいますか』

「チームを組んでない十人……いや、水瀬を抜ぬいて九人か。その九人を、残ってる五つのチームにそれぞれ割わり振ふって、各おの々おの三百級に迎げい撃げきに向かってもらいます。そちらは撃退してもらって構いません。それから、封印が終わり次第それぞれのチームにも迎撃に当たってもらおうかと」

　さすがにこれだけの数だと、細かいのをいちいち封印してる暇ひまはない。三百級を後回しにするのは、万が一グラフが実体化した際、少しでも力の弱い奴やつにするためだ。

　焦あせって各個撃破の形にして、返り討うちに遭あったりしたら貴重な戦力が減ってしまう。

「そんなわけなんで、各チームの割り振りをお願いします。本人たちに決めさせてると時間食いそうですし、そっちで決めて大だい丈じよう夫ぶです。できるだけ、グラフィティ的にバランスのいい編制で」

『了解しました』

「それから、地図見た感じ、ここから一キロ級までの最短距きよ離り近辺に五つの三百級がありますけど、ここには部隊を向かわせないでください。俺が行きがけに片付けます」

『そ、そんなことが──できるんですか？』

「やります」

　オペレーターの質問に、ハッキリ返すと、周囲がざわめいた。

　別に誇ほこるつもりも奢おごるつもりもない。確かに、三百級とはいえセカハンを五つも潰して本命へ向かうなんて、傍はたから見れば正気の沙さ汰たじゃあないだろう。

　ただ、〈七式セブンス・アクター〉ならそれができるというだけの話だ。

「時間もなければ人手も足も足りないんだ。他の特級三人は県外だし、いまから援えん軍ぐんを要請しても間に合わないだろうし。でも、一応本部と他の支部に援軍要請をしておいてもらっていいですか？　万が一間に合わなかった場合の抑よく止し力りよくは必要だ」

『了解しました』

「車は、十台しかなかったな。規模の大きい場所から優先して向かうように連れん絡らくを」

『了解しました』

「俺も外に出るんで、情報処理はお願いします」

『承うけたまわりました』

「住民への避ひ難なん勧かん告こくは」

『すでにしています』

「結構──最後に。ホワイトキャンバス富山支部・防衛室『室長』笹宮銀の名において、支部・セカンドハーフ外でのグラフィティの使用を許可します。通達を」

『完かん了りようしました』

　途と端たん、各々の連絡機器から『グラフィティ使用許可』という短い音声が流れる。

　車の台数にも限りがある今、身体強化系や高速移動ができるグラフィティを持ってる人には、それを使って移動してもらわなければいけない。なにより、俺が使えないと困る。

　さて行くか、と思ったら、スピーカーから予想外の無茶振りが来た。

『では笹宮室長。号令を』

「えっ……いる？　そういうの」

『号令がなければ締しまらないでしょう』

「え、えぇー……」

　ニヤニヤと、どこか意地悪そうに視線を向けてくる会議室の面々。

　勘かん弁べんしてくれよ、と思いつつも、覚かく悟ごを決めて俺は声を張り上げた。

「そっ、それじゃあ、このままだと四年半前の大災害の再来ってぐらいの緊きん急きゆう事態です！　なんで、各々チームメイトに概がい要ようを伝えて、迅じん速そくに行動すること！　一時間以内にはケリをつけたいんで──」

　すっ、と息を吸い込み、

「ごっ、ご武運を、祈いのります！」

『『『了解！』』』

　四十人以上のリーダーが返事をして、チームメイトの待つ訓練ホールへと走り出す。

　前代未聞の事態を収しゆう拾しゆうすべく、俺たちは行動を開始した。








第五章　三の逆ぎやく襲しゆう・七の真価






「まったく、敬語を使ったり嚙かんだり、締しまらん号令だな」

　会議室を飛び出した直後、近くに来た水みな瀬せが苦笑交じりに俺に言う。

「う、うるせー。俺ああいうの苦手なんだって」

　さらに俺たちに追いつく一人の影。

「よぅ、笹ささ宮みや。さっきの格好良かったじゃねーか」

「あ、飛鳥あすかさんまで……やめてくださいよ」

「いやいや、一キロ級のグラフだってどうなるか分からねえってのに、向かうついでにセカンドハーフを五個も潰つぶすとか、なかなか言えねえよ」

　普ふ通つうに褒ほめられて、ちょっと顔が赤くなってきた。

「確かに、少し見直したぞ、笹宮」

「なんだよ、水瀬まで。らしくもない」

「どういう意味だ？　……まあいい。貴様はこのような事態になるとオロオロするものだとばかり思っていたからな。ところがどうだ、きっぱりと『やります』とは」

「お前はお前で結構俺のこと舐なめてるだろ……仮にも室長だ。こういう事態にどう動くべきかは勉強してる」

「どうせ漫まん画がや小説の知識だろう？」

「ガッチガチの戦術教本なんかよりはよっぽど実じつ践せん的だと思うがね、俺は」

　言っている間に、訓練棟とうの大ホールへ到とう着ちやく。

「あ、壱いち彦ひこくん、こっちこっち！」

　手を振る平ひら上かみ、その隣となりにいる口くち原はらと……レインコートをフードまですっぽり被かぶってる人を見つけて、俺たち三人は足を早める。

　面識はないけど、多分あの人が雪ゆき子こさんって人なんだろう。前にみよりさんが見たがってたっていう人。ずいぶん幼いけど、何歳なんだろうな？

「何があったんですか？」

　口原に訊たずねられたので、手短に状じよう況きようを伝える。

「ごっ、五十以上!?」

「一キロ級っ!?」

「……ぃ、……ち」

「……飛鳥さん、朝あさ森もりさんは何と言った？」

「大ピンチ、だとさ」

　そんなやり取りを経へて、俺はみんなを外へ促うながしながら、簡単に各おの々おのの動きの説明をする。

「で、俺たちが一キロ級の相手をすることになるからよろしく。俺は最初だけ別行動するけど、まあすぐに追いつくから気にすんな。ドライバーさんには話通してあるから、一番最初に直行してくれるはずだ」

「セカンドハーフ潰しながらって……間に合うんですか？」

「間に合わせるんだよ。怪け我がしても、体引きずってでも行くから心配すんな」

「待て待て、俺も一いつ緒しよに行くぞ。笹宮一人にイイ格かつ好こうさせてらんねえからな」

　そういえば、と俺は思いだす。飛鳥さんのグラフィティは確か身体強化系。どのみち自分の足で動かなきゃいけないか。

　玄げん関かんから外へ出ると同時に、こちらへ手を振るドライバーの姿。

「あの車に乗っていけ。俺と飛鳥さんはここで一いつ旦たん別れるけど」

「お前ら、後でセカンドハーフの前でな！」

「あの──そっちも、気を付けてください！」

　そう言い返してきた口原に親指を立てて、俺はグラフィティを発動。

　俺の背後に現れたのは、各々に特とく殊しゆな能力を秘めた六本の剣けん、〈七式セブンス・アクター〉。

　それを見た飛鳥さんが一言。

「〈七式セブンス・アクター〉なのに六本しかねえぞ!?」

　それを突つっ込こまれると俺は苦笑するしかない。

「しかもなんで日本刀が二本ある!?」

「ええ、そこまでが俺のグラフィティを見た人のテンプレ反応です」

　飛鳥さんも例にもれずにテンプレ反応してくれた。

　それはさておき──と、俺は右手で日本刀を、左手でレイピアをそれぞれ摑つかむ。

「さて、飛鳥さん──ついてこれますか？」

「当たり前だ」

「じゃ、行きます！」

　レイピアを目の前で振る──それだけで俺の前に、簡単な結界が張られた。そして足をぐっ、と縮めて──景色が飛んだ。っていうか俺が跳とんだ。

　瞬しゆん迅じん剣けんによる速度強化は、速すぎて風圧が半はん端ぱじゃないから、遠えん距きよ離り移動するときは結界剣と併へい用ようしないとキツイんだよなあ……。

　背後から、「ちょっま、速すぎだろ笹宮ぁーっ！」と聞こえた気がしたけど、風に紛まぎれてよく聞こえなかった。

　跳んだ先でどっかのアパートの屋上にたどり着き、再び蹴けって次の場所へ。下で避ひ難なんしている人たちが、驚おどろいた様子で俺を見上げていた気がした。

「富山支部！　こちら笹宮！　一つ目のセカンドハーフに突とつ入にゆうする！」

　そしてまずは最初の目的地──一つ目のセカンドハーフを見つけ、俺は突とつ貫かんした。

　　　　◆◆◆

「んー……」

　車に揺ゆられている途と中ちゆう、口原がそんなふうに唸うなっていたので、私は声をかけた。

「なんだ、一キロ級に向かうのが怖こわいのか？」

「いや……そうじゃないんですけど、水瀬先せん輩ぱい、一ついいですか？　ちょっと腑ふに落ちないことがあって」

「なんだ？」

「一キロ級に出たグラフって、首長竜りゆうなんですよね？　しかも二週間ほど前に笹宮室長が撃げき退たいしたっていう」

「ああ、貴様も見覚えがあるだろうな」

　なんだ、自分を追いつめた敵が怖いのか？　そう言おうと思ったが、口原の次に発した言葉でその考えは吹ふっ飛んだ。

「──あの時は、セカンドハーフって六百メートル級だったはずなんですよ」

「……!?」

　──そう言えば。すっかり失念していたが、セカンドハーフの大きさが全く違ちがう？

「なにか、首長竜が成長しているとでも？」

「いや、そこまでは分からないんですけど……用心するに越こしたことは、ないかと」

「頭の片かた隅すみに留とどめておく程度の価値はありそうだな」

　──一体、セカンドハーフで何が起こっている？

　　　　◆◆◆

「……で、なんで笹宮室長たちのほうが先に着いてるんですか？」

　車から降りた新奈が、ジト目でそう言う。視線の先には、気まずそうな笹宮先輩たちが。

「……一応訊きくが、ちゃんとセカンドハーフは消してきたんだろうな？」

「ああ、それは俺が保証するぜ──まあ、俺が消しよう滅めつするのを見たのは四つ目からだけど」

　水瀬先輩の質問に、壱彦先輩が答える──っていうか、じゃあ壱彦先輩でも三つ目までは消滅の瞬しゆん間かんすら拝めなかったってことだよね？

　つくづく……とんでもない能力だなぁ、〈七式セブンス・アクター〉って。

　あたしたちが集合したのは、とある交差点の前。富山県の中でも街の方で、珍めずらしくビルなどが建ち並ぶ場所だ。道を挟はさんで両側には、都会のものほどじゃないけど結構高めのビルが並んでいる。

「支部。こちら笹宮。これから一キロ級に突入する」

『了りよう解かいしました。ご武運を』

　セカンドハーフの中では、支部との連れん絡らくは取れなくなる。だから突入前に、連絡を入れるのは基本だ。

　笹宮先輩の指示に従い、濁にごったオーロラのような膜まくを破ってセカンドハーフ内部へ侵しん入にゆう。

　薄うす暗ぐらい世界の見た目はさっきいた場所とほとんど変わらないけれど、駅に近い方面からは見覚えのある黒こく煙えんが立ち上っている。

　おそらく、あの首長竜が暴れているんだろう──ビニール傘がさを、ぎゅっと握にぎりしめる。

　全員で示し合わせて、その方向へ歩いていくけど──しばらくして、ふと、壱彦先輩が足を止めた。

「……いま、何か聞こえなかったか？」

　そんなことを言うけど、皆みなは何も聞こえなかったと声をそろえて言う。

　けど、そう言えば壱彦先輩はやたらと耳がいいのを思いだす。

　まさか、本当に何か音がした？　そう思った瞬間だった。

　─────────ォォオォォ─────────

「あれ、あたしも今何かが──」

「私にも聞こえたな」

　非常に遠いから聞き取りにくいけど、確かに何かが聞こえた。風の音にしては、妙みように不気味な、唸り声みたいな。

　───────ォォオオオォォオオオォオ──────

「なんか、でかくなってねえ？」

「なんでしょうこれ、声？」

　全員が異変に気付き始めて、声についての憶おく測そくを飛ばす。

「口原、首長竜に鳴き声はあったのか？」

「いえ、なかったと思いますけど──」

　水瀬先輩の質問に答えると同時、壱彦先輩が目を閉じた。

「ちょっと待ってろ、今視てみる」

　すぅっ、とあたりの空気が引いていったような感覚。壱彦先輩のグラフィティ、〈四し頸けい〉の中には、相手の気配を探る技わざもあるらしい。今まではグラフが暴れている場所を目指して進んでいたから、あんまり使い道のない能力だったけど──

「……おいおい、マジか」

　突とつ然ぜん、壱彦先輩が額に汗あせを滲にじませて目を開く。

「ちょっと待っててくれ、いま上から状況を見てくる」

　返事も待たずに、地面を蹴って、ビルの外がい壁へきを蹴りながら上へ上へと進んでいく。みんながぽかんとする中、雪子さんだけがぽーっとした目でそれを見ていた。

　次の瞬間。

　────オオオォォオオォオオオオォォォオオオオオオオオオォォ!!────

　怨おん念ねんじみた鬨ときの声のようなものが、びりびりとセカンドハーフ内に反はん響きようする。

　明らかにおかしい。壱彦先輩が血相変えてビルを駆かけ下りてきたのは、そう思ったのと同時だった。

「──まずいぞ！　ここにいたの、首長竜だけじゃねえ！　なんかグラフがうっじゃうじゃにいる！」

「──なっ!?」

　思わず声を上げてしまう。

　一つのセカンドハーフ内に複数のグラフがいることは、珍しいが決してないわけではない。けど、今回のこれは完全に予想外だ。

　地面にドシッ！　と着地した後、壱彦先輩は早口でまくし立てる。

「見けん頸けいで視た時は噓うそだと思いたかったけど、マジだった！　首長竜に付き従うように進軍してきてる！　一体一体はそんな強そうでもないけど、数がヤバい！」

「どのぐらいいるの!?」

「数えきれねえよ！　四桁けたじゃ済まんかもしれん！」

「はー、なるほどな。首長竜だけじゃなくてそいつらがいたからセカンドハーフが一キロまで巨きよ大だい化してたわけか。納得いった」

　──笹宮先輩も不思議には思ってたんだ。同じことを考えていたと知って、あたしはちょっと嬉うれしくなる。が、

「笹宮室長、吞のん気きにそんなこと言ってる場合じゃないと思うんですけど」

　この状じよう況きようでも毒を吐はける新奈も大たい概がい吞気だと思うよ……。

「……笹宮。誰だれかを外にやってこの状況を伝えよう。四桁できかん数であるならさすがに不利だ」

　水瀬先輩が提案する。既すでにここはセカハンの中。中で通信機同士での連絡は取れるけど、外との連絡は遮しや断だんされている。状況を伝えるなら、誰かが外に出るしかない。

「そうだなー……じゃあ口原、悪いけど一旦──」

「っ！　全員、今すぐ道路から飛び退のけぇっ！」

　笹宮先輩が言いかけた矢先、壱彦先輩が険しい表情で叫さけんだ。

　全員の顔つきが変わる。あたしは即そく座ざに歩道へ向かって跳ぶ。壱彦先輩が雪子さんを、水瀬先輩が新奈をそれぞれ抱かかえて後ろへ跳んだ。唯ゆい一いつ、笹宮先輩だけがレイピアを振ふるってその場にとどまる。

　着地と同時、コンクリートの道路が爆ばく発はつするように盛り上がり──バシュッ！　と赤い光が炸さく裂れつした。

　道路の中心が、スプーンで抉えぐられたアイスのようになっていた。端はしの部分が、赤く変色するほどの強きよう烈れつな熱波。そして、その道路の中心に見えた、白く、細長い触しよく手しゆ──否、翼つばさ。

　間ま違ちがいない、この攻こう撃げき……あの首長竜だ。

　それを確信した時、しゅるしゅると、翼が巻き取られていくのとは反対の方向──そう、ちょうどあたしたちがやってきた方向から、何かが崩ほう壊かいする音が聞こえた。

　それは、ビルが崩くずれたような──

「っ!?　まさか！」

　水瀬先輩が驚きよう愕がくして振り向く。

　あたしたちの背後、四百メートルほど向こう──倒とう壊かいしたビルが、セカンドハーフの出入口を塞ふさぐように重なっていた。

「出入口が……っ!?」

「あれじゃ外に出られないですよ！」

　イレイザーが使えるセカンドハーフの出入口は一つだけ。最初に入った場所以外からは出られないという法則性がある。その原因は、今も不明とされているが。

　偶ぐう然ぜんとは思えない。おそらく、狙ねらって塞がれた。外へ出るには──

「瓦が礫れきをどかすしかないだろう！　私たちならばすぐに──」

「いや」

　笹宮先輩が、水瀬先輩の提案を今度は却きやつ下かする。

　真まっ直すぐに、前の交差点を見つめながら。

「どうやら、そんなことをさせてくれる暇ひまはなさそうだ」

　視線の先──ゆっくり、ゆらゆらと、地面から浮ういて現れたのは、首長竜。

　もたげた長い首、鰭ひれ、骨のように細い翼──そして欠落した胴どう体たい。体長は、両りよう隣どなりのビルより少し低いぐらいの、約十メートル。

　二週間前と全く変わらないその姿に、少なからず緊きん張ちようを覚えたけど──

　ズズズズズズズ、という音と共に、首長竜の背後のビルを吞のみ込んで、左側から黒い何かが現れた時点で、その緊張も飛んでしまった。

　オォオオオォォォォオオオォオオォオオオォォオオオォオ!!

　地面すら震ふるわせる叫び声。下手へたすれば何万という数の細かいグラフが、積み重なって蠢うごめいて、生きた雪崩なだれと化している。

「うっわぁ……ホラー映画の方がまだいくらかマシだよね」

「吞気なこと言っている場合か平上！」

「いや、見事に嵌はめられたな。どうしたもんか」

「貴様は貴様で感心してる場合か！　貴様のグラフィティで押しとどめることは!?」

「さすがに数が多すぎるから押し切られると思う。負けはしないけど、逃にげられる」

　未だに首長竜の背後に広がりを見せるグラフの群れを見ながら、笹宮先輩が言う。

　ただ、気になることがあるとすれば、あれだけの数がいる上に、幅はば百メートル近く広がっているにもかかわらず──首長竜より前には決して出てこないことだ。そのせいで、次々と積み重なっていくグラフたちは、首長竜の背後で壁かべのようになっていくけれど。

「別に押しとどめなくても、笹宮ならアレ全部消せるんじゃねえの？」

　壱彦先輩が訊たずねる。いや、いくら〈七式セブンス・アクター〉っていってもあれ全部消すなんて──

「あー……できますけど、首長竜ごと消えちゃうんで……」

　殺虫剤ざいで虫を落とすような気軽さでそんなことを言う笹宮先輩。

　できるんだ……っていうか、首長竜まで一いつ緒しよくたにいけちゃうの!?

　あたしが驚おどろいている間に、水瀬先輩が臨戦態勢を整える。

「ならばやることは一つしかないな──ひたすら奴やつらを消し続ける！」

　振るった右みぎ腕うでの軌き跡せきから、雨雲がふわりと浮かぶ。

「〈天水創造レイニーワークス〉！」

　水瀬先輩の生み出す雨雲は、超高火力の機き関かん銃じゆうだ。無数の雨の弾だん丸がんが、首長竜と黒い壁に襲おそい掛かかる。虫食い状態に穴が空いていくけど、生きた壁が少し蠢くとあっという間に塞がった。

「チッ──気の長い戦いになりそうだな」

　水瀬先輩がそう呟つぶやいた矢先。

　首長竜が、骨のような翼を広げた。まるで、無数のグラフを守るように。

　そして、翼が発光し──迫せまる水の弾丸を、熱波が一つ残らず消し去った。

「なっ──私の攻撃が……このっ！」

　水瀬先輩はムキになったように弾丸の勢いを強めるけど、再度放たれる熱波でことごとく蒸発させられる。
















　──ふと、あたしは、これは良くない流れだと考える。

　思いだすのは、この間の水瀬先輩対策──あたしが、ビニール傘がさを貰もらってすぐのときだ。

　　　　◇◇◇

「水瀬は、言動からも分かる通り自分のグラフィティに絶対の自信を持っている。今まで、ほとんど防がれたことがないんだろうな。そこに付け入る隙すきがある」

　笹宮先輩が、ボードを背後にそう言った。

「攻撃が防がれたと知れば、まず間違いなくムキになって、攻撃が単調になる。今まで見下してた三級イレイザーのお前に防がれたとなればなおさらな。その隙をついて近づいて、接近戦で叩たたく。これがお前の勝利プランだ」

「簡単に言いますけど、それってあたしが水瀬先輩の攻撃を防ぐのが前提条件ですよね？」

「できるだろ？　さっきだって防げたしな」

　ぎゅっ、とビニール傘を握にぎって、あたしは頷うなずいた。

　　　　◇◇◇

　──あの話の通りなら。

　攻撃を立て続けに防がれた今の水瀬先輩は、冷静じゃない。

「ふ、ふぅ先輩！　落ち着いてください！　わざわざ首長竜を攻撃しなくても──」

「うるさい平上！　私の攻撃が通じないなど、あってたまるか！」

　新奈の言葉にも耳を貸さずに、後ろに構えた右手に雨雲を収束させていく。

「これでも、喰くらえ！」

　そして突つき出した右手の雨雲から、一本のレーザーのような線が奔はしった。

　首長竜が熱波を放射、両者がぶつかる。

　けど均きん衡こうは一いつ瞬しゆんのこと。熱波は放たれてからすぐに散る。槍やりにも等しい水のレーザーを防ぐことはできなかったらしく、水が首長竜の首を貫つらぬき、首長竜がのけ反ぞった。

「ふん──少しは思い知ったか」

　水瀬先輩が勝ち誇ほこったその時、あたしは首長竜の翼を見ていた。

　──前にもこんなことがあった。そう、あれは笹宮先輩が戦っていた時。

　攻撃を喰らったと見せかけて、油断したところを叩く──肉を切らせて骨を断つ、そのやり口。

　いま、首長竜の翼は？

　地面に、何本か潜もぐっている──！

「水瀬先輩、気を付けて！　翼が──」

　あたしが言いきる前に、ぼここっ、と二本の翼が、水瀬先輩を挟はさむように現れた。

「なっ──」

「ふぅ先輩！」

　驚く水瀬先輩、そして水瀬先輩を守ろうと新奈が〈十球儀イクスフイア〉を発動。球体結界の一つが水瀬先輩を包み、同時に翼の一本が発光──熱波が放たれた。

　そして、結界が消し飛ばされる。

　──迷っている場合じゃない。

　気弱でも、臆おく病びようでも──戦う覚かく悟ごは、もう持ってる！

　あたしはぎゅっとビニール傘の柄えを握りしめ、一歩足を踏ふみ出した。

「噓っ──わたしの〈十球儀イクスフイア〉が!?」

　かろうじて、中にいた水瀬先輩にまでは届かなかったみたいだけど、それでもたった一いち撃げきで結界が消しよう滅めつしたという事実に、新奈は驚きを隠かくせないでいるみたい。

　そして、息をつく暇もなく、もう一本の翼が発光を始める。──〈十球儀イクスフイア〉の修復と移動は、間に合わない！　足を踏み出したのが、間違いではなかったことに安あん堵どした。

　そしてあたしは、熱波が放たれる前に、水瀬先輩と翼の間に滑すべり込み──持っていたビニール傘を広げて構える！

「ばっ──馬ば鹿か者もの、いったい何をっ」

　水瀬先輩の驚愕の声が聞こえるけど、無視。説明している時間なんて──ない！

　直径三メートルの透とう明めいなビニールの向こう側、あたしは翼が発光する瞬しゆん間かんまで、決して目を離はなさない。

　──大だい丈じよう夫ぶ。息を吸う。

　あれだけ、今まで積み重ねた。タイミングだって、わかる。

　それよりなにより、笹宮先輩の攻撃も防げたんだ。

　あたしなら──行けるっ！

　翼が、発光。その瞬間に、あたしはグラフィティを使用する。

　熱波が放射され──蒸発音。そして、静せい寂じやく。次いで、

「……な、に？」

　背後から、水瀬先輩の驚いたような声。

　ビニール傘の向こう側は、熱波を受けて焦しよう土どと化している。

　けど、傘の内側は、一ミリたりとも焦こげていなかった。

「……っ、はぁあ……で、できた」

　吸った息を吐はき出して、緊張の糸が緩ゆるんで膝ひざをつきそうになるのを、何とかこらえた。それを見た笹宮先輩が、翼を斬きり刻みながら「無茶するなあ」と笑っている。

「口原……お前、いま何を……？」

「……三センチ、弾はじいただけです。あたしにはそれしかできませんから」

　ビニール傘を閉じ、あたしは向き直る。

「あの、あたしなんかが差し出がましいようですけど、落ち着いてください。冷静にならないと、伸のびてくる翼に不意を打たれます」

「……返す言葉もないな」

　ふっ、と自じ嘲ちよう交じりにそんなことを言う水瀬先輩。

「柄にもなく熱くなったな──助かった」

「い、いえ、そんな！」

「ふぅ先輩が琴ことちゃんにお礼を言った……これは明日あしたは嵐あらしですね」

「どういう意味だ平上！」

「おーい、コントなら後にしてくれるか？　とりあえず向こうに攻こう撃げきしてくれると助かるんだけど」

　笹宮先輩が、中国刀を振ふって斬撃を飛ばしながら言う。

「言われずともそのつもりだった──〈天水創造レイニーワークス〉！」

　雨の弾丸が、さっきとは違ちがって、首長竜の届かない範はん囲いへと放たれる。蠢く黒い壁は徐じよ々じよに削けずられていくけど、しかしすぐに穴を埋うめてしまう。

「水瀬、たまに首長竜にも向けて打ってくれ。攻撃が通らないまでも、足止めにはなる──どうやらあいつ、熱波を放つときは動けないみたいだ」

「わかった」

「で、作戦を立てたから簡単に説明するぞ。単刀直入に言って、あの首長竜は口原、平上、水瀬と雪子さんに任せたい」

「笹宮室長と壱彦くんはどうするんですか？」

「後ろの大群の接待してくる。今は首長竜の後ろから動かないけど、放っといたらあいつらも外に行くかもしれないし」

　笹宮先輩はおどけた調子でそう言うけど──水瀬先輩は、眉まゆをひそめて言う。

「本気か？　あの数だぞ」

「俺たち以外にやれる奴やつもいないだろ」

「というか、単純に数を相手にするなら、貴様が行くのはともかく、飛鳥さんよりは私の方が向いているだろうに」

「首長竜の攻撃方法は熱波だ。接近戦が主の飛鳥さんじゃ逆に危ないんだよ。俺がやっても首長竜を消しちまいかねないし」

「相変わらずさらっと腹立たしいな貴様は……それで、私たちになんとかしろ、と」

「なんとかって言うか、封ふう印いんしてくれ」

「無茶を言う」

「大変だねー」

「でもやらなきゃいけないんですよね」

「そういうこった。悪いけどみんな、腹くくってくれよ」

「……りょ……ぁい」

「了りよう解かい、だとさ」

　話がまとまったところで、さて、と笹宮先輩が水瀬先輩を見た。

「一つ頼たのみたいことがあるんだけど──あの後ろのグラフ群、ほんの少しでいいんだ。向こう側に押し返せるか？」

「首長竜が邪じや魔まだ。あと範囲が広すぎる。無理だな」

　状じよう況きようを見て、冷静に即そく答とうする水瀬先輩。

「いや、全部じゃなくていい。首長竜の真後ろの奴やつらだけでいいんだ。あと、その口ぶりから察するに首長竜さえ抑おさえればオッケーなわけね。じゃあ足止めして、合図は通信機で送るから、そのあとよろしく」

「おいちょっと待て、私はまだやるとは一言も」

「なんだよ、できないのか？」

「できるに決まっているだろう、〈天水創造レイニーワークス〉の力を甘く見てもらっては困る。汚お名めい返上のいい機会だ」

　……ちょろいなあ、水瀬先輩。

「ちょろいなあ、相変わらず」

「何か言ったか!?」

「いーや、なにも？　じゃあ合図の後に頼むぜ──飛鳥さん！」

「合がつ点てん承知だ！」

　二人が駆かけ出すと同時、水瀬先輩が大量の雲を生み出し始める。

　走る二人に首長竜は翼を伸ばすけど、熱波が放射する前に範囲から逃のがれるか、斬きり捨すてるかのどっちかで、無傷のまま走り抜ぬける。この間みたいに一瞬で距きよ離りを詰つめなかったのは、壱彦先輩に合わせるためなのかな。

　そしてあっという間に首長竜の足元にたどり着いたその瞬間。

『オッケー、水瀬頼んだ！』

　全員のブレスレットから、笹宮先輩の声が響ひびく。それに合わせて、水瀬先輩が手を振り下ろした。水瀬先輩の両側に立ち上った、ビルと変わらない大きさの雲が、ざわめきだす。

「それでは行くぞ──〈天水創造レイニーワークス〉！」

　そこから放たれたのは、弾だん丸がんではなく純然たる水。

　大瀑ばく布ふを思わせる莫ばく大だいな量の水が、津つ波なみとなってグラフたちへと迫せまる。

　首長竜はそれを防ごうと翼を持ち上げるが、同時に笹宮先輩が、首長竜を囲む形でレイピアを奔はしらせる。そして現れる結界が、翼を広げようとした首長竜の動きを阻そ害がいした。

　あれで同時に、首長竜の熱波も封ふうじることができたわけだ。以前、笹宮先輩の結界は破られていなかったはずだから。

　二人は津波が到とう達たつする前に結界の陰かげに隠れる。

　そして邪魔するもののなくなった津波が、グラフ群を吞のみ込んだ！

　───ォオオォオオォオォ───

　くぐもった声と共に、首長竜の後ろの、黒いグラフたちが徐々に後退していく。同時に、首長竜を囲っていた結界も消える。

『ナイスだ水瀬！』

「ふん──このぐらいは造作もない。それで、どうする」

『こっから先は俺たちの仕事だ──そっち、任せたぞ！』

「言われるまでもない」

『それから、口原！　一つ言っとくけど！』

「は、はいっ!?」

　いきなり呼びかけられ、驚おどろきながらもブレスレットの声に耳を傾かたむける。

「な、なんですか？」

　無茶をするなって言うのかな。それとも、攻撃一回防いだからって調子に乗るなとか？

　ドキドキするあたしに、笹宮先輩がくれた言葉は。

『頑がん張ばれ！　お前にももう、あいつと戦うだけの力は身についてる！』

　──息が詰まった。

　それは引き留めるためでも、注意を喚かん起きするためでもない、背中を押すための純然たる応おう援えんの言葉。

『二週間頑張ってきたのは、なにも水瀬に勝つためだけじゃねえ！　あの首長竜にリベンジしてやれ！』

「り──了解、です！」

　プツッ、と通信が途と切ぎれたと同時、首長竜とグラフの群れの間に、グラフ群を進ませないための巨きよ大だいな結界が張られた。信じられないことに、セカンドハーフの端はしから端まで張られている。このセカンドハーフ内は、どうやら完全に二分されたらしい。

　そっちの方向を見て、あたしは潤うるんだ目を拭ぬぐった。

「もぉ……笹宮先輩ってば」

　いますでに、あそこで激戦を繰くり広げているであろう笹宮先輩の姿を思い浮うかべて、ああ、やっぱり苦手だな、と思いながらも、口をついたのは真逆の言葉。

「言われた以上に、やる気出ちゃうじゃないですか……っ！」

　二週間前には絶対に向けられなかった笑みを浮かべ、ビニール傘がさを敵へと構える。

「でも、実際あの首長竜どうする？　結構難題だよ、これ」

　新奈がそんなことを言う。

　後ろで足止めされている無数のグラフのことは興味がないのか、首長竜はこちらだけを見み据すえている。ここから出入口までは約四百メートル。首長竜が到達すれば実体化してしまう。

　それだけは防がなきゃならない。

「私の〈天水創造レイニーワークス〉は不本意ながら効果が薄うすい。平上の結界も一いち撃げきで消されたしな。口原、貴様のグラフィティ、攻撃には使えるのか？」

「えっと、正直ちょっと……あくまで三センチ弾くだけなんで」

「……詰んでる感じですか？　これ」

　新奈が珍めずらしく弱気なことを言うけど、あたしは首を横に振って、建ち並ぶビルを見る。

「そうでもないよ。能力の相あい性しよう・強さだけが状況を決めるわけじゃない。能力だけでダメなら、この地形を利用しよう」

　笹宮先輩に教わった。絶望的な状況下で能力だけで戦おうとする奴は馬ば鹿かだ、って。

　その場にあるものすべてを使って、能力を最大限引き出せる状況を組み立てろって。

「策があるようだな。いいだろう、話してみろ」

　手短に、あたしは思い浮かべた作戦を説明。

「なるほどな。私の役目がやや不満だが、それ以外に手はなさそうだ」

「この作戦には、全員の力が必要です。新奈も、よろしくね」

「りょーかいだよ、琴ちゃん」

「雪子さん、絵の完成まであと何分ぐらいですか？」

　あたしが訊たずねると、雪子さんは耳打ちするように言ってくる。

「……に、じゅっぷん……」

「二十分ですね。了解です」

　じゃあ、少なくともあと二十分。

　倒たおさない程度にダメージを与あたえつつ、足止めをしないといけないわけだね。

　互たがいに頷うなずきあい、あたしたちは散開する。

『ここから──逆ぎやく襲しゆうします！』

　あたしの号令と共に、首長竜討とう伐ばつ作戦が始まる。

　──今度こそ、負けないから！

　　　　◆◆◆

「さて、飛鳥さん──お待たせしました。準備はいいですか？」

「俺はいつでも。笹宮に合わせるぜ」

　コキコキ、と首を鳴らす飛鳥さんと、左手にレイピア、右手に日本刀を握にぎった俺の前では、無数のグラフがぎょろりと俺たちに目を向けている。大きさはまちまちだけど、大体バスケットボール大ぐらいの小型の連中だ。体の真ん中ぐらいまで口が裂さけていて、その中には牙きばがずらりと覗のぞく。羽のつもりなのか何なのか、爪つめまがいの小さな手まで生えていた。

　……それにしても、と俺はこのグラフたちを見比べて思う。大きさがまちまちではあるものの、ほとんど同じ形をしているな。さっきまでの遠目じゃわからなかったけど、こいつらもしかして──いや、まあいいか。

　背後に張った結界は、こいつらを前に進ませないためのものだ。回り込まれないように、セカハンの端から端まで結界を張った。

「こいつらが消えるのが早いか、首長竜が消えるのが早いか──体力勝負だな」

　自分がやられるとは思っていないあたりは、さすが一級と言うべきか、な？

「そうですね──いくら雑魚ざこでも、こんな連中じゃあつまらない」

　俺は右手の瞬迅剣を、グラフ連中に突つきつける。

「俺たちを倒せるもんなら倒してみろ。そんな面白いこと──」

　四方八方を取り囲まれて、それでも俺は負ける気がしない。

「──できたら、拍はく手しゆしてやるぜ」

　どっ！　と無数のグラフたちが、俺たち二人へ雪崩なだれ込んでくる。

　さぁ──戦せん闘とう開始だ！

　片かたっ端ぱしから、斬り刻む!!

　　　　◆◆◆

　吾わが輩はいは首長竜りゆうである。

　名前はまだない。

　胴どう体たいの欠けつ如じよした不完全な体と朦もう朧ろうとした意識、完成するという本能を携たずさえ再びこの場所へやってきた。

　以前やられたときの経験を糧かてに、今回は吾輩なりに作戦を立てた──以前の敗因は、ここに敵がいると知らなかったことだろう。吾輩一人でも容易たやすく抜けられる場所であると思っていた慢まん心しんが先日の結果を招いた。

　甘かった。

　そこで今回は、敵がいることを想定したうえで複数の同類を連れてきたのだが、不測の事態がなかったわけでもない。

　まず一つは、同類たちが好き勝手に他の場所で遊んでいること。こちらへ手引きした恩も忘れおって……最後まで残っていたのは、結局後ろの奴だけである。

　そしてもう一つ──人間の数が増えていたことだ。

　以前見かけた青毛の人間、そして吾輩を押し返した六本の剣を持つ人間。それに加えて、さらに四人もの人間がやってきた。正直、今回も駄だ目めかと思ったが──蓋ふたを開ければ意外なことに、あの六本の剣を持つ人間は、もう一人の人間と共に背後の同類と戦い始めた。こればかりは僥ぎよう倖こうと言わざるを得ない。

　なぜなら、後ろの同類は『分身を無数に生み出す』能力を持っているからだ。分身をどれだけ倒したところで意味はない。あの六本剣の化物を足止めするにはうってつけの能力であろう。

　吾輩よりも前へ出なかったことといい、意外と目上を敬うやまう奴なのかもしれん。少しばかりは評価を上げてやってもいいだろう。

　それはさておき。

　不測の事態の三つ目──何よりも不可解だったのが、青毛の人間の存在だ。

　以前は、吾輩の熱波から逃にげ回っていただけ──それが先刻は、吾輩の熱波を真正面から防いだではないか。素直に、驚きよう愕がくした。

　あの、手に持っている傘かさのようなものが何か関係しているのかもしれんが──考えるのは後にするしかあるまい。

　もたもたしていては、出口を塞ふさいだとはいえ外から援えん軍ぐんが来る可能性もある。

　さっさとこの四人を片付け、吾輩は『完成』しなければならん。

　残った三人は、さして脅きよう威いになるとも思っておらん。結界を張った人間もいたようだが、一撃防ぐのがやっとのようだった。一ひと際きわ小さな人間は手元の紙に何かを描かいているようだが、行動の意図は摑つかみかねる。

　警けい戒かいするとすれば、金色の毛の人間か──あれの『れーざー』のような攻こう撃げきは、少々効いた。が、範はん囲いが狭せまい故ゆえに一撃二撃喰くらったところで致ち命めい傷しようにはなり得まい。

　肉を切らせて骨を断てば、決して倒せん相手ではない。

　吾輩へ向かって前進してきた金の毛の人間へ向かって、吾輩は翼つばさを伸のばした。

「馬鹿の一つ覚えだな！」

　金の毛の人間が、吾輩の翼から離はなれるように動く。ふむ、やはり熱波の範囲は知られているようだ。ならば無む駄だ打ちするのは得策ではないか。

「喰らえ！」

　攻撃が来ないことを悟さとったのか、金の毛の人間は吾輩へ向けて水の弾だん丸がんを放ってくる。

　吾輩に言わせれば、それこそ馬鹿の一つ覚えだが。

　全身を起点にして熱波を放射、水の弾丸をまとめて消し去る。

　まだ無駄だとわからんか──む？

　あの青毛の人間はどこへ消えた？

　……さては、この金の毛の人間は囮おとりか。

　まあいい、あれ単体で何ができるとも思わん。この『びる』に囲まれた地形は隠かくれるのには確かに適しているだろうが、後で更さら地ちにすれば隠れる場所とて無くなろう。

　ならばまずは、あの金の毛の人間を消し去るのみ──しかし、吾輩が翼を広げて攻撃態勢に入った途と端たん。

「──貴様ら！　行くぞ！」

「了りよう解かいです！」

　突とつ如じよ、金の毛の人間が叫さけび、その向こうにいる栗くり毛げの人間が応じる。なんだ？

　疑問に思った直後、吾輩の隣となりにある『びる』が突如、機き関かん銃じゆうのような音と共に吾輩へ向けて傾かたむいてきた。

　……なにが起こった？

　崩くずれた『びる』の根元へと目を向ければ、黒い雲のようなものが──そう、あの金の毛の人間が先ほど生み出していたのと同種のものが見られた。あれが『びる』の基き礎そを崩したのだろう。

　なるほど、遠えん隔かく操作も可能ということか──そして、これに気づかせないために、正面から吾輩に向かってきたと。なるほど、見事に釣つられたな。

　だがまだ甘い。

　確かにあの重量の『びる』が直ちよく撃げきすれば、吾輩とて無傷では済むまい。だが、あんなもの熱波を放射すればどうとでも──

　余よ裕ゆうすら持ってそう考えていたその時。

　突とつ然ぜん、視界の外から舞まい込んでくる球体。その中にいたのは、青毛の人間。

「ないすたいみんぐ、新奈っ！」

　そして、結界から傘を突き出して構えた青毛の人間が、吾輩と『びる』の間に滑すべり込む。

　──まさか！

　吾輩は、震ふるえた笑みを浮うかべる青毛の人間が何をしようとしているのかを悟るも──今いま更さら熱波を止めるわけにもいかん。止めれば奴やつもろともとはいえ、『びる』の下した敷じきになるのは目に見えておる。

　放射。

　──やはり先ほど同様、熱波が防がれる。それだけではない。熱波の起点を抑おさえられたせいで、大部分は消し飛ばせたものの、奴の背後にあった『びる』は、ほとんどそのまま残ってしまった。

　青毛の人間はそのまま結界ごと移動──吾輩と『びる』の間から抜ぬけ出す。

　そして次の熱波は間に合わず、落下したその瓦が礫れきが、吾輩の胴体を通り抜けて右前鰭ひれに直撃した。震しん動どうと轟ごう音おんで視界がぶれ、鈍にぶい痛みが走り、その痛覚すらすぐに消え失せる。

　……鰭一本、持っていかれたか。

　輪りん郭かくのみになった鰭を見下ろし、次いで宙空を移動する球体を睨にらみつけるが、直後にやってきた水の弾丸を防ぐために即そく座ざに熱波を放射した。

　甘かったのは吾輩の方か。このままやっていては、前回の二の舞まいになりかねんと気を引き締しめる。

　次に狙ねらうは結界使いか──それとも、金の毛の人間か。どちらかが潰つぶれれば、奴らの作戦も同時に潰れるだろう。

　しかし。

　こうなってくると──最悪の手段も、考こう慮りよに入れておく必要がありそうだ。

　　　　◆◆◆

　──やったっ！

　声に出すと気が抜けちゃいそうだから言わないけど、あたしは心の中でそう叫んだ。

『ふん、一応の結果は出したな──だが、まだ油断するなよ！』

「──了解！」

　水瀬先せん輩ぱいの言葉にそう返して、あたしは首長竜りゆうを睨みつける。

　まさか、こんな風にまともに戦える日が来るなんて思わなかった。

　感激か、歓かん喜きか。

　いずれかの感情に流されないよう、手に持った傘を握にぎりしめ、あたしは次の時を待つ。

　物質を三センチ動かすだけのグラフィティ──言葉に出せばどうしようもない能力ではあるけれど、あたしはその他のことを何も知らなかった。

　訓練初日の能力検証で明らかになったのは、『動かす』というより『弾はじき飛ばす』グラフィティだったこと。効果範囲があたしを中心とした半径三メートル円内であること。

　弾ける物質の最大面積は、直径三メートルの円形であること、弾き飛ばせる物質は一つだけ──ただし、効果が切れた後の連続使用は可能であること。

　けど、それよりなにより重要な特性が、鉄てつ塊かいに空あき缶かんがめり込んだことで判明した。

『物質を三センチだけ弾く』──じゃない。

　物質を、『必ず三センチ弾き飛ばす』グラフィティである、と。

　どんな邪じや魔まがあろうと、どんな障害があろうと、このグラフィティによって弾かれた物質は、三センチの間はその形を保ったまま決して止まることがない──つまり、三センチ限定の絶対空間を生み出す。

　その特性を逆さか手てに取ったのが、このビニール傘による防ぼう御ぎよ法だ。

　相手の攻撃──この場合は首長竜の熱波が、放たれる直前にグラフィティを発動。広げたビニール傘が三センチ弾かれ、発生したその絶対空間に、熱波が阻はばまれるという具合だ。

　無論、タイミングを一いつ瞬しゆんでも間ま違ちがえば即そく死しの可能性すらある危あやうい防御法ではある。

　けど、その一瞬を見み極きわめるための訓練を、今まで積んできた。

　白衣を弾き続けたのは、連続使用を可能にするため。

　投げられたボールをラップで弾く訓練は、攻こう撃げき着ちやく弾だんの瞬間にグラフィティを発動するタイミングを摑むため。

　武器がビニール傘になったのは、向こう側を見み透すかすため。

　全てのことには意味があった。ところどころで笹宮先せん輩ぱいには異を唱えたけど、ちゃんと一回謝っておかないとなあ……。

　ともかく、この方法による防御は、文字通りに絶対だ。

　笹宮先輩の『飛ぶ斬撃』すら防ぐことができたんだから、間違いない。

　……まあ、色々と新しい性質が発覚したものの、三センチ物を弾くという本質は変わらない。相変わらず、戦せん闘とうにおいては使いづらいグラフィティでは、ある。

　一人でグラフと戦えるかと言われると、首を傾かしげざるを得ない。

　けど、戦うというのはなにも、攻撃することだけじゃない──防御も、立派な戦いだ。

　事実、今までの『攻撃を防いだ』という結果が、かつてないほどあたしを昂たかぶらせる。

　笹宮先輩の攻撃を防いだ時に生まれた自信が、あたしの内で育っていくのを感じる。

　これであたしも戦える、って！

『口原、次行くぞ！』

「──了解っ！」

　……ちょっと、不ふ謹きん慎しんかなあ。

　水瀬先輩がそうであるように、新奈も雪子さんもそうであるように。

　──あたしの能力も、首長竜と戦うにあたって必要不可欠なものであることが、こんなにも嬉うれしいことだとは、思わなかったよ。

　　　　◆◆◆

「おぉ──らぁあっ！」

　唸うなりをあげた右拳こぶしが、牙きばを剝むいて迫せまっていたグラフを捉とらえる。瞬間、発はつ頸けい。拳けん打だの勢いに乗じて放たれた頸が、拳でとらえたグラフを貫つらぬいて、その背後にいたグラフまでもをまとめて貫き、縫ぬい通す。

　漫まん画がとかではよく見かける、いわゆる遠とお当あて、鎧よろい通しってやつだが──この威い力りよくを出せているのは、〈四頸〉あってのものだろうな。

　練れん頸けい、発頸、見頸、暗あん頸けい──頸に関する四つの基本技術から、俺はこのグラフィティを〈四頸〉と名付けた。

　練頸によって体内で練り上げた頸を全身へ流して身体能力を強化。もう一発分頸を練り上げ、迫りくるグラフ共を尻しり目めに、俺は振ふり上げた脚あしを思いっきり地面へ振り下ろす。

　同時、脚から地面へ発頸。

　直後、爆ばく発はつのような衝しよう撃げき波はが波は紋もん状に広がった。俺に牙を突つき立てようと迫っていたグラフたちは、それに巻き込まれて次々に消しよう滅めつしていく。

　震しん脚きやく──地面を踏ふみつけて震動を起こす他、その際の音で相手を怯ひるませたりする威い嚇かくにも似た技なんだが、頸を使うことで完全な攻撃技に変へん貌ぼうを遂とげた。

　とはいっても……いくらなんでも、こいつら防御力が低すぎるぞ。震脚が攻撃に使えるようになったとはいっても、衝撃が波紋状に広がる分、直接の打だ撃げきより威力は低い。まともなグラフが相手なら、それこそ衝撃で怯ませるとかその程度のはずだ。

　ってことはだ。

　頭に浮かんだ結論を伝えようと、笹宮の方を見てみると──

「うわっ」

　思わずそんな声が漏もれた。

　笹宮は結界を維い持じするときは、結界を張った剣けんを手に持ってないといけないらしい──だから、このグラフ群を食い止める結界を張り続けてる今は、あのレイピアを手放せない。

　必然的に、剣一本でこいつらと渡わたり合わないといけなくなるから、大だい丈じよう夫ぶかと思ったんだが──どうやら無用の心配だったらしい。

　笹宮が今持っているのは、レイピアともう一本、日本刀。あれは速度を高める剣らしく、その日本刀だけであいつはグラフとやりあっているわけだが、その絵え面づらが実にえげつない。

　グラフたちが笹宮へと迫るが、日本刀がそれを許さない。刀が届く範はん囲いに入った瞬間、片かたっ端ぱしから銀ぎん閃せんを残してグラフが真っ二つになっていく。

　居い合あい切りの要領じゃああるんだろうけど、速度がおかしくないか、あれ。斬撃が速すぎて、残った銀閃がドーム状に見える。あれは斬撃と言うか、もはや結界に近いぞ。

〈七式セブンス・アクター〉のアシストあっての動きじゃあるんだろうけど、まともに戦ってんのが馬ば鹿か馬ば鹿かしくなるほどの強さだ。

　まあ、それはさておき……今は確認することがある。見頸によってグラフたちの動きに気を配りつつ、笹宮に声をかける。

「笹宮！　気づいてるか!?」

「──はい！　こいつら、一体のグラフですね！」

　俺と同じ結論が銀閃の向こうから返ってくる。

　いくらなんでも脆もろすぎる防御力。そして削けずっても削っても減りを見せないこいつら。

　一体一体が独立したグラフではなく、大おお元もととなる一体が無限に分身ないしは手下を作りだしていると見るのがダチョウだろう……ダチョウではない気がするが、まあいいや。

　それよりなにより、このグラフ共には、グラフにあるはずの欠落部位が存在しない。代わりなのかなんなのか、全身が影かげのように薄うす暗ぐらく、のっぺりとしている。

　それでも、分身として生み出したものが、半ば完全な姿ってのは──なんとも『かわにく』な話だな……あれ？　これもなんか違ちがうか？

「にしても、どうするよ？　こいつら消すには本体叩たたく必要があるだろ？」

「いや──探し当てる必要はありません！　首長竜の封ふう印いんが終しゆう了りようし次第、俺が分身もろとも本体を片付けます！」

「ひゅー、言うねえ……んじゃまあ、あいつらが早く封印してくれることを祈いのるか！」

　死角から、牙を剝いて迫るグラフを見頸で感知──前かがみに体を伏ふせた瞬間、さっきまで頭があった場所からガチン！　と音がした。躱かわした勢いをそのままに、前転宙返りをして、襲おそってきたグラフの背後から踵かかとを叩き込む。こいつの消滅はその時点で決定だったが、そのまま地面へ叩きつけ、発頸。発生した衝撃で周囲に迫っていたグラフを退しりぞけ、そのまま脚に頸を流し続ける。

　反動で地面が凹へこむほどの力で跳ちよう躍やくし、手ごろな場所にいたグラフを踏みつけながら上へ、上へと駆かけのぼる。そして頂点まで達した時点でぐるぐると縦に回転し──

「っらぁあっ！」

　薪まきを叩き割る斧おののイメージで、真下のグラフ共へ、頸を流して強化した踵を叩きつける！

　まあ、薪と言うにはこいつらは脆すぎるし、斧というよりは俺の動きは丸ノコに近いけど。黒く蠢うごめく壁かべが障しよう子じ紙がみのように一直線に引き裂さかれ、ついでに着地の瞬間に発頸、近づくグラフを震脚でまた吹ふき飛ばす。

　ま、このぐらいはやっとかないとな。

「さすが、飛鳥さんやりますね！」

「お前ほどじゃねえよ！」

　言いあう傍かたわら、俺は口原たちは大丈夫だろうかと、少し心配して──やめた。

　きっと、あの面子メンツならうまくやってくれる。

　それに、このグラフの注意は完全に俺たちに向いている。

　こいつらを退け続けるのも──楽な仕事じゃないからな！

　練り上げた頸を眼前のグラフへ叩き込むべく、俺は拳を振りかぶった。

　　　　◆◆◆

　──人間がこの事実を知っているのかは、吾わが輩はいは知らんが。

　我々が三次元へ至るための出口には二つある。一つは、この『おーろら』の外円部のどこかにある、次元の切れ目。空間を結ぶ壁が薄うすくなっている部分があり、そこを強引に突とつ破ぱすることで外へと抜ぬけ出すことができる。ただし薄くなっているとはいえ囲いの一部だ、正確な場所までははっきりとわからん。手あたり次第に探すしかない。

　そしてもう一つ──これは前回この場所へやってきた時に気づいたことなのだが、どうやら人間が入ってきた場所が出口となるらしい。以前も、そして今回もまた、その出口の場所ははっきりとわかる。連中がこの囲いを突き破やぶって、外と繫つながったせいかもしれんが、そのあたりの理由ははっきりせん。

　だがそれはつまり、人間を返り討ちにすることさえできれば、吾輩に完成への道は約束されたようなものであるということだ。

　無論、それは容易とは言いがたいことではあるのだが。

　　　　◇◇◇

　──ぬぅ。

　鰭ひれを二本、首に一いち撃げき──吾輩が今までに喰くらった『びる』である。鰭など別になくてもよいが、首にぶつかったのは痛かったな。

　積つみ重なった『だめーじ』はなかなかにでかい。

　予想以上にやるものだ、と吾輩は内心舌を巻く。

　結界使いから片付けようとも思ったが、隣となりにいた小さな人間共々結界に包まれ、宙へと飛んで逃にげられた。一定の軌き道どうで動いているようではあるが、かなりの広こう範はん囲いであることと移動速度もそれなりのため、さすがに翼つばさが追い付かん──じっくり狙ねらえば撃うち落とすこともできるだろうが、そちらに集中すれば金の毛の人間からの攻撃を防げん。

　ならば、と次は金の毛の人間に狙いを定さだめる。見たところ、結界にも包まれておらん。青毛の人間は近くには見えん。ならば、吾輩の熱波を防ぐ手段もあるまい？

　吾輩は、十本の翼に指示を出し──

　　　　◆◆◆

「私を狙うか！」

　私へ迫る六本の翼。それを撃ち落とすべく水の弾だん丸がんを放つが、熱波で防がれる。業ごう腹はらではあるが、先の失敗を繰くり返す気は無い。動きが止まるだけマシと考えるべきだろう。

　その隙すきに私は距きよ離りを取り、六本の翼から離はなれる。

　そして着弾と同時に六本の翼が光りだす。

　──それを見て、私は両手に雲を生み出した。

「ふん──舐なめられたものだな」

　ぴしり、と地面に亀き裂れつが入った瞬しゆん間かん、私は吠ほえた。

「同じ手が何度も通用すると思ったか!?」

　両手の雲から水が噴ふん出しゆつ──私の体が宙へと舞まった。

　直後に、さっきまで私がいた場所が爆発した。大方、また地中に翼を潜もぐらせていたのだろう。気づかれないように地面の中で熱波を放ったらしいが、この首長竜のやり口はもうわかった。

　そして、避よけただけで終わらせるつもりもない。

　両手の水の噴出を一いつ旦たん止め、右手を背後へ振りかぶる。体は落下を始めるが、私は首長竜をぎろりと睨にらみ据すえた。

「〈天水創造レイニーワークス〉──天滴岩穿ペネトレイザー！」

　振りかぶった右手の雲から、明後日あさつての方向へ水のレーザーが照射される。

　水の弾丸を放つ範囲を極きよく端たんに絞しぼった攻撃──さっき、奴やつの熱波を貫いたのもこれだ。

　見かけはレーザーのように見えるが、その実中では無数の水の弾丸が凝ぎよう縮しゆくされている。それらを一か所へ叩き込む、一点集中の突とつ貫かん技。

　だが、この技はこういう風にも使えるぞ！

　私はレーザーを放ったまま、首長竜へと腕うでを振り下ろす。

　私の意図に気づいたらしい首長竜が、即そく座ざに全身から熱波を放射──振り下ろすという形で攻撃したため、熱波を破るには至らなかったか。

　だが問題ない。私の狙いは──

「平上！　次行ったぞ！」

『了りよう解かいです！』

　　　　◆◆◆

　──背後から、何かが崩くずれた音。見れば、斜ななめに斬きり下ろされた『びる』が、吾輩目がけて落下してくる。吾輩に直接攻撃するのではなく、これが目的だったか！

　──そして当然、奴も来る。傘かさを広げた、奴が来る。

「はぁあっ！」

　熱波を放つも、焼き直しの光景であるかのように透とう明めいな傘に防がれる。そして青毛の人間が結界に運ばれ、続けて『びる』が落ちてくる。……ぬう。さっきからこの『ぱたーん』に嵌はめられているな。

　落ちてきた瓦が礫れきが首を強打する──かなりまともに入ったか。随ずい分ぶんと、姿が薄れたように感じる。

　そう吞のん気きに考えていた隙を、見み逃のがしてくれる金の毛の人間ではなかった。

「さっきのお返しだ──これでも喰らえ！」

　空中で身を捻ねじり、左手から[image: 迸]ほとばしる水の『れーざー』が、吾輩の首をさらに貫つらぬく。

　──ぬうぅっ……！

　内心、唸うなりをあげる──ご丁てい寧ねいに、先刻『びる』が当たった場所を狙ってきたか。痛みこそさほどではないものの、蓄ちく積せきした『だめーじ』がかなりのものになってきた。あの忌いまわしき楕だ円えんの口がもはや視認できる程度に接近していることからも、それはよくわかる。

　このままでは、まずいか。

　そう思ったのも束の間、吾輩は体の動きが硬かたくなってきているのを感じた。

　本能的に、なにが起こっているのかを悟さとった──吾輩は今、望むのとは別の形で完成されようとしている。

　一体、どういうことだ……？

　──先ほどから、何をしているのか分からなかった、結界使いの傍らにいるあの小さな人間。あれが何かをしていると考えるのが妥だ当とうだが。しかし、あれを仕留めようにも空を飛ぶ球体を撃ち落とすのは至難の業わざである。

　吾輩が望まん形で完成させられるなど、御ご免めんだ。だが、出口まではまだ遠い。向こう側へたどり着く前に完成されかねんし、何より金の毛の人間が進むことを許してはくれまい。

　金の毛の人間にのみ集中したとて、そう易やす々やすと倒たおせる相手でもない。油断すれば、むしろやられるのはこちらだ──つまり、戦やりあっている間に完成させられかねん。

　さて、どうしたものかと一いつ瞬しゆん考え──決断した。

　今回は、やめだ。

　やれやれ、連中を引っ張ってくるのも並なみ大たい抵ていの苦労ではなかったのだがな──だが、ここでやられてしまえば今までの苦労も経験も水の泡あわと化す。

　即そつ決けつ即そく断だんは、万事に通ずる最良の手段だ。

　時間がないことは本能的に悟った──急いで、準備に取り掛かかるとしよう。

　最悪の手段を、まさか使うことになるとは思わなんだが──地面の下へと翼を潜らせた。

　吾輩は、伸のばした翼の先から熱波を放つ。

　合計十本の『びる』の根元を、熱波で同時に破は壊かいした。

　　　　◆◆◆

『──なんだっ!?』

　轟ごう音おんの直後に、ブレスレットから響ひびく水瀬先せん輩ぱいの声。

　あたしはいま結界で飛んでいるから、状じよう況きようは何となく摑つかめた。見み飽あきるほどに見た、一瞬の陽かげ炎ろう。直後にぐらりと、一いつ斉せいに傾かたむきだしたビル。これはつまり──

「グラフがビルの根元を一気に壊こわしたみたいです！」

『何のためだ──攻撃の要かなめであるビルを崩しにかかったか!?』

『でも、それならビルごと吹き飛ばした方が早くないですかー？』

　新奈の吞気ながらも的まとを射た指し摘てきが入ってくる。

　そんな憶おく測そくを巡めぐらせてる間にも、ビルは崩れ──え？

　傾くビルの全てが首長竜に向かっているのを見て、あたしはまさか、と思った。

「水瀬先輩！　今すぐビルを壊してください！」

『ビルを？　っ、まさかあいつ、自じ滅めつしてこの場から離り脱だつする気か！』

　あたしの言いたいことを理解してくれたらしく、急いで水瀬先輩が雨の弾丸を放つ。

「雪子さん！　あとどのぐらい!?」

『…………』

『琴ちゃん、一分半だって！』

　──だめだ、間に合わない……っ！　『窓』はすぐそこまで来てるのに！

　……いや、ちょっと待った。もしかしたら、あたしなら──

　──迷っている時間は、ない。

「新奈！　あたしを首長竜の近くに運んで！　あたしが時間を稼かせぐ！」

『貴様、この状況で何をする気だ!?』

「説明してる時間はないです！　けど、多分できます！」

『多分って、貴様──』

「それに！」

　あたしは、叫さけぶ。

「このまま首長竜を逃がしたら、またこんな事態が起こるかもしれないんですよ!?」

　思いの丈たけを、ありったけの空気と共に吐はき出した。

「逃がすわけにはいきません！　力を、貸してください！」

　失敗するかもとか、反はん撃げきを喰らうかもしれないとか。

　臆おく病びよう風かぜに吹ふかれる自分を、叫びながらに振ふり切ったような気がした。

『──いいだろう』

　水瀬先輩のその返事は、少なくともあたしは、今まで聞いたことがない声こわ音ねだった。

『そこまで言うならやり遂とげてみせろ！　私は全力でビルを破壊する──平上！　貴様は口原のサポートだ！　必ず首長竜の所まで送り届けろ！』

『了解っ！　琴ちゃん、飛ばすよ！』

　ぎゅんっ、と結界の速度が上じよう昇しようする。〈天水創造レイニーワークス〉の弾丸が来ない範囲から首長竜へと接近、崩ほう壊かいするビルの真っただ中へと正面から突つっ込む。

　残り、一分ちょっと。

　──大だい丈じよう夫ぶ、あたしなら、きっと。

　崩れ落ちる瓦礫の中、笹宮先輩の言葉を、あたしは少しだけ思いだす。

　　　　◆◆◆

　基き盤ばんを崩した『びる』が、吾わが輩はいへと迫せまってくる。が、最も近くへ迫っていた『びる』が穴だらけにされてしまったのを見て、敵も吾輩の狙いに感づいたらしいと気づくが、無む駄だなことだと内心嘲あざ笑わらう。

　あの『びる』を崩せたとして、せいぜい稼げるのは五秒かそこら──これだけの数をすべて崩すことなどできはしまい。

　そう思っていたのだが、次に迫っていた『びる』が、飛んできた無人の球体結界に阻はばまれる。──なるほど、このような使い方もできたのか、あの結界使い。

　だが、それでもまだ足りない。

　眺ながめているうちに、とうとう吾輩の体に、硬い瓦礫が接せつ触しよくした。

　一瞬の激痛、轟音、そして消え失せていく感覚と、迫りくる『口』の存在──もはやすべての感覚が曖あい昧まいになるその直前、吾輩の背後から瓦礫を押しのけてやってきた球体結界が視界の端はしに映る。

　乗っていたのは、やはりあの青毛の人間。例の傘を手に持ってはいるが、今いま更さら何をしに来たというのか。

「絶対に──逃にがさない！」

　吠えて、奴はなんと、傘を閉じたまま結界の外へと飛び出してきたではないか。

　どういうつもりかは知らんが、今回はこの人間のせいで失敗したと言っても過言ではないのだ。お礼参りでもないが、お返しに一いち撃げきぐらい喰くらわせてやらんと気が済まん。

　混こん濁だくした意識を集中し、最後の一撃の準備に入った。

　装備がそれでは、防ぐこともできまい？

　そして吾輩は、熱波を──

　　　　◆◆◆

　ビルは崩れ落ち、私にできるだけのことはやった。

　あれだけの啖たん呵かを切ったんだ。

　何をするつもりかは知らんが、ここまできてできないなどとは言わさんぞ。

「やってこい、口原ぁっ！」

　　　　◆◆◆

　……っ、あと、少しなのに……っ！

　ペンを動かす手が、焦あせりで震ふるえそうになる。せめて、もうあと、三十秒、いや、二十秒！

　落ち着いて、大丈夫──口原さんならきっと、時間を稼いでくれるから。

　わたしにできることは──ミスして時間をロスしないよう、丁寧に仕上げることだけだ。

　　　　◆◆◆

「──確かに、送り届けたよ」

　わたしは、〈十球儀イクスフイア〉が首長竜の近くまで行ったことを確認した。

　あとわたしにできることっていったら──エールを送ること、ぐらいだよね。

「琴ちゃん──いっけぇええええっ！」

　　　　◆◆◆

『俺たちのグラフィティってさ、基本的にできることに制限ってないと思うんだよ』

　笹宮先輩が、この二週間のどこかでそう言っていた気がする。

　あたしのグラフィティは、物質を三センチ弾はじき飛ばすだけ。

　けど、弾ける物質に制限がないのだとすれば──

　二・五次元という、次元的に曖昧なこの場所ならば──

　朧おぼろげな首長竜の体が、発光を始める。最後に、一撃ってことかな。

　──震えてたって構わない。怯おびえるな。目を逸そらすな。

　彼ひ我がの距きよ離りは三メートル。それは熱波の届く範囲でもあり──あたしのグラフィティの届く範囲でもある。

　ぐっ、と右手を振りかぶって。

　びゅっ、と右手を突き出した。

「──これでも、喰らえぇっ！」

　力を貸して、と願いを込めて、笹宮室長からもらったその名を、叫ぶ！




「〈三弾銃アブソリユート・ロア〉!!」




　──あたしの、突き出した掌てのひらの先。

　ドンッ！　という衝しよう撃げきと共に──首長竜のぼやけた輪りん郭かくから、三メートルという円形の範囲内で。

　ほんのわずかに、三センチだけ──首長竜の頭が、浮うかび上がるように実体化していた。

　同時に消え失せる首長竜の表面の光。よかった、熱波は、喰らわずに済んだみたい。

　グラフからわずか三センチ手前で、虹にじ色いろの楕だ円えんは動きを止めた。

「やっ、た……」
















　にっ、と、ほんの少し、笑う。

　わずかに実体化した目でぎょろぎょろと見まわす首長竜に、通じるかわからないけど、丁てい寧ねいに説明してあげた。

「──『二次元側』から『三次元側』に、あなたの体を弾き飛ばしただけだよ」

　──グラフの体は、ダメージに従って二次元側へ引き戻もどされる仕組みになっている。

　そして致ち死し量のダメージを受けると、体の全てがぼやけた輪郭のみになり、窓に吞のまれて二次元側へ押し返される──というのが、このセカンドハーフの中でのグラフのルールだ。この順番は、絶対であるらしいことは座学で習った。

　それは逆に言えば、致死量のダメージを受けたとしても、体が一部でも残っていれば、窓に吞まれることはないということ。

　つまり、あたしが実体化した頭部の三センチは──さながら杭くいのように、首長竜をセカンドハーフへ縫ぬいとめる！

　重力にひかれて落下を始めたあたしを、新奈の結界が受け止める。

　そして見上げた首長竜の体が、ぱぁっと光り始めた。

　熱波の放射じゃない──これは、封ふう印いん完かん了りようの合図。

「間に……あったぁ……っ！」

　結界の中で、あたしはぐっ、と拳こぶしを握にぎった。

　　　　◆◆◆

　──まさか。

　止められるとは、思ってもみなかった──吾輩、驚おどろきを禁じ得ん。

　それよりなにより、頭部が実体化した際の、頭に水をぶっかけられたような衝撃は忘れがたい──混乱して、思わず熱波を放射することも忘れてしまった。

　今回は、最初から最後まで、あの青毛の人間にしてやられたな。

　淡あわく光を放ち始めた吾輩の体が、徐じよ々じよに光の粒りゆう子しへと変わってゆく。

　……負けた、か。

　事ここに至って、ようやくそれを素直に認める。

　完かん璧ぺきに敗北してなお、しかし吾輩、それほど不快でもない──以前のような執しゆう念ねんが抜ぬけ落ちているのは、曲がりなりにも完成してしまったせいか、それともおかげと言うべきか。

　望まぬ形とはいえ、『完成』するというのは、やはり気分がいい。体のどこもかしこも、満たされていくようだ。

　特に、無かった胴どう体たいがあるという事実に、今まで無かった名前をつけてもらったという現実に、不覚にも泣きそうだ。

　あぁ。これが──幸せと言うものか？

　形容しがたい満足感と、感謝の情を絵え描かきに捧ささげる。

　そして吾輩は、完成した。




　──吾輩は首長竜である。

　名前は、ネス。

　　　　◆◆◆

「やったね、封印完了！　雪子さん、お疲つかれ！」

「……ぉつ、かれ……」

　精いっぱい振ふり絞しぼったであろう声量で言いながら、禁書と化した元・白しろ本ほんにカバーをかけていく。

「でも、なんでネスなの？」

　タイトルを覗のぞき見て、質問してみた。

「……ね……しー……みたぃ……から……」

　ネッシーみたいだから、か。……安直だなあ……。

　そして──

「やったね、琴ちゃん！　まさか、あんなことまでできるなんて思わなかったよ！」

〈十球儀イクスフイア〉を動かして、戻ってきた琴ちゃんに声をかけるけど、何だか反応が薄うすい。

　あれ？　と思っていると、なんだか呆ほうけた表情をして、

「……新奈」

「どうしたの？」

「……こ、怖こわかったぁあ……」

　ぐずっ、と涙なみだ目めになった琴ちゃんが、震えてそんなことを言いだした。

「ず、随ずい分ぶん今いま更さらだね」

「だって、もしかしたらあたし、死んでたかもしれないし……うぇえええ」

　ついには泣きだした琴ちゃんを、よしよしと慰なぐさめてみた。

「ふん、少しは気弱が直ったのかと思ってみれば」

　ため息をつきながら歩いてきたふぅ先せん輩ぱいが、泣いてる琴ちゃんを見てそう言った。

「怖くて泣くなど、まだまだだな」

「こっ……怖かっ、たのもそうなん、ですけど……うれ、しくってぇ……」

　つっかえながらそう返した琴ちゃんには、見えているのかよくわかんないけど──琴ちゃんの前では初めて見せる微笑を浮かべて、ふぅ先輩は呟つぶやいた。

「死線を越こえるというのは、そういうことなのだろう。貴様が成長したというのは、認めてやらんでもない」

「え……」

　ぐしぐしと琴ちゃんが涙を拭ぬぐったときには、ふぅ先輩はいつもの表情に戻ってた。

「さぁ、めそめそ泣いている場合じゃない！　今すぐ笹宮たちの援えん護ごに行くぞ！」

「あ、そっか……うっかり忘れてました」

「ちょっ、新奈さすがにそれは……」

「……ぃどぃ」

　韻いんから察するに、酷ひどいって言ったのかな。てへっ。

　そしてふぅ先輩は、笹宮室長に連れん絡らくするため、ブレスレットを操作する。セカンドハーフを二分割する結界の向こう、未いまだに減った様子も見せずに蠢うごめく黒い靄もやのようなものを睨にらみつけながら。

「笹宮！　返事はできるのか!?　こっちは何とか片付いたぞ！　私たちは今からそちらへ援護に向かう！　もう少し堪こらえろ！」

『あー、必要ない──今から、俺たちがそっちに行くから』

「は？」

　途と端たん、ぷつっと途切れた通信。同時に、なんと結界も消え失せたらしい。黒い壁かべが、支ささえを失ったように一部雪崩なだれ落ちた。

　ふぅ先輩が焦ったように、「笹宮!?　笹宮ぁ!?」と繰くり返していると──

「なんか用か？」

「「「!?」」」

　背後から、よく知ってる声が。

　いったいどういうからくりなのか──そこには、笹宮室長と壱彦くんが立っていた。

　　　　◆◆◆

「──みんな、お疲れさん！」

「すげえ！　本当に封ふう印いんしたのか！」

「え、さ、笹宮先輩!?　いつの間に!?」

　俺の労ねぎらいも飛鳥さんの感想も意に介かいさず、口原が俺に訊たずねてくる。

　通信の内容は、通信機越ごしに俺にも伝わっていた。そのやり取りから、こっちの戦せん闘とうの終しゆう了りようを察した俺は、早々に戻ってきたというわけで──

「〈七式セブンス・アクター〉にかかればこのぐらいはお茶の子さいさいってやつだ」

〈七式セブンス・アクター〉の一角を担になう剣けん──波打つ刀身を持つ両りよう刃ばの剣つるぎ、フランベルジュ。その剣の名は転身剣。文字通りに瞬しゆん間かん移動を可能にする剣だ。斬きりつけた物質にマーキングを施ほどこし、どんなに離はなれていようがその場所へ飛ぶことができる。マーキングがなくても、三十メートルぐらいの範はん囲いなら飛べるけど──今回は後者だ。グラフ群の中で飛鳥さんの背後に飛び、服を摑つかんで三回ほど飛んで、ここまで戻ってきた。

「ばっ──お前らがこっちへ来てどうするんだ！　足止めする奴やつがいなくなったということだぞ!?」

　突とつ然ぜんの事態に驚いているのか、動どう揺ようした水瀬がまくし立ててくる。

　口には出さないが、平上と、雪子さんもそう思っているらしい。目がそう訴うつたえてる。

「まあまあ、大だい丈じよう夫ぶだって」

　なおも責めようとする水瀬を掌てで制して、俺は前に出る。

　ばすっ、とすれ違ちがいざまに、口原の頭に手を置いて、呟いた。

「よく頑がん張ばったな。俺も嬉うれしいぞ」

「～～～～っ！」

　ちらっと見た横顔は、ほんの少し赤くて──今にも零こぼれそうな涙を、必死で堪えてるようだった。願わくは、その戦いの様子を見てみたかったもんだがな。

　そして、背後の全員へ向けて言う。

「あとは、俺に任せとけ」

　視線の先では、俺たち、そして結界という二つの抑よく止し力りよくが消えたグラフの大群が、ざわざわと蠢き始めている。

　あの黒い壁が黒い雪崩なだれになるまでは、そう時間もかからないだろう。

「ま、全員の奮ふん闘とうに対するご褒ほう美びってわけでもないけどさ」

　さらに一歩踏ふみ出して、俺は片かた刃ばの直刀を手に取った。

　同時、こちらへとすさまじい勢いで動き出したコピー連中──けどあんなもの、恐おそれるに足たりない。

「〈七式セブンス・アクター〉の本気を見せてやるよ」

　両手でその柄つかを取り、天に真まっ直すぐ伸のばした直刀の周囲を、他の五本の剣が舞まい踊おどるように旋せん回かいする。

　そして、眩まばゆい光を放ち──一瞬後には、俺の手の中には全く別の剣が握られていた。

　普ふ段だん、六本しか背後に無い理由がこれである。

　目に痛いほどの銀色の輝かがやきを放つ、両刃の剣。刀身には、北ほく斗と七しち星せいを思わせる点が打たれている。

　さほど巨きよ大だいな剣でもないのに、握っている俺でも、無茶苦茶な力を感じる剣だ──後ろの連中には、果たしてどんな風に見えてるんだかな。

「〈七式セブンス・アクター〉第七なな式しき、七聖剣──なーんて、ちょっと気取り過ぎかね？」

　にっ、と俺はグラフの津つ波なみに笑顔を向ける。

　七聖剣の光に気け圧おされたのか、黒い勢いが少しばかり弱まる。

　ぎゅっ、と七聖剣の柄を握りしめて。

　俺は、はるか向こうの黒い津波を斬り裂さくように、一いつ閃せん。

　途端、十メートル以上の高さを持つ爆ばく発はつ的てきな銀色の光が、セカンドハーフを真っ二つにしかねない勢いで、黒い雪崩を真正面から襲おそう。それに吞のまれたグラフの末路は言わずもがな。

　吞まれなかったグラフたちは、未だに残る銀色の閃せん光こうから逃のがれようと左右に分かれるが──まだ俺の攻こう撃げきは終わってない。

　残った銀の閃光の中心から十字を描えがくように、衝しよう撃げきと共に更さらなる銀の光が放たれる。そしてグラフが逃にげるよりも早く、十字の先せん端たんから円を描くように銀色の光が伸びていく。最終的に、グラフは銀色の円柱に閉じ込められた形になった。

　静せい寂じやくが場を支配して──俺は、銀の檻おりに背を向けて、呟いた。

「終わりだ」
















　俺が、払はらうように七聖剣を薙ないだその瞬間。

　無数のダイナマイトを一気に起き爆ばくさせたような音が、銀色のケージからセカンドハーフ中に響ひびき渡わたる。そして、それはまだ止まらない。

「閉じ込めたものを塵ちりにするまで刻み続ける斬撃の檻だ。あとは勝手に始末してくれる」

　その様子を茫ぼう然ぜんと眺ながめるみんなに説明してみたけど、果たして耳に届いているのかね。

　ビリビリと、震しん動どうで地面が震ふるえる。

　肩かた越ごしに眺めた檻からは、銀色の光が立ち上って柱のようになっていた。

「……これが、〈七式セブンス・アクター〉……」

　口原が、ぼそりと呟いたような気がした。

　やがて──音が止やみ、銀色の光が消しよう滅めつする。

　そして、俺を除く全員が息を吞んだ。振り返れば、そこには。

「……ちょぉっと、やり過ぎたかね？」

　グラフが消えているのは当然だが、ケージが消えた後、そこには掛かけ値ねなしに何も残っていなかった。

　そこにあったはずの町すらただの塵の山と化し、更さら地ちと呼ぶにふさわしい、見通しのいい風景が広がっていた。その直径、およそ五百メートル。

　……連中の本体もどっかにいたんだろうけど、町ごと消し飛ばされるとは、さすがに向こうも思っちゃいなかっただろうな。

「……さて」

　七聖剣を解除──片手に瞬迅剣を、もう片手には結界剣を持ち、

「みんなは先に帰ってていいよ──俺は他のとこに援護に行くから」

　未だに呆けた様子で更地を眺めるみんなにそう言って、俺は走り出した──けど。

　ひとつだけ、皆みなには言っていないことがある。ただ、それは仕方がないことだと思う。

　──〈七式セブンス・アクター〉の全力を見せてやる、なんて言ったけど。

　俺、まだ七割の力しか出してないのに、とか──さすがに、口が裂けても言えなかった。

　　　　◆◆◆

　戦闘が終了するや否や、セカンドハーフの外へ向かってしまった笹宮先輩を見送った後。

　更地と化したセカンドハーフの町並みを見て、あたしは一人、拳こぶしを握にぎった。

　その後、呆けていたみんなを促うながして、セカンドハーフの外へ出る──ほどなくして、濁にごったオーロラみたいなドームは──最大級の災さい厄やくの卵は、消滅した。そこには普ふ通つうの町並みがあって、分かっていたことだけどちょっとだけ安心した。

　ただ、戦闘で汗あせばんだ体に、冬の風は少し堪こたえた。首長竜りゆうが熱波を何度も放っていたせいで、セカンドハーフの中は暑かったぐらいだし……今はいいけど、十分もいたら体冷やしそうだ。レインコートの雪子さんが羨うらやましい。

　帰っていいよとか笹宮先輩は言ってたけど、いま送そう迎げい車はあちこち動き回っててあたしたちを迎むかえに来られる状じよう況きようじゃない。かと言って、ここから支部まではとても歩いて帰れる距きよ離りじゃない。

　まだみんなは戦っているのかもしれないけど、笹宮先輩がフリーになった以上、多分事態の収束まで、そう時間はかからないだろうと結論が出たので、車が迎えに来られるまで状況が落ち着くのを待つことになった。

「私も、さすがに少し、疲つかれたな」

　珍めずらしく、水瀬先輩がそう言っていた。

「ふぅ先輩がそんなこと言うなんて、珍しいですね？」

　あたしは口に出さなかったのに、新奈は遠えん慮りよなく言う。あんた……すごいわね。

「……主おもに最後の奴のせいでな」

　あぁ、とあたしたちは全員苦笑した。確かにあれは、ちょっと衝撃的過ぎた。

　ただ、まだ余よ裕ゆうがあってかつ、機動力のある壱彦先輩は、

「俺も他のトコに援護に行くわ。みんなは休んでな！」

　と言って跳とんでいってしまった。雪子さんはじっとその方向を見た後、手て持もち無ぶ沙さ汰たになったのか、リュックから紙を取り出して、バインダーに挟はさみ、さらさらとペンを走らせる。

　残されたあたしたちは、寒空の下で息を吐はく。

　白く濁った吐と息いきが、ゆらりと灰色の空に昇のぼって行った。

「……決けつ闘とうは延期だな」

　水瀬先輩が呟つぶやく。

「……ですね」

　あんなとんでもないのを相手にして、もう心も体もくたくただ。

　──だけど、不思議と、どこか心地よさも感じる。

　まだまだ、あたしはこれからだ。もっともっと、強くならなくちゃいけない。

　満足している場合じゃ、ないよね。

　──それから、十分ほどが経たち、戦闘で火ほ照てった体も冷えてきた頃ころ。

　際きわどいところではあったけど、グラフを実体化させることなく、全てのセカンドハーフの消滅を確認したと一いつ斉せい連れん絡らくが入った。

　こうして、五十以上のセカンドハーフ同時出現という前代未聞の事件は、街へ被ひ害がいを及およぼすことなく、静かに幕を下ろしたのだった。

　　　　◆◆◆

　……ふぁあ。

　車に揺ゆられていると、急激に眠ねむ気けが襲ってくる。

　隣となりにいる琴ちゃんは、ビニール傘がさは手放さないままにすー、すー、と寝ね息いきを立てていた。お疲れ様さま、と心の中で呟く。

　ふぅ先輩も、目を瞑つぶってはいるけど──眠っているのかは、ちょっと分からなかった。

　そして、雪子さんは、いつもの絵を描き続けていたけど──むふーっ、と息をついて手を止めたのを見て、わたしは前のように後ろから覗のぞき込む。

「わぁ……」

　わたしが覗き込んでいることに気づいて、バインダーから絵を外して手て渡わたしてくれた。お礼を言って、じっくりと見る。

　背景には、崩くずれたビルと、かつて町だった塵の山、そして立ち上る黒こく煙えんと上がる火の手。

　前回センターだったふぅ先輩は、そっぽを向いて一番右みぎ端はしに。その隣にはわたしが立ってる。左端には雪子さんが、そしてその隣には相変わらず誰だれかわからない壱彦くん。

　そして真ん中では、七聖剣と呼んでいた銀色の剣を空へ掲かかげた笹宮先輩と。

　ビニール傘を差して、満面の笑みを浮うかべる琴ちゃんが、とても印象的だった。








終章　誰だれにとっての幸運か






「いやー、お疲れやったね、口くち原はらちゃん？」

「いえ……あたし一人で戦ったわけじゃないですから。それにあれだけ戦えるようになったのも、みよりさんの指導のおかげですよ。……ほんとうに、ありがとうございます」

　あたしがお礼を言うと、警官姿のみよりさんは肩かたを竦すくめて応じた。

「それは銀しろがねくんに言っとかれ。ウチはあくまで知ち恵えを貸しただけやちゃ」

　五十以上のセカンドハーフが出現した大事件から、一晩が経たち。

　今日、あたしたちは、みよりさんの研究室に集合していた。本当は、今日あたしたちのチームは非番なんだけど、新にい奈なも壱いち彦ひこ先せん輩ぱいも雪ゆき子こさんも、笹ささ宮みや先輩に呼び出されたあたしに付つき添そってくれたんだ。

　それにしても、笹宮先輩、あたしに何の用だろう？　あとから放送で呼ぶからここで待っててくれと言われたので、あたしは胃がキリキリする思いで待つ。

「いやー、それにしても……ようやくお目に掛かれたね！」

　ぱぁあ、と輝かがやく笑顔で、みよりさんは雪子さんを見る。あ、そう言えばみよりさんと雪子さんって初対面だね。……大だい丈じよう夫ぶかな、倫りん理り的な意味で。

　異様にハイテンションなみよりさんが、壱彦先輩の陰かげに隠かくれようとする雪子さんに詰つめ寄よっていく。

「初めまして、朝あさ森もり雪子さん！　ウチは松まつ葉ばみよりって言います！　いやー、しかしようやくお目に掛かれましたわ、夢にまで見た年上ロリ！」

　すでにアウトっぽかった。

　案の定、怯おびえた様子かつ凹へこんだ様子でみよりさんから逃げる雪子さん。

「おいおい松葉、あんまりそういうこと言ってやるなっての」

「あ、いいこと思いついた！　今日一いつ緒しよにご飯とかどうです？　奢りだきますから！」

「「「「!?」」」」

　雪子さんが衝撃的な顔をしていた。多分、あたしたちも似たり寄ったりの顔をしていると思うけど。そういう意味にしか聞こえないけど、富山弁……だよね？

　ただ、それを聞いた雪子さんの反応はというと。

「……んた……」

「え、今なんて言いました？　一緒にコスプレしたい？　何時いつでもいいですよもちろん！」

「どんだけ希望に満ちてんだお前の耳は……変態、だとさ」

「そんな……っ!?　一体どこが変態だと言うがけ!?　年上ロリだって褒ほめ言葉やぜ!?」

「……みよりさんと笹宮室長の仲がいいのって、たぶんこういうとこ似てるからだね」

　部屋の端はしで様子を見ていた新奈が、ぼそっとあたしに耳打ちしてきた。

「っていうか、仮にも警官のコスプレしてる人が犯罪者みたいな絵え面づらってどうなんだろうねー、琴ことちゃん？　おまわりさんあなたですって言葉がぴったりだよ」

　あはは、とあたしは苦笑いを返す。相も変わらず、今日も新奈は辛しん辣らつだ。

　ギャーギャーと騒さわがしいやり取りを眺ながめていると、天てん井じようのスピーカーから放送が流れる。

『三級イレイザー口原琴こと音ね！　今すぐ笹宮室へ来ること！』

　聞きなれた声──そして、いつかと同じ呼び出し方。

「……じゃ、行ってくるね」

「行ってらっしゃい、琴ちゃん」

　新奈に手を振ふられ、研究室の喧けん騒そうを背に、あたしは笹宮室へと歩き出した。

　　　　◇◇◇

　笹宮室へと向かう途と中ちゆうで、あたしは一人の人物に遭そう遇ぐうした。

「……水みな瀬せ先輩。おはようございます」

「ああ」

　待ち構えていたかのように、笹宮室の少し手前で壁かべに体を預けていた先輩が、短くそう返してくる。

「延期した決闘の日を決めようと思ってな。ここで待っていた」

「……いつにしますか？」

「今日から一週間後だ。今年の内に決着をつけるぞ」

「……分かりました。お願いします」

「それだけだ──私は戻もどる」

「──あの！」

　ぴたり、と水瀬先輩が脚あしを止めた。

「あたし、絶対負けません！」

「その言葉は、もう聞き飽あきた」

　ため息交じりに、肩越ごしにそう呟いた。

「貴様の手の内はもう知れた。貴様に勝ち目はないと思え」

　そして金きん髪ぱつを揺らし、今度こそ、脚を止めることなく廊ろう下かの向こうへ歩き去っていった。

　──あたしは気弱なりに、ぐっと拳こぶしを握にぎりしめて。

「それでも、負けませんから！」

　止まらない背中へ向かって、全力で宣言した。

　　　　◇◇◇

　水瀬先輩の姿が見えなくなった後、笹宮室の扉とびらをノックする。

「来たなっ!?」

「きゃあっ!?」

　いつかの焼き直しのような光景に、驚おどろいた後でちょっと笑った。あの時と違ちがうとすれば──頭をぶつけなかったことぐらい、かな。

「ん？　なんか楽しそうだな」

「あ、いえ……な、なんでもないです」

　そうか、と言って、笹宮先輩は中へとあたしを促うながす。

　今日も今日とて、室長の机の隣となりでは中なか滝たきさんが忙いそがしそうだ。

「さて、じゃあ呼び出した理由なんだけどな」

　ぎし、と少し体が強こわ張ばる。……あたし、何したんだろう。

　緊張して言葉の続きを待っていると、とびっきりの笑顔で彼はこう言った。

「おめでとう。今日付けで、口原の二級イレイザーへの昇しよう格かくが決定した！」

「……へ？」

　きょとん、としてから、笹宮先輩の言葉の意味を頭の中で反はん芻すうして、

「えぇえっ!?　なっ、いきなりなんで……っ!?」

「あの首長竜りゆうの封ふう印いんに一役買ってんだ、それを労ねぎらうのは当然だろ」

「で、でもっ……!?」

「それに、昨日のうちに報告書を提出してきた水瀬の奴やつからも、評価は上々だったぞ？　あのプライドで膨ふくれ上がってるような水風船にしちゃ珍めずらしいぐらい」

「水瀬先輩も……」

　それは──正直、意外な話だった。

「まあ、お前にはもう二級イレイザーに昇格されるだけの実力が付いたってことだ。自信、持っていいと思うぜ」

　──あまりにも突とつ然ぜんに訪れた、昇格の話に。

　あたしは、また泣きそうになったけど、ぐっと涙るい腺せんを締しめる。

「……あたし、なんかが……本当に、昇格しちゃっていいんですか？」

「そのなんかってのも、いい加減にやめとけよ？」

　肩を竦めて、笹宮先輩が言う。

「自分を卑ひ下げしすぎると、お前に目をかけてる奴らまで馬ば鹿かにすることになるんだからな」

「……笹宮先輩がそれを言いますか？」

　あれだけ強い力を不満だとか言ってるくせに。

「あー、まぁ、それはあれだ、うん」

　あたしの言わんとすることに気づいたのか、笹宮先輩は目を逸そらしてそんなことを言う。

「ま、他の連中がどんだけ反対しようが、他ならぬ俺が許可を出してるんだ。文句は言わせないから安心しな」

「それは、また……随ずい分ぶんと頼たのもしい、ですね」

　口が震ふるえて、うまく喋しやべれてるのかは少し不安だ。

　そして、不安と言うならば。

　昇格は嬉うれしいけど、それで笹宮先輩の指導が受けられなくなっちゃうんじゃないかと、少し内心は複雑だ。

　──受けてる時は、微び妙みような気分だったけど。いざ終わりが来るとなると、それを惜おしむなんて……なんて言うか、調子いいよね。

「ま、二級に上がったって言っても、口原の特訓はまだまだ続くけどな？　お前のやつほど面白いグラフィティなんてそうそうないし」

　……心のしこりみたいなのは、感傷に浸ひたる間もなく消え去った。

「ん？　どうしたんだよ、なんか表情緩ゆるんでるけど」

「ひぇっ!?　あ、や、これはその……お、思いだし笑いですっ！」

　慌あわてて顔を掌てのひらで隠す。頰ほおがかぁっと熱くなる。

　……あたしも、単純だなあ、とか呆あきれつつ、言うべきことは言っておかないと、とあたしは笹宮先輩に向き直る。

「──未熟者ですけど、これからも、よろしくお願いします」

「ん、よろしくな。ああ、そうだ。最後に、二級の胸きよう章しようを渡わたしとくから、今度付け直しといて──ありゃ？」

　焦あせったように机の引き出しを漁あさりだす笹宮先輩。これはまさか……。

「……うん、ごめん、口原。よりにもよって、二級の胸章いま切らしてるみたいだ」

「えぇ……」

　……なんていうか、間が悪いにもほどがある。

　いや、あたしの場合──悪いのは、運の方か。

「……あははっ」

　あまりにもしょうもない運の悪さに、あたしは思わず笑ってしまう。

　笹宮先輩も、つられて笑った。

「笹宮先輩。あたし、運は悪い方なんですけど──笹宮先輩に会えたのは、幸運だと思ってます」

「ぅおっ、なんだよいきなり。照れるじゃん」

　目を逸らして、ぱりぱりと頭を搔かく笹宮先輩。そんな師し匠しように、とびっきりの笑顔を向けて、あたしは扉に手をかけた。

「でも、いつかは笹宮先輩を超こえることが、今のあたしの目標です」

「……へえ」

　笹宮室長が、愉ゆ快かいそうに目を細める。

「俺が誰だれだか分かって言ってんの？」

「ホワイトキャンバス富山支部、防衛室『室長』笹宮銀。〈七式セブンス・アクター〉の『絶剣の銀皇オーバーロード』。訂てい正せいしますか？」

「……なんだよ、その『絶剣の銀皇オーバーロード』って」

「笹宮先輩の二つ名のつもりです。気に入らないなら考え直しますよ？」

「口原って意外と……ま、いいか。じゃあ口原には、お返しに『絶対領域』の二つ名を」

「ちょ、もうちょっと何かありますよね!?　『絶対空間』とかでいいじゃないですか!?」

「いやあ、領域の方が面白そうだなーと思って」

「か、考え直してくださいお願いですから！　あたしスパッツですし！」

「問題そこなの？」

「ち、違いますけど──とにかく、さっきの広めないでくださいよ！　絶対ですからね！」

「ほぅ……絶対、だな？」

「ニヤつかないでくださいフリじゃありませんから！　本当に言わないでくださいよ!?　もぅっ……いつか、絶対に追おい越してみせますから！　それじゃあ、失礼します！」

　──扉を開いて、閉めた後。

　感情のタガが外れていたことに気づき、あたしは一人悶もだえる羽目になったのだった。

　　　　◆◆◆

「……よっぽど昇格したのが嬉しかったんだろうな……あんな笑顔初めて見た」

　可愛いところもあるじゃん、とか、サイドテールの一番弟で子しの笑顔を思いだしていると、隣にいた中滝さんにため息をつかれた。

「まったく、いちゃつくなら私がいない時にやってもらいたいものですね。正直、非常に居い心地ごこちが悪かったですよ」

「さっきのどこをどう見たらそういう風に見えるんですか!?」

　しまった。どっかでも聞いたセリフに慌てて弁解したから敬語になっちまった。案の定、ぎろりと中滝さんがこちらを睨にらむ。冷れい徹てつさが普ふ段だんの三割増しだ。

「……どこをどう見たらそういう風に見えるのさ」

「大体全部です」

「……いや、まあ、とりあえずそれは置いておこうかな」

　机の上に、ざらっと書類を広げる。

「何をするつもりですか？」

「いや、今度やるつもりのプログラムの流れとか、通知をどうするかとか考えとこうかなと思って。こればっかりは中滝さんに任せっきりにするわけにもいかないから」

　にやりと笑って、これからのことを思い浮うかべる。

　口原みたいな奴らを育てるのが、今から楽しみで仕方がない反面。

　口原ほど面白い奴なんて、そうそういないだろうなあ──と、俺は一番弟子の笑顔を思い浮かべた。

　弟子うんぬんは置いておいても、俺の中では、口原は間ま違ちがいなく一番なんだからな。

　……それが何を意味するのかは、伏ふせておくとしようか。

　少なくとも、今はまだ。

　　　　◆◆◆

「琴ちゃんってば、どうしてそう素直じゃないのかな？」

「わぁっ、新奈!?」

　なんだか身み悶もだえしてる琴ちゃんに後ろから声をかけると、ものっすごい驚かれた。

「ちょ、また盗ぬすみ聞きしてたの!?」

「人聞き悪いなあ」

　その通りだけど。

「っていうか、琴ちゃん、なんで笹宮室長に宣戦布告なんかしちゃったの？」

「え、いや……だって、それはその……」

　告白でもなんでもしちゃえばよかったのに、とは、口には出さないけど。

　琴ちゃんは、ほんのりと頰を赤く染めて、恥はずかしそうに言った。

「……油断すると、憧あこがれちゃいそうだから……笹宮先輩のこと、苦手なはずなのに」

　もう手て遅おくれだよ。

　また人間関係がややこしいことになってきたなぁと、わたしはちょっと呆れていた。

　琴ちゃんのその表情は、どう見たって恋こいする乙女おとめのそれだったから。

　　　　◆◆◆

　書類にペンを走らせる私の隣で、珍しく何か考えをまとめている様子の笹宮室長。

　彼の強すぎるグラフィティ〈七式セブンス・アクター〉には、実はちょっとした秘密がある。

　──これはホワイトキャンバスの中でも、一部の上層部しか知らない情報だ。

　私は、室長の秘書という立場のため、それを知った。

　通常、各支部に一つしかない禁きん書しよ管かん理り室しつなのだけれど──和歌山県の本部にのみ、もう一つの禁理室が存在する。

　それが、封印指定禁書管理室。

　封印までに多大なる被ひ害がいを及およぼし、利用するにも危険とされたグラフが封ふうじられた禁書を保管しておく部屋だ。

　──この時点で、ある程度の想像はつくでしょう。笹宮室長のグラフィティが、まさにそれということだ。

　かつて富山県に現れた、一キロ超ちよう級のセカンドハーフ。その中にいたのは、舞まい踊おどる七本の剣のグラフ。

　富山支部の人間では手に負えず、和歌山県本部より派は遣けんされた特級イレイザーのチームが、辛からくも封印に成功──その間に出た団員の被ひ害がい者しや数は、五百を超えた。

『七の宝ほう剣けん』と名付けられたそのグラフが封印された禁書は、本来和歌山県本部の封印指定禁書管理室に納められるはず──だった、のだけれど。

　事務員の手て違ちがいで、同時期に富山で封印された禁書と取り違えてしまったのだ。そして『七の宝剣』は富山支部の禁書管理室に保管されたと。

　そんな手違いは、私の知る限りそれが最初で最後だ。

　──その『最初で最後』、『たまたま』運び込まれていた封印指定禁書を、千冊以上の禁書が保管された中から『偶ぐう然ぜん』手に取り、あまつさえその禁書に『選ばれた』のが、我らが笹宮室長というだけの話である。

　──どう控ひかえめに見ても、幸運の女神が憑ついているとしか思えない運の良さだ。

　……本当に運が良かっただけなのかは、ちょっと分かりかねるけれど。

　禁書の方から彼を選んだのだとすれば──案外、それは必然だったのかもしれない。

　ちらり、と机き上じようの書類に何やら書き込んでいる笹宮室長を見る。

『来きたれ雑魚ざこども！　強くなりたきゃ這はい上がれ！』とか紙に書いているのを見て、気づかれないよう静かに嘆たん息そくした。

　……まったく、この子は。

　まあ、それでも。

　弱いものを好むという、ちょっと残念な室長を見て。

〈七式セブンス・アクター〉なんて強大な力が彼のような人物の手に渡ったことは、人類にとっての幸運だったのかもしれないと、そう思った。
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　お初にお目にかかります。『第二十七回ファンタジア大賞』で金賞を受賞しました、鳴かないヒグラシ、日ひ暮ぐらし晶あきらです。

　……と、いう一文からスタートしようかと思っていたんですが、既すでに泣いてます。まさか本当にこうして本の形になるとは、一年前は夢にも思ってなかったものでして。

　受賞のご連れん絡らくを頂いてからというもの、この身に起こること全てが初めてだったので胃がキリキリしっぱなしなんですけれど、こういう緊きん張ちよう感かんは嫌きらいではないです。マゾ違うよ。




　この作品の舞ぶ台たいとなっている富山県は、日暮の生まれ故郷になりますね。のどかでいいところですよ。作中でちょっと壊かい滅めつ的被ひ害がいを与あたえちゃってますが、富山県にも県立図書館にも恨うらみはないのであしからず。でも一応ごめんなさいしておきます。ぺこり。




　ちなみに本作、表紙を飾かざっている二人が一応、主人公とヒロインです。一応とか作者である自分が言っちゃっていいのかとは思いますが。琴こと音ねは、改かい稿こう時にだいぶ手を加えたのでヒロインしているはずです。ポンコツ言われて涙なみだ目めになる琴音とか見ててゾクゾクしてきますね。積極的に苛いじめていこうと思います。サド違うよ。

　銀しろがねは、こんなにしちゃって大だい丈じよう夫ぶかってぐらいオーバースペックな奴やつになりました。あの弱いもの好き・逆転好きの性格が唯ゆい一いつにして最大の欠点だとは思いますが、その欠点のおかげでこの物語が膨ふくれ上がっていったと思うので、彼にはこれからもブレずに雑魚ざこを育てていってほしいと思います。銀の内面もまだまだ書き足りないので、よろしければこれからもお付き合いいただければと。




　それにしても、あんな変なひねくれ方をしているキャラを主人公に据すえるとは、作者もきっと相当なひねくれ者と思われます。一回顔が見てみたいですね。ちょっと洗面所行ってきます。おや、鏡にどっかで見たような顔が……？　と思ったら別人だったようです。目元が真っ赤でしたよ、泣き腫はらしていたんでしょうか。




　さて洗面所から戻もどってきたところで、お世話になった皆みな様さまへの謝辞に参ろうかと。

　まずは第二十七回ファンタジア大賞の選考委員の皆様に、お礼申し上げます。おかげさまで小説家としてデビューすることができました。本当に、ありがとうございます！

　続いてイラストを担当してくださったしらび様。なんてことをしてくれるんですか。銀があんなに格好良かったら、また何より琴音があんなに可愛かったら、こっちももっと頑がん張ばらなくちゃいけないじゃないですか！　自分の文章が足を引っ張っていないか心配になるレベルの超ちよう美び麗れいイラスト、本当にありがとうございます！　自分も精しよう進じんします。

　そして、担当様。数々の助言、本当にありがとうございます。この作品が今の形に収まったのは、間ま違ちがいなくあなたのおかげです。感謝してもしたりないので、とにかく次の原げん稿こうがもっと面白くなるように頑張ります。それが何よりのお礼になると信じて。

　さらに、この本を出版するにあたって関わってくださった皆様にも、お礼申し上げます。おまけに、準ネトゲ廃はい人じんの父と、「小説家を名乗るなら小説で食べていけるようになってから」と厳しいことを言いつつもなんだかんだ祝ってくれた母、ついでに弟にも感謝を。

　そして最後に、この本を手に取ってくださったあなたへ。

　まずは、ありがとうございます。少しでも面白いと思っていただけたなら幸いです。あとがきから読むタイプの方は、これからお楽しみいただければ幸いです。

　この先どうなるかは分かりませんが、運が良ければ、またお会いできると信じて。

『災さい厄やく戦線のオーバーロード』、よろしくお願いいたします。










災さい厄やく戦せん線せんのオーバーロード








日ひ暮ぐらし 晶あきら
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